
岡山県埋蔵文化財発掘調査報告 (7)

中国縦貰自動車道

建設に伴う発掘調査
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岡山県教育委員会では，昭和44年以来中国縦貫自動車道建設事業に伴う埋

蔵文化財の緊急発掘調杏を実施していますが，これに係る調査報告書につい

ては，これまですでに第 1分冊（押入西・下市瀬等7遺跡を収録），第 2分

冊（宮尾•久米廃寺等 5 遺跡を収録），第 3 分冊（美作国府等 3 遺跡）を発

刊しました。

このたび，これにひき続き，第 4分冊として狼谷・小中・天神原の 3遺跡

の調査報告書を発刊する運びとなりました。

本報告書は，かぎられた整理期間その他幾多の困難のなかで執筆，集録さ

れたものであり，内容的には不十分な面もあるかと思いますが今後の学術研

究，文化財保護の資料として活用していただければ幸と存じます。

なお，調査にあたって，日本道路公団津山工事事務所ならびに中国縦貫自

動車道埋蔵文化財保護対策委員会をはじめ地元教育委員会，岡山県遺跡保護

調査団，その他関係各位のあたたかいご協力とご指導をいただいたことに対

し厚くお礼申しあげます。

昭和50年 3月

岡山県教育庁文化課

課長小林孝男



例 日

1. 本調企報告内＾は． 日本道路公団の委託により， 岡山県教育委員会が実施した中国縦貫自動車道
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建設用地にかかる埋蔵文化財の緊急発掘調在の概要である。

2. 調在は． 第次格備区間（英田郡作東町から貞庭郡落合町までの52.3hm)内の25地、1位で，昭和

44年 3月久米郡久米町久米廃寺に杓手して以来， 昭和48年 6月30日英田郡作東町高本遺跡の調在

終了まで， じつに 4年 3ヶ月を要した。 この間、格理期間がとれなかつたため膨大な資料の格理

がでぎなかった。 そこで便法として報告:;t;:は5分冊に分けて遂次刊行してゆくことにした。本調

介報告由はその第4分冊である C

km) は現在発掘調ff.中である。

なお第二次格備区間（真庭郡落合町から阿哲郡哲西町まで62.4 

3. 中国縦貫自動車道埋蔵文化財保護対策委員会の設置については， 昭和42年 5月、 岡山県考古学

研究者の会からの1pし入れに基づいて．対策委員に下記の諸氏を委嘱した。

勝央中学校教諭

津山市教育委員会主,Ji:

旭第三小学校教諭

岡山大学教授

津山みのり学園

院庄小学校教諭

津山高等学校教諭

芙作名古学研究会会長
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（昭和47年11月～｝

（昭和44年 4月～昭和46年 5月）

（昭和44年 4月～昭和44年 9月）

（昭和47年11月～）

（昭和44年 4月～）

（昭和44年 4月～）

（昭和47年11月～）

（昭和44年 4月～）

4. 調fl:は． 岡山県教育委貝会が， 埋蔵文化財保護対策委員会の助言をうけて実施した。

以トー・ 年次ごとに構成員と， 調在遺跡名をあげる． なお． 相当調査貝は48年度まで津山教育事

務所兼務であつたため，諸般にわたり，津山教育事務所の多大のご支援ご協力を得た。

昭和44年度

社会教育課長
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主 事 葛原克人 枝川 陽 久米廃寺（第一次）

泉本知秀 栗野克己 西原遺跡

津山教育事務所

所 長 福島祐 鼻

庶務課長 西口秀悛

庶務係長 小西 成 亀

主 ボ 山本 剛

昭和45年度

教育次長（文化課長事務取扱い）

三村克

主 幹 萩原 郎 天神原遺跡（第一次）

＂ 神野 力 押入飯綱神杜古墳

文化係長 光嶋尚之 押入西遺跡（第一次）

文化財係長（故）森 忠彦 野介代遺跡

文化財保護主事 裔橋 護 美作国府跡（第二次）

主 事 河本 ：作圭目 中 力 昭 二宮大東遺跡（第一次） ヽ

” 橋本惣司 伊藤 晃 久米廃寺跡（第二次）

” 泉本知秀 栗野克已 穴塚古墳

II 柳瀬昭彦 西原遺跡

津山教育事務所

所 長 福島祐

次 長 平井克己

庶務係長 本郷恵津夫

主 事 山本 剛

昭和46年度

文化課長 神野 力 ． 
参 事 萩原 郎

文化主幹 光嶋尚之

文化財係長故森 忠彦

主 任 渡辺武彦

文化財保護主介 高橋 護 天神原遺跡

主 任 大山行正 押入西遺跡

文化財保護主事 河本 清 沼古墳
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主 事 橋本惣司 伊藤 晃 美作国府

II 栗 野克己 泉本知秀 二宮大東遺跡

II 柳 瀬昭彦 下沢公明 宮尾遺跡（第一次）

II 山 序康平 井上 i1'-/ 領家遺跡

” 岡田 博 池畑耕 赤野遺跡（第一次）

津山教育ポ務所

所 長 福島祐

次 長 平井克己

係 長 田中篤周

主 事 春名 勝 難波友広

昭和47年度

教育次長（文化課長事務取扱い）

大原利貞

参 事 萩原一郎

文化財主幹 富岡敬之 高本遺跡~--, 
文化主幹 原田道明 狼谷遺跡

主 任 渡辺武彦 北山古墳群

文化財二係長 岡本明郎 上相遺跡

主 任 大山行正 小中古墳群

文化財保護主事 河本 清 小中遺跡

＂ 橋本惣司 平遺跡

屯 事 田仲満雄 栗野克已 梶原遺跡

II 泉 本知秀 井上 弘 宮尾遺跡

II 松 本和男 山磨康平 下市瀬遺跡

II 岡田 博 高畑知功 赤野遺跡

” 一宮治夫． 
岡山県開発公社

技師補 太田 整 戸川孝―
鴫

大賀秋秀 林 徹也

小林泰利 小倉辰之

森安広之 寺坂伸生

津山教育事務所

所 長 福島祐
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次 長 赤木 茂

庶務係長 田 中篤周

主 事 春名 勝 難波友広

昭和48年度

教育次長（文化課長事務取扱い）

岡田政敏

参 事 籟岡敬之

課長補佐 水川 富貴男

文化財主幹 浅原 健

文化係長 守屋 明

主 任 渡辺武彦

文化財二係長 岡本明郎

主 任 大山行正

文化財保護主事 河本 清（津山市教育委員会）
へ出向 7月1日～

” 栗野克己 橋本惣司

新東晃ー（鹿児島県教育胃町
l 

主 事 小中遺跡
会へ 6月16日

” 田 仲満男 松本和男 邸本遺跡

井上 弘 岡田 博 下市瀬遺跡

山序康平 高畑知功 且原遺跡

一宮治夫 浅倉秀昭 須内遺跡（第一次）

津山教育事務所 宮の前遺跡（第一次）

所 長 宮島久夫 備中平遺跡

次 長 赤木 茂 谷尻遺跡（第一次）

庶務係長 田 中篤周 桃山遺跡（第＾次）

主 事 清輔修身 植木遺跡

難波友広 空古墳
冨

昭和49年度

本年度は，中国縦貫自動車道建設に伴う埋祓文化財発掘調在

を，津山教育事務所が担当することになり，調在貝は文化課

から津山教育事務所へ配置換となった。

文化課長 小林孝男

参 事 富岡敬之 須内遺跡（第二次）

課長補佐 西口秀俊 宮の前遺跡（第二次）
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（文化財二係u,μ.務取扱） 谷尻遺跡（第二次I

• ‘ E 幹 没原 他 桃山遺跡（第二次）

l'_ f「一 光吉勝彦 戸谷遺跡

文化財保護ct·J~ 位← 原 兌 人 培の畝遺跡

” 伊藤 児 行地遺跡

r' 'Ji・ 枝）IJ 陽

＂ 下沢公 明

樋 ロ 蒋 r 
津山教育1況籾i

1'．)、1 lf 菱 Ill ;,-永:.: 

次 l~ 亦木 茂

W-f#f系E 田 中 篤周

f: 仔 大山行正

t: •Ji 難波友広 山 本政昭

文化財保，//j_j: ・]'i. 束野克已

j:_ ·j~ 田仲満雄 井上 弘

山）井康平 高畑知功

ー＇ 宮治夫 浅倉秀昭

杜会教育課

文化財似邁主•J.,: 低本惣司

協 力者

各遺跡調ft地周辺の地元の方々， また. ;f: 山市．作東町， 美作町勝央町．久米町．落合町．

北i;J町．大佐町．新見市の各教育委員会には．有形無形の協力を得た。

久米廃寺．芙作国府，宮尾遺跡については文化庁田中琢氏，奈良国立文化財研究所，沢村仁．

町田章．横田拓美．佐藤興治の各氏，下市瀬遺跡の銅鐸については，三木文雄氏，その他の遺跡

• から出十＾した鍛治炉．鉱滓については，広島大学助教授，潮見浩，住田正男，芹沢正雄の各氏か

ら有益なご教示と，ご助言を得た。石器の材質鑑定は，岡山県教育センター上野等氏，宮尾遺跡

の種子分析は，岡山大学農学部教授．笠原安夫氏，木器の材質鑑定は岡山大学農学部教授，畔柳

鎖氏をわずらわした。記して惑謝の意を表したい。

5. 本内に用いたレベル値は．海抜裔である。

6. 本cttに用いた地形図は． 」ーの地形図は， 日本道路公団の国士地理院承認済である。
1000 

Expressplanをトレースしたものである。

7. 本報告苫・で用いる時代区分は一般的な政治的区分に準拠し，それを補うために文化史区分と世

紀を併用する。
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埋蔵文化財発掘調―介契約害

1 委託事務の名称

2 委託期間昭和年月日から昭和年月日まで

3 委託金額金 円

4 委託金支払場所 日本道路公団

日本道路公団大阪支社長 山川尚典（以下「甲Jという。）は、岡山県知事加藤武徳（以下「乙J

という。）に頭円の発掘調介の実施を次の条項により委託する。

第1条 甲は，別紙発掘調介計画害に基づき頭内の委託金額の範囲内で，頭;tr-の発掘調ftの実施を

乙に委託する。

第2条 甲又は乙の都合により，委託期間を延長し，若しくは発掘調牡計画を変更し，又は発掘調

在を中止するときは，事前に協議して害面により定めるものとする。

第3条 乙は，委託契約締結後，遅滞なく作業予定表及ぴ資金使用計画内を作成し｀甲に提出しな

ければならない。

第4条 乙は，第 3条の資金使用計画瞥に基づき．頭再発掘調在を実施するために必要な経代の概

算払を甲に請求することができる。

2 甲は，前項の請求のあったときは，頭害の発掘調在の進捗状況を勘案して，請求内を受理した

日から15日以内に乙に所要の額を支払うものとする。

第5条 甲は，必要と認めるときは，頭害の発掘調介の処理状況について調ー住し，又は報告淋及ぴ

作業調在日誌の提出を求めることができる。

2 乙は，甲が期限を指定して中間報告を求めたときは， これに応じなければならない。

3 乙は，発掘調在の実施にあたり，作業箇所に作業表示旗をかかげ，発掘調ft関係者には腕章等

を着用させなければならない。

4 乙は，頭害の発掘調在が完了したときは，すみやかに頭害の発掘調―代の実施結果に甚づく報告

害 (B5版30部）を作成し，委託期間内に甲に提出しなければならない。

5 乙は．費用精算調円を作成し，委託期間渦了 1ヵ月以内に甲に提出しなければならない。

第6条 この契約に基づく報告'ft,費用精算調害その他の関係内類の作成事務の取扱は，甲が特に

指座しない限り乙の本来の事務取扱に準じて処理するものとする。

第7条 乙がこの委託契約に基づき甲の費用をもって取得した購入物件等は，すべて甲に帰属する

ものとする。ただし，甲は，発掘され又は発見された埋蔵文化財に関する甲の椛限を放棄するも

のとする。

第8条 発掘調査に関する文化財保護法及ぴ遺失物法等に関する諸手続については．乙が代行する

ものとする。

2 甲及ぴ乙は，相互に協力して土地使用承諾害の取付けにあたるものとする。

贔

．、

亀
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第 9条 乙の責めに帰する小；由により頭；限の期限内に第 5条第4項に規定する報告内を提出しない

ときは，甲は．遅滞損害金として期限満了日の翌日から起算し提出当日までの遅滞日数につき，

頭苔の委託金額に対して日歩 2銭 7厘の割合で計算した金額を徴収することができる。

2 甲の責めに帰する事由により第4条の規定による委託料のよ払いが遅れた場合には，乙は，甲

に対し日歩 2銭 7厘の害U合で遅延利息の支払を請求することができる。

第10条 乙の責めに帰すべきキ卍由により甲が契約を解除したときは．乙は，頭;t}の委託金額の10分

の 1を違約金として．甲の定める期限までに甲に納付しなければならない。

第11条 この契約を変更する必要が生じたときは，乙甲協議して定めるものとする。

J: 記契約の証として本内2通を作成し，当1け行記名押印のうえ，各自 l通を保有する。

昭和年月 H

委託者 日本道路公団大阪女H

支社長

受託:fj・ 岡 山 県

知事

更

ヽ
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文化財発掘調査報告書

分 冊 番号 遺 跡 名 l'．J^  r {1 地 備 名・

22 赤 野 追 跡 真庭郡落令IDJ,/ii 野

25 |、 市瀬遺跡 真庭郡洛令町I'iii瀬

岡山県埋祓文化財発掘調 13 志戸部調 ft区 津山市志戸部
ft報告，I;-(31 既 刊
fl' 中国縦rt自動車逍建設に 12 野介代遺跡 沖山市野介代 49年3月
う発掘調ftl

11 押入西遺跡 沖山市押入

8 梶 椋 遺 跡 津山市梶原

4 上 朴l 遺 跡 英田郡美作町!・. 相

3 北山 占項群 英田郡美作町北 山

岡山県埋減文化財発掘調
10 押入飯綱神礼古用群 津山市押入

介報国告-;1}(5) 17 日 南 遺 跡 久米郡久米町日 南
既 刊

ff. 中 縦貫自動車道建設に 49年3月
う発掘調在 2

18 , ,,,._, , . 
尾 遺 跡 久米郡久米町宮 尾

19 久 米 廃 寺 久米郡久米町領 家

岡山県埋蔵(6文化財発掘調
15 芙 作 国 府 津山市総杜

介報国告M' ) 16 二宮大成遺跡 津山市二宮
既 刊

伴中 縦貫自動車道建設に 49年 3月
う発掘調在(3!

24 西 原 遺 跡 貞庭郡落合町西 原

2 狼 谷 遺 跡 英田郡美作町楢原上

岡山県埋蔵文化財発掘調 5 小中古墳群 勝田郡勝央町岡
胄介報国告m(7) 5発0年3 刊月
縦貫自動車道建設に 6 小 中 遺 跡 勝1:1l郡勝央町岡う発掘調1'1:4

9 天神原遺跡 津山市河辺

1 r山PJ・ 本 遺 跡 英田郡作東町川 北

7 平 遺 跡 勝田郡勝央町平

岡介山告県埋内成(8文)化財発掘調 14 沼 古 墳 群 津山市沼

ff' 中報国縦貫自動車道建設に
50刊年予3月

20 領 家 遺 跡 久米郡久米町領 家
発定
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゜第 I図 狼谷遺跡周辺図 L •• lrm 

表— 1 分布図対照表

t

配

,. 

番 1; 直 蹄； 名 備・ 名

1 金焼山占墳群 a ...... 金焼ill古項
つ 故布寸也

3 経塚,';墳群 a・・・・・・L経塚占項

4 牧布地

5 楢 l如発寺跡

6 古墳

7 '＇牧布地 a ..... 楢 Iが、大塚

8 狼谷遺跡， 占打t
10 サ又介土灰古墳群

11 古墳

12 古墳

13 寺山古墳

14 寺山束北古墳群

15 楢原卜古墳群

16 占墳群

17 上向山占墳
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狼谷逍跡

I 調壺の経過

.. 

おおかみた"

狼谷遺跡は岡山県教育委員会が日本迅路公団の附和47年度分の委託契約事業として発掘調丘した

遺跡の 1つである。

狼谷遺跡はすでに仝国遺跡地飼 Cl晶l山県）にNo.2406番として登録されている遺跡であり，発

掘調査前の分布謡査においても北に広がる河岸段斤の末端にまで弥生式土器片，須恵器の散布がみ

られた。そして，この追跡G)北端に中囚縦貫目動車逍が建設されることが決定したことによって，

昭和47年4月10日から 5月31日までと昭和47年11月21日から昭和48年 3月31E:lまでの 2回にわけて

発掘謁査を実施した。

昭和47年度は10名の調丘員で11遺跡を発掘調査する計画のもとに調森旦をA, B, Cの3パーティ

ーによる調丑体制ができた。狼谷遺跡を担当した Cパーティーは 3名の謁査員と 2名の調査補助員

で構成し，災田郡作束町所在の冨集逍跡，英田郡又作町所在の狼谷遺跡，北山古墳群(4基の円墳），

11 

かみや

上相遺跡む 4遺跡の発掘謡森を実施することとし昭和47年 4月10日から狼谷遺跡，北山古墳群，高

木追跡0)第 1次発掘調査を開始したぐ

表 2はCパーティーの昭和47年度の発掘調査実績である。発掘調査は当初 l遺跡 3名で担当し

ていたが，予箇，謁査期間等の制約があり，当初の計画変更を余｛義なくされ，ぁる時期には 1誦壺

員が 2遺跡を担叫した。

こU)t.J:. でみるかぎり年度中途において凋鉦員 1名の県外転出， 10月には土取現場において，新規

逍跡（以卜鎌介止砒跡と 11・「ふ）の発見，さらにr・ti:用迅路敷の早期関査の必要性など不測の事態が

小なったため '''j初叶側の変史を余｛義なくされた。本遺跡で昭和48年 1月以後，調壺が終るまで最も

小要なI埒期に 1名の議査日しか逍倉にあたれなかった。そのためA地点と称した台地の延長 11 0 

mてはL'F用道路敷の町け渡しのため分断翡沓をせざるを得なかった。また， B地点については，

確誕翡倉にとどめた。

なお発掘謁査にあたって，対策委貝会をはじめ仄作町教育委員会，美作郷上史跡研究会，その他

閃係各位より多大のご支援とご指迎を傷た。叫して深く慇謝の心を表したい。

J~ 

松本和男

一宮治夫

太田

戸川孝

整

調査担当者・及び補助員

（岡山県教育斤文化課土事）

（現真庭郡久世町教育委員会社会教育土事）

（岡山県教育庁又化課主事）

（岡山県開発公社技帥補） (1次， 2次調企）

（岡山県開発公社技師補） (1次調査）
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狼谷刈跡

小林泰利

寺坂伸生

（岡山県開発公社技師補） (2次調査）

（岡山隕開発公社技師補） (2次調査）

註

(1) 文化財保護委員会「全囚遣跡地図」 （岡山県） 1 9 6 7年

• 

Il 調査日誌抄

本遺跡の発掘調査は，昭和47年 4月10日から48年 3月31日まで行われたものである。

昭和47年4月101:l-4月16日

仮設小屋の建設。トレンチの設定。遺跡の遠景写頁撮影。 トレンチ発掘作業。

4月17H-23ビ

トレンチ発掘作業。グリッドの設定。

4月24日-30日

トレンチ発掘作業。グリッドの設定。

5月1日-7旦

トレンチ土陪断面実測。 トレンチ発掘，ならひに拡張区の表士排除作業。

5月8日-14日

トレンチの拡張区表土排除作業。 トレンチ内の排水作業。発掘中の風景写真撮影。

5月15日-17日

トレンチ内の排水作業。拡張区の表土排除，ならびにトレンチ発掘作業。

5月26日

トレンチ 8, 9の間にlQmx lQmのグリッドの設定，表土排除作業。

5月29B -30日

トレンチー 8, 9間のグリッド表士排除作業。作業上程表の作成。

6月30日-7月16日

遺物整理

11月29日-12月5日

仮設小屋の建設ならびに器材迎搬。

12月6日-12R

A地点の表土排除作業，ならびに遺構検出作業。

1. 
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狼谷遺跡

嘱

12月13日-19日

表土排除，遺構検出作業。柱穴掘り下げ。溝，土城墓掘り上げおよび写真撮影ならびに平面．断由

実測。

., 12月20日-26日

表土排除，遺構検出作業。柱穴掘り上げならびに写真撮影。住届址の平板＇尺測。

12月27日-28日

表土排除，遺構検出作業。

昭和48年 1月5日-11日

遺構検出作業。建物柱穴実測ならびに写真撮影。

1 ,[j 12日-18日

表十．排除，遺構検出作業。遺構卓板実測。

1月19日-25日

表土排除，遺構検出作業。遺構掘り上げおよび平板実測。

1月26日-2月1日

遺構検出．ならひに掘り下げ。 lご'ii=用直路盛土にて進入（困より）。

2月2LJ-8日

遺構検出作又。遺構断血写貞撮影ならびに実祖加建物柱穴断由実測。

2月9日-15日

遺構掘りドげ。逍構平板実測。建物杵穴断血実測。

2月16日-22日

遺構掘りドげならひに実測で A地点束側写真撮影。

2月23D-3月 1日

遺構検出ならびに掘り下げ c 仝景写具撮影 c

3月2LJ-8日

遺構掘り上げおよび断血写真撮影ならびに実測。

3月9日-15日
ヽ

遺構掘り下げならびに 5号， 6号周浬断面文測。平板実測。全景写真撮影 0 6号尉濯内の石の平・面

実測。土壊平面，断面実測。

3月16日-22日

2号住居址掘り下げ，写真撮影ならびに平面，断面実測。士城平面，断面実測。 6号周沌平板実測

北山古墳群出土遺物展示会 (17,18日）。

3月23日-29日

工事用道路の付け換え。遺構検出ならびに掘り下げ。遺物，その他の搬出準備。
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甜し谷逍闊；

3月30日-31日

遺物，その他の搬出。遺構補足調査完了。

.. 

I 遺跡の位置と歴史的環境

ならばらかみ

狼谷遺跡は岡山県英国郡美作町大字楢原上に所在する（第 1 図， No~8) 。

津山盆地の束部，吉井/II, 吉野川水系の上流にある梶並川は何回かの大きな蛇行をして「林野J

で合流するが，この合流点のわすか 1.8 km程の上流では「豊国原」という広大な沖積平野を形成し

ている。

この豊因椋を縦断する梶並川の左岸には比屁約10mの河岸段丘が束に広がっており，狼谷遺跡は

この豊国原の平野を西に臨む河岸段丘上に位置する。遺跡の多くはこれらの河岸段丘や低丘陵に立

地するが，本地方でもまた同様である。

美作町はまだ充分な分布調査が実施されていないが，この地方の概略を叫してみたいc

本地方での最古の遺跡は現在のところ弥生時代中期（前半）の遺物を出上する狼谷遺跡である c
註①

その後に続くものとして豊国原をはさんだ西の低丘陵に立地する北山古墳群2号墳ドの住届址や鎌倉
壮（出

山遺跡など弥生時代から古墳時代の集落遺跡である。
註R
古墳については，まだ内容が朋らかではないが，楢I泉地区には前半期の古墳（金焼山古培， 1~ 釘紆

塚古墳， 寺山古墳）が豊国原や楢原の中野を一望に見渡すことができる丘陵上に築迅されており，

古代における英田郡の有力者の墳袋と想像される，，後期の古墳も楢原をはさんで南と北の丘陵に数

基の古墳がまとまった形でみとめられる。

歴史時代の遺跡には方 1 町四方と推定される栖原廃寺 (Nu~5) が所在するぐ現在は水 l:fl や畑に

なっているが，かって礎石や直径 1.5 mの心膝が発見されている。そして，この寺域内からは多贔

の軒丸瓦や軒平瓦をはじめ布目のある平瓦，丸瓦が出上しており，おそらく白鳳時代から平安時代

の終わり頃にかけて存在した寺院と推定される。

また，楢原廃寺の東に隣接する台地にも須恵岱の散布が広範囲にみられ，栖）京廃寺と同時期の追

跡も予想される所である。近年この楢原地区一灼は牒業構造改善中業として水田の区画将備事業が

計画されており，楢原廃寺もその対象地域内にはいっている。

このように，豊国原，楢原地区は弥生時代から歴史時代にかけての英田郡における主要な追跡が

所在する地域である。

（松本）
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狼谷逍跡

註

(11 今回の発掘涸査は狼谷遺跡の一部で本遺跡の中心は鉄道の南側にある低丘陵上に位憤し弥生

時代を中心とした集落址と思われる。

(2) 岡山県埋蔵文化財発掘識立報告(4)「中国縦貰自動車逍建設に伴う発掘調杏(2)」の北山古墳群

の発掘醐五報告に収録している。

(3) 岡山県教育委員会が昭和47年度に発掘調否している（弥生時代，古墳時代の複合集蕗）。

IV 第 1次発掘調壺の概要

第 1次発掘凋壺は昭和47年4月10日から 5月31じまで実施した。第 1次発掘調査は第 2図のごと

く，延長 80 0 mにわたって合計26本のトレンチ，もしくはグリツドを設定して遺跡の規模，時期

を明らかにするとともに調社期問，謁否方法などの基礎資料を傷る目的で実施した。

当初予定されていた契約血桔は約 4,8 0 0 m八延長 50 0 mと推定されていたが，第 1次発掘調

査の結果，逍跡血積約 4,9 0 0 m', 延長 20 0 mと判明した。

特にA地点と称する「ナガタニ池」より内側にある台地（血積約 3,3 0 0 m', 延長 11 0 m)で

は上出iがかなり削‘にされてはいるが，弥生時代，歴史時代の遺構が広がってしヽる。

また B地点と称する発拘醐資『ド務所の周辺（面砧約 1,600m',延長80m)においては弥生時代，

歴史時代の遺物がかなり出上した。

以上第 1次調査の結果， A地点， B地点ともに全暉発掘闊査が必要であることを確ぷした。

（松本）

V 遺跡の概要

(a I 1号住居址（図版 3-2) 

1号住居址は段丘上の西端に近い部分に位罹し，地I川日を掘り込んで 4本柱をもつ円形の竪穴住

居址である。なお，この仲居址は削平が極めてひど<, 柱穴4本と，中央ピット， ならびに尚溝

の一部分が検出されたのみであった。出士遺物はみられなかったが，他の住居址 (3号， 4号， 5 

号）と同様で弥生時代後期のものであろう。

（二宮）

-12-
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狼谷直跡

(b) 2号住居址（第 4図）， （閻版12-1) 

2号住居跡はA地点で検出された長径4.2 m, 短径 3mの楕円形（小判形）のプランを呈する住

居址である。狼谷遺跡のすべての遺構に共通しているように，掘り込みの上部がかなり削平をうけ

ており，床面より15cm-20cmの残存がみられる。周溝は幅10cm,深さ 3cm-5 cmのものがめぐって

いる。住居址丙には柱穴が11個検出されたが，この住居址に伴う柱穴はC-1. C-2, C-3し

かないため 3本柱の住居址であろう。不自然な柱穴の配戦ゆえに，さらに入念に検出を試みたが黄

褐色の地山土には 4本目の柱穴は確認でぎなかった。また住居址の中央部にはピット（長径60cm,

短径50cm,深さ約50cm)があり，底部より完形の壷が灰に埋もれた状態で出士した。そして中央ヒ°

ソトより北々西のコーナーに刷けて幅20cm,深さ 5cm-lOcmの溝が外に出た状態で検出された。こ

の溝はJ乱溝との接点において暗渠の形をとらず，周溝を切るような状態で検出された。 遺物は甑

（表— ®·59) , 中央ヒ゜ット内の壷（表―①, 60)がある。これらの遺物から見て，住居址は弥生

時代後期のものと思われる。

（松本）

(C) 3号住居址（第 5図）

3号住居址は削平を受けてはいるが，保存は良く南側が用地外に出ており，東西が3.15mの長）j

形のものである。中央束競下に長径80cm,短径65cm,深さ30cmのヒ°ットが検出され，また住居址床

面の北側は一段と高く他の床面と異なる。

本住居址に伴う柱は 2本であり，柱間は 1.55mである。遺物は表一⑥の61-65,69, 71等であり，

弥生時代中期～後期の遺物が混入しており床面付着のものは何もなかったが，おそらく弥生時代後

期のものと思われる。

（二宮）

(d) 4号住居址（第 6図） （図版13-1) 

4号住居址はA地点で検出されたものであるが，削平を受けているのと，大部分が用地外である

ために規模は測定できなかった。しかし， 周溝が西側で二屯になっていることから，この住居址

は建て直しが行われている。 おそらく，住居址の形は多角形のように思われるが大部分が用地外

のために確定はできない。さらに住居址内の出上遺物は，涵杯片があり，これから見て，住居址は

弥生時代後期のものと思われる。

（二宮）

(e) 5号住居址（第 7図） （図版13-2) 

5号住居址はA地点で検出された一辺 5.5 m O)隅丸方形住居址である。 A地点全体は削平が著る

-13-



狼谷遺跡
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しいため，表上屑を除去すると直ちに黄色もしくは黄褐色の地山土に住居址が検出された。 5号件

居址も他の住居址と同様に，上部の削平が著るしく，その保存は極めて悪く，掘り込みは床面か

らわずか 5cm程である。件居址には幅10cm-20cmの1月溝がめぐっているが，北コーナ一部分におい

ては，周溝は消失していた。そして，北束コーナーにはこの住居址より後出のピットで柱穴が切断

されていた。また，住居址内にはベッド状施設が 3方向にあったようで，杵と村を結んだ側板の痕

跡が認められた。ベッドの内側の床は方形を呈し，中央部に長径 105cm, 短径80cm, 深さ約40cm

の炉があり，内部には灰が含まれていた。
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狼谷直跡
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狼谷直跨
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狼谷直跡

50cmを測る。遺物は住居址内からは小形壷（表一⑥， 67)が出土している。この遺物からみて，住居

址は弥生時代後期のものと思われる。

（松本）

＊
 

(fl 6号住居址（図版14-1) 

6号住居址は水田の畦の下に位置し，南東コーナーと東壁の一部，それに周溝が存在している

にすぎなかった。これは水田を拡げる時期に削り取られてしまったものである。なお，遺物の出土

がなかったので時代は不明であるが，ほぽ他の住居址 (2号住居址を除く）と同時代のものであろ

。
9

つ

（二宮）

＇ 

(g) 周湿（第8, 9 , 10, 11. 12図，図版 5-2, 6-1・2, 7-2, 8-1) 

周浬はいずれも古墳の盛り土，あるいは主体部が削平された残りの部分でしかない。特に周濯内

の出土遺物は 6号周渥内に多量に出土しており，固浪内には山石が落ち込んでいた。更に，第20図，

21図（同一遺物）に示すように，須恵器の大甕片が多量に散在していた。これはあたかも埋葬が終

った時点において意識的にこわしたものと推定される。なお，出土遺物からみて 6世紀代に築造さ

れたものであろう。

その他の周津もほぼ同時代に造られたものと想定してよいであろう。なお， 4号周浪はわずかに

一部が存在するのみであった。

（二宮）

(h) 土墳経

① 1号幕（土壊差） （第13図，土ー 1)

1号染は長径 14 2 cm, 短径63cm,深さ24cmを測る長楕円形の土壊墓である。掘り込みはや':,.袋

状を呈した形で掘り込まれていた。床面は平らな状態になっていた。この土壊墓内からは，灯明皿

杯（第24図， 52,53) , 朱ウルシの出土があった。この遺物からみて土潰墓は平安時代後半のもの

と思われる。

（二宮）

② 2号墓（木棺巖） （第13図，土ー 2) (図版10-1) 

2号墓は長径20 5 cm, 短径75cm,深さ40cmを測る長方形の組み合せ木棺墓である。

床面は水平な面をもっており，側板，小D板の痕跡も確認できた。板状痕跡は小口板で幅が5-7

cmあり，長さは西側小□板が50cm,東側で65cmあった。側板は幅が5-6cmあり，長さは南側板が

-19-



狼谷直跡

も
も゚0 °0 ゚゜

0゚ ゜+ I. I f: 
I, :i t ）`。。゚。

°゚゚

心゚o
00 

• 

+ 3 

~----、3ア
I 4 5 

十—

~ 
2
 

•
•
L
ー

＋
 

~
 
I
 

＋
 

｀
 

． 
I. 黒灰色
黄褐色(;昆ざり

2. 黒茶矯色

3. 暗茶褐色
4. 黄福色

り

り

ざ

ざ

混

混

‘
,
＼
‘
,
¥
 

色

色

色

色

福

橋

渇

矯

黄

茶

黒

黄

．
．
 

5

6

 

-==::::::::::---,---一~
6 

~゚. I I I 
2 m 

.. 

第 8図 I 号周浬平面• 断面実測図

-20-



狼谷沿跡
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第20図 6号周5皇内大甕散布状況

゜

4
 

1 5 5 cm, 北側板が 17 0 

cmあった。そして東小口板

は床面から12cm, 西小口板

は5cm, 両側板は 2-5cm 

の深さに埋められ，木棺が

組み立てられていたようで

ある。床面での棺の内法長

の幅は西側が狭くて45cm,

東側は60cm, 長さ 15 2 cm 

を測り，大人用の組み合せ

木棺墓である。なお，この

木棺象からは遺物は出士していない。

（松本）

③ 3号菜（第13図，士ー 3) (図版10-2) 

3号墓は長径 13 5 cm, 短径70cm,深さ35cmを測る長楕円形の士燎墓である。掘り込みは側壁が

-21-



狼谷沿蹄

両小口部より少し傾斜角度を強くもって掘られていた。床面は水平な面をもっており，両端には小

口板痕跡が確認できた。小口板の掘り方は西側が若干広いが，板材痕跡は両方とも幅5-6 cm, 長

さ30-32cmを測る。なお，小口板間の内側法長は70cmを測る。この土壊塞内からは遺物は出土しな

かった。
9

囀

（松本）

④ 4号墓（第13図，土ー 4)

4号墓は弥生時代の浅いヒ゜ット状遺構を切って土漿墓を作っている。長径 11 5 cm強，短径75cm,

深さ25cmを測る長方形の士城墓である。掘り込みは両小D部，側壁ともにゆるやかな傾斜をもって

掘られていた。床面の両端では小口板痕跡が確認された。小口板の掘り方は幅が約20cm,板材痕跡

は幅10cm,長さ54-58cmを測る。なお，この土漂墓内からは遺物は出土しなかった。

（松本）

⑤ 5号墓（木棺幕） （第13圏，土ー 5) (図版11-1) 

5号墓は長径85cm,短径70cm,深さ約40cmを測る楕円形の木棺墓である。掘り込みは側壁がほぽ

垂直に，小口部はゆるやかな傾斜で掘り込まれていた。床面は水平な面をもっており，側板，小口

板の痕跡も確認できた。板材痕跡は側板が幅 3-5 cm, 長さは南側板で45cm,北側板で55cmあり，

小〇板は幅5cm, 長さ25cmを測る。そして床面より小口板は約10cm,側板は約 3cmの深さに埋めら

れ，小口板が側板を倒れないように支えていることがわかる。床面での棺の内法長は幅が20cm, 長

さ45cmを測り子供用の組み合せ木棺墓と推定される n

なお，この木棺墓からは遺物は出土していない。

（松本）

(i) ① ピ ットー 1(第14図， p -1) (図版 9-L 2) 

このヒ°ットは直径 18 7 cmのほぽ円形で，深さは約 13 0 cm位いのものであり，内部の堆積は，

上府に約10cm程度の士をかぶり，下府は山石によって埋められていたものである。さらに底には用

途不明の石組らしきものが確認され，壁には法曽焼の甕片が付いていた。これからみて，このヒ゜ッ

トは江戸時代以後のものと思われる。

（二宮）

① ヒ° ットー 2, 3 (第13圏p-2. 第15図p-3) 

ピットー 2,3共に土濃墓と同じ掘り方をしているものであるが，床面にわずかに柱穴が存在し

ているため，土堀墓と同種のものとは考えられない。これらは貯蔵穴と考えた方が良いものである。
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なお出上遺物がないため時代は不明である。

（二官）

~
 

I j I①建物一 I (第16図，図版15-1 J 

6号/.',1i易の南側で検出された， 2問 X 2間 (1間約 16 0 cm)の建物である。柱'/(の掘り方はほ

ぽ円形で，北内の 2本が削平をうけてかなり削り収られて，わずかに存在していたにすぎなかった。

出上遺物（第25凶57)より考察すると 6柑紀以後のものであろう c

（二宮）

②建物 [l (第17図，図版 8-1) 

5号/1,j;,旦のほば北側で検出された， 2問 X 3問 (1間約南北 18 0 cm, 束[り 22 0 cm)の建物で，

柱穴掘り方はほぼ円形で束囮に延びている。伴出遺物がないため時期は不期である r

（二宮）

①建物一皿（第18図，凶版 6-2) 

3号尚渥内に検出されたもので， 1間,.-2問 (1間約 28 0 cm)の北東ー南西rP」きの建物であり，

北東側では柱間はやや広くなっている。柱穴掘り方はほぼ円形である。なお伴出遺物はなく時期は

不明である。

（二宮）

Vl 
ま と め

ゑ

狼谷遺跡は，中国縦貫消建設によってその—一部は消えよることとなり，岡山県教育委員会は緊急

発掘調森を実胞した。その結果A地点において住居址， I胡腐土i廣総 ヒ゜ット，建物址が確認され

たが， B地点においては新規遺跡（鎌倉山遺跡）の発見によって全面調査にいたらずトレンチによ

る確認調社で終ることとなった。その結果弥生時代中期の遺物と，同時期と考えられる遺構が数カ

所で確認された。よって全面発掘調査をするとかなりの遺構，遺物が出る可能性もある地点である。

住居址においては， 2号住居址は弥生時代後期後葉のものであろう。他の 1号， 3号， 6号住届

址は出土遺物の無いものもあったがおそらく他のものと同様に弥生時代後期のものであろう。さら

に3号住居址をのぞいて他の住居址にはJ),J溝を有していた。 3号住居址には，北側壁幣に床面より

一段裔くなって周溝らしきものが作られていた。
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表ー4 狼谷遺跡出土遺物一覧表

器形
土器
器高 ロ緑径 最大径 底形 色 調 質 備 考

番号

外血..茶褐色、青灰色、底部は赤紫褐色 胎上・・・良好 内面底部の青海波文は消されてい
大甕 1 97.2cm 37.9cm 75.6cm 内面•青灰色 焼成…良好、底部には良く火が入ってない る。 6号周涅内

12.2cm 外面…灰色 胎士…良好
杯蓋 2 3. 7cm 12.0cm 

内面…灰白色 焼成•••やや軟質 6号周i皇内

3.5cm前後 12.9cm 
外面...灰色•黒色のまだら 胎土•••良好

" 3 内面…灰白色 焼成…良好 6号周浬内

3.5cm前後 15.2cm 
外面…黒灰色 胎土・・・良好

6号周遺内＂ 4 
内面•••灰色 焼成•••良好

外面…灰色 胎七・・（細砂を含む）普通 部分で残存するのみ

” 
5 3.7cm前後 14.8cm 

内面…灰色 焼成•••軟質 6号周涅内

不明
外面…灰黒色 胎土…良好

6号周涅内＂ 6 12.4cm 
内面…灰色 焼成…良好

外面・・・灰青色 胎土•••普通 ） 

＂ 7 不明 12.0cm 
内面…灰青色 焼成…普通 6号固涅内

| 28 | 

12.7cm 外面…灰黒色 胎土・・・良好
杯身 8 4.3cm 10.2cm 

内面…白灰色 焼成…やや軟質 6号周洩内

外面…黒灰色 胎七…良好 約1/4残存
II ， 3.9cm 11. 7cm 14.3cm 

内面…灰白色 焼成…良好 6号固i皇内

外面…黒青灰色 胎土…良好 約1/4欠損

＂ 10 3.9cm 11. 2cm 13.2cm 
内面…黒青灰色 焼成•••良好 6号周涅内

13.8cm 外面…黒青灰色 胎土…良好
6号周渥内＂ 11 3.5cm 11. 5cm 

内面…黒青灰色 焼成•••良好

12 .4cm 15.0cm 外面…青灰色 胎上…(1mm前後の小石を含む）普通
6号周連内” 

12 3. 7cm 
内面・・・1仮白色 焼成…普通

不明 15.8cm 17. 9cm 外面…灰色 胎上…（細砂を含む）普通
6号周檀内＂ 13 

内面••灰色 焼成…普通

3.3cm前後 15.2cm 外面…青灰色 胎士・・・良好
6号周浬内” 

14 13.6cm 
内面••灰色 焼成…普通

不明 12.2cm 14.2cm 
外面…灰色 胎土・・・（少量の細砂を含む）普通

6号周涅内” 
15 

内面・・・灰色 焼成•••普通

不明 11. 7cm 13.6cm 
外面…灰黒色 胎土•••良好

6号周涅内
高杯 16 

内面…黒青灰色 焼成...良好

不明 不明 不明 10.0cm 
外面…黒青色・灰褐色のまだら 胎土…（細砂を含む）将通

6号周浬内＂ 17 
内面・・・灰褐色 焼成…普通

18 不明 不明 不明 10.8cm 
外面•••灰白色

II 
6号周浬内＂ 内面・・・灰白色

外面…黒灰色 脚部がしぼられたようにみられる

＂ 19 不明 不明 不明 10.0cm 
内面…黒青灰色

II 
6号周洩内

外血… 1/4 は青灰色•その他は灰白色 ＂ 20 不明 不明 不明 9.6cm II 
6号周涅内＂ 内面…灰色

11. 4cm 13.8cm 13.6cm 
外面・・・灰色 胎十凸良好

6号周洩内” 21 
14.9cm 

内面...青灰色 焼成…良好

11. 4cm 13. 8cm 13.6cm 外面…灰色
胎土…良好

6号周涅内＂ 22 14.8cm 
内面…青灰色 焼成…良好

13.8cm 12. 9cm 外面…灰色 胎士…良好
6号固涅内

II 23 14.2cm 11.3cm 
内面•••青灰色・灰色 焼成…良好

外面…赤茶褐色 胎士…良好 ロ縁の 部分が黒くなっている
灯「明皿 24 2.9cm 8.2cm 

内面…赤茶褐色 焼成…良好 後に混入したもの 6号周i皇上層

不明 7.2cm 外而・・・灰青色
胎十●…良好

6号固涅内
高台杯 25 不明

内面…灰青色 焼成…良好

不明 15.6cm 
外面…灰色 胎土…良好

6号固涅内
杯 26 

内面•••黒青灰色 焼成…良好

外面…赤褐色 胎士・・・(1mm月lj後の小石を含む）悪い （士師器）
ワ ン 27 不明 14.3cm 

内而•ー・黄褐色 焼成…普通 6号周洩内

外面…黒灰色 胎土…良好 外而の 部と口縁内部には灰釉が
厖 28 不明 10.4cm 10. 6cm 

内面…黒灰色・灰白色 焼成・・・良好 かかっている 6号周浬内

外面…灰白色 胎土…普通 外面にはタタキ、内面には肯海波
壺 29 不明 16.3cm 不明

内面…灰白色 焼成•••軟質 文がついている 6号固涅内

外而…赤褐色 胎上…（小石・細砂を含む）普通 外面にはクシ目、内面はヘフで悠

＂ 30 不明 17.8cm 不明
内面…白黄褐色 焼成…普通 形している （土師器）

黄淡褐色を里している
胎士…(1mm以下の小伍を含む）普通

6号周浬内（七師器）
こしぎ 31 

焼成…普通

＂ 
32 赤黄褐色を呈している

＂ 6号周涅内（士師器）

淡赤掲色を呈している
クシ目のような跡がついている

＂ 33 
＂ 6号周涅内（土師器）

不明 16.9cm 不明
外面…淡赤黄褐色 胎土…(1mm前後の小石を含む）普通

6号周渥内（土師器）
空~ 34 

内面…淡赤黄褐色 焼成…許通

外面•••淡赤褐色 外面にタナのクシ目がみられる

＂ 35 不明 15.2cm 不明
内面…黒褐色 ＂ 6号固涅内（土師器）

外面…白黄褐色 外面のほぼ全体に鉄分が付着して
手捏ね士器 36 6.2cm前後 10.0cm 

内面・・・白黄色 ＂ しヽる 6号周浪内（土師器）



表ー5 狼谷遺跡出土遺物一覧表

器形
土器
器高 ロ縁径 最大径 底径 色 調 質 備 考番号

空i,  37 不明 15. lcm 不明
外面•••黒色•赤褐色 胎土(1mm 月IJ 後の小石• 細砂を含む）
内而…黄褐色 焼成…やや悪い … 6号周洩内（弥生）

症~ 38 不明 14.0cm 不明
外面…黒黄褐色

＂ 内面…渠褐色 6号周種内（弥生）

空~ 39 不明 20.6cm 不明
外面••褐色

＂ 内面…褐色 6号周褪内（弥生）

40 23. 5cm 25.2cm 12.7cm 外面…灰色・黒灰色• 灰白色 胎土…普通 作られた時は 4ケ所に穴が開いて
こしき

内面…灰色 焼成…普通（下部は悪い） いたのであろう。 1号周浬内

材＜恭 3.9cm 11. 9cm 外面…黒灰色・灰色 胎士...(1 mm以下の小石を含む）普通 約1/4欠損41 
内面・・・灰色 焼成・・・やや軟質 3号周涅内

杯身 42 不明 10.8cm 13.7cm 
外面…灰色（やや淡い） 胎土…良好
内面…灰色 焼成・・・良好 3号周涅内

3.3cm前後 15. 9cm 外面…灰色 胎土…普通 ヘフおしされている
杯身 43 13. 5cm 

内面…灰色（やや淡い） 焼成…普通 3号周涅内

ワ ン 44 不明 14 .4cm 外面…黒灰色

＂ 3号周浬内内面…黒灰色

~29 | 

高杯 45 不明 不明 8.9cm 外面…灰黒色

＂ 3号周涅内内面…灰黒色

臨 46 不明 不明 10.5cm 
外面…灰色・下部は黒青灰色 （わずかに細砂を含む）
内血…灰色 ＂ 5号周浬内

7.2cm 15,0cm 8.5cm 外面•••黒灰色・灰白色

＂ 
脚部にはクシ目がある

台付ワン 47 
内面••青灰色• 白灰色 5号周浬内

高台杯 不明 不明 10.6cm 外面…黒灰色

＂ 
転用硯にされている

48 
内面••灰色 T-23 

症- 49 不明 不明 不明 8.9cm 
外面…暗黄褐色 胎十ー…（細砂の混人多し）悪い
内面…明黄褐色 焼成•••悪い T-7 (上師器）

不明 不明 11.4cm 
外面…灰黒色・灰白色 胎土…良好 ロ縁内と上部には朕釉がかかっている。

平~ 井瓦 so 
内面…灰色 焼成…良好 胴部より下はヘラ整形（溝ー 1)

序製砕片 断面は6.8cmX4. 2cm 先端をたたぎに使用している
51 

(A-2区柱穴より出上）

8.5cm 外面…赤褐色 胎士•••普通 士拡墓ー 1出土
灯明llll 52 1.6cm 

内面…赤褐色 焼成…普通 （土師器）

外面・・・白黄淡褐色 胎士•••普通 II 
杯 53 2.8cm 14.8cm 7.1cm 

内面…白黄淡褐色 焼成...軟質 （土師器）

症- 不明 不明 不明 4.7cm 
外面...赤褐色 胎土•••普通 (A-2区柱穴より出士）

54 
内面…茶褐色 焼成…普通 （七師器）

不明 不明 不明
外面…黄白色

＂ 
T-7拡脹区出土空~ 55 29.9cm 

内面…暗灰白色 （土師器）

不明 不明 不明
外面•••黄白色・赤褐色 胎土…普通 柱穴内出土こしぎ 56 28.3cm 
内面•••明黄褐色 焼成•••普通 （土師器）

杯身 11. 2cm 13.6cm 外面・・・白黄淡褐色 胎士…普通 建物一 I柱穴内出土57 4.8cm 
内面…青灰淡褐色 焼成…軟質

空.. 58 
外面・・・灰赤褐色 胎土…良好
内面・・・灰褐色 焼成…良好 3号周涅内

15.9cm 19.5cm 6.1cm 
外面・・・黄褐色• 黒茶褐色 胎士•••普通 外面上部はクシ状、下郎はヘラ整形

こしぎ 59 26.2cm 
内面…黄灰色 焼成...悪い 内面はクシ状整形（弥生中期）

、g一 9.8cm 17.7cm 3.1cm 外面…黄褐色 胎土…（細砂の混入多し）悪い 中央ピ＇／卜底部出士60 22.3cm 
内面…黒色 焼成…悪い （弥生中期）

空L 61 不明 33. 7cm 不明
外面…暗赤褐色 胎土…（細砂をかなり含んでいる）普通

H-3号（弥生中期）内面…明赤褐色 焼成•••普通

空玉 62 不明 14.6cm 不明
外面•••赤黄褐色 胎土・・・(1mm月IJ後の小石を多く含む）普通

H-3号（弥生中期）内而…赤黄褐色 焼成•••普通

'<?: - 63 不明 17.2cm 不明
外面…赤黄褐色

＂ H-3号（弥生）内面…赤黄褐色

空~ 不明 不明 不明 5.7cm 外面…赤褐色
胎土・・・（細砂を含む）普通

64 
内面…赤褐色 焼成•••普通 H-3号（弥生）

不明 不明
外面…白黄褐色 胎土・・・普通

宮~ 65 15. 7cm 
内血…淡赤褐色 焼成…普通 H-3号（弥生）

14. 9cm 3.7cm 外面…黄茶色
胎士…（細砂を含む）普通

鉢 66 8.1cm 
内面・・・暗黄茶褐色 焼成…普通 H-4号（弥牛）後

小形壺 6.2cm前後 8.7cm 
外面・・・淡黒色 胎士•••普通

67 
内面…黒灰色 焼成…普通 H-5号（弥生）後

外面…黄白色 胎土…（細砂混入多し：普通 内面はクシ目ヨコナデ
空~ 68 

内面•••黒色 焼成…普通 T-7 (弥生中期）

外面•••黒色 胎土…（細砂混入多し）普通
空 69 

内面・・・赤黄褐色 焼成•••普通 H-3号（弥生中期）

外面・・・暗赤褐色 胎土…（細砂を含む）普通
症- 70 

内面…赤黄褐色 焼成…普通 T-11 (弥生中期）

、亜- 外面…黒色・黄淡褐色 胎土…（（小石 1mm以下• 細砂含む）普通
71 

内面…黒色・黄淡褐色 焼成…普通 H-3号（弥生中期）

｀ 
外面…白灰色 胎土•••普通

空ギ 72 
内面…白灰色 焼成…普通 T-11 (弥牛中期）

外面… 胎土・・・（細、粗砂混入多し）普通
宮． 73 

内面… 焼成•••やや悪い 6号犀皇内（弥生中期）



狼谷遺跡

土ー I

こ二三二二／

□口
＋ 

← r ー→
I 

ュ

土ー 2

口
5
 

土

ク
ク

自
丑
[
i
土

田
累
祖
~

2

3

4

4

5

6

7

8

9

 

口
P-2 

GJ) 

[
 

口
亀

＼ ぃ， II I ー m 

第13図 土拡墓およぴピット平面• 断面図

-30-



狼 クこ

" u-
，．
 

，
 

跡

土ー 7 土ー 8

≫
 

~ 

:--4-Z一一③―
5 ¥'----
6 

3
 
④ 

土ー 9

下
__ ,----~ 
f-11: ¥ ,, ¥ 

! i —-'\' 

1J _____ _/ ,I ④
 

④
 

二

I. 黒色土 10, 暗黒褐色土

2. 黒灰色土 II. 暗黒褐色 混

3. 黒色プロック 黄褐色）じ

4, 黒色粘質土
り

5. 黒茶色粘質土
12. 黄福色土

6. 茶黒色粘質土
13. 暗茶褐色•mJ互層

7 . 黄色粘質土
8貴茶色粘質土
9貴黒色粘質土

第14図

。

書

P-1 

$ 

土拡墓およびピット平面• 断面図

-:n-



狼谷逍跡

土―10

｀ 

一土— II

。＿

口
書

I. 灰黒色土．新しい溝

2. 黒色粘質土

3. 茶黒色粘質土

4. 黒黄色粘質土 12. 黒色有機土層

5. 黄茶色粘質土 13. 黄褐色土層

6. 黒茶色粘質土 14. 暗茶黒縞色

7. 茶蝸色プロック粘質土 15.茶黒
褐色混り

8. 黄茶色粘質土（プロックを含む）

9. 黄黒粘質土

10. 黒掲色

II. 茶渇色黒褐色互層

土ー12

~ 

J_ 

土一 13

ご

゜ぃ i —
m
 

—l 
~ 

第15図 土拡墓およぴピット平面• 断面図

-32-



り良谷外i~か

表ー 3 周湿計測値

1/1 if Ii,) ,'り,て, 111,,,; i栄 "" I出 I遣物番け
＇ 

1号周涅
BN-ll.20m E -1 . 25 m . W -1 . 30 m E -0 .4. m . W -(} . 30 m 
SN -11. lOm S -1 . 45 m . N -1. 35 m S -0.30m. Nー0.10m

40 

2号周涅
EW-7.10m E -0.55m. W-0.60m E-0 15m. W-0 15m 
SN-7.30m S-0.75m. N-1.05m S-0.lOm. N-0 15m 

3号周涅
EW-l0.80m E -1 . 60 m . W -() 90 m E-0.40m. Wー0.15m 

41-45. 48 
SNー不明 S―不明 . N-l .25m Sー不明． Nー0.30m

4号周涅 不明
E-0.50m. Wー不明 E-0.15m. Wー不明

Sー不明． Nー不明 Sー不明． Nー不明

5号周涅
已V-11.30m E-1.15m. W-1.0m E-0.20m. W-0.40m 

46, 47 
SN --ll.60m S -1. 15 m . N 1. 20 m S -0.25m. N-0.30m 

6り桔Ji皇
邸ー17.75m E -2. 65 m. W -1. 7 m E-0.50m. W-0. lOm 

1 -39. 73 
SN -18.5m S -2.95m.'.'J -l.95m S-0.15m. N-0.25m 
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狼谷咄跡

周湛（古墳の墳丘が削平されたもの）は 1号-6号閲湿が検出されたが 1号-5号周浪までの周

濯内の出士遺物はまれで， 6号固渥内において多最の出土があった。そのうち大甕が散乱した状況

で出土したのは，被非者を埋葬した後に意識的に打ちこわされたものと考えられる。そして尚灌

内に多量．の山石が入っていたのは，おそらく古墳の墳圧に使われていた丑き石が落ち込んだものと

考えられる。なお古培は出土遺物からみて 6世紀代に築造されたものであろう（後期古墳）。

士濃経は十数基検出されたが土ー 2-土ー13までは小口板，側板が確認され，その他の土頃墓で

は，このようなものは確認されなかった。なお，土ー 1からのみ遺物の出土があった。時代は平安

時代後半頃のものと思われる。他の士頃菜からの出士遺物はいずれも認められなかった。よって時

代は不明であるが，周渥に切られているものもあるので古堵築造以前である。

ビットー 1は江戸時代の頃に作られたものであろう。ピットー 2, 3は土墳の床面中央部に柱穴

が存在するもので，おそらく貯蔵穴として使用されたものであろう。なお出土遺物がないため時代

は不明である。

建物 I-皿は古墳が削平を受けた後に造られたものであって， Iは正方形， II, IIIは長方形の

形態を呈している。なお時代は I, II, ill共に同時代のものと考えられる。

（二宮）
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.. . . 鼻．

1例言

遺 跡 小中遺跡（国， No2198) 小中占墳群（国， No.2204) 合 計 備 考

発 掘 期 閲 昭和47年 4月より 昭和48年 6月30日まで 1. 昭和47年10月未下事用道路苧T→予定で調企に入る。
15ヶ月 2. 6月梅雨期は一墳ヶ群月問整理1.梁。

15ヶ月間（実働日数 367日） 3.11月15日小胄中逍古 北憫半分工事用道路あけわたし。
(367日） 4 .12和月 8l:J小 跡に...L車遺用道路あけわたし。

1ヶ月平均 23日 5. 昭 48年 5 未日小中 跡 1柊．あけわたし

男 3.833人 lヶ月間 418人 0勝央町内の農家の人々が主1本。
発掘作品員 6.276人

女 2.443人 1日平均 18名 06月， 10月は農繁期で休みが多いc

| 65 1 

冒品心粟計克已 <,.HS.6)~村技師補i小:倉H反調査担当者 ” 扁畑知功(（47.4-48.6)） II 

／， 松本和男 48.5-48.6 II 

II 之

全体 6.829 m' 全体 3 .164m' 

1 Ii 1,792面 1 [X: 1,567 m' O遺跡2区プ）レ｝ーザー使用（表...L除去）
実質発掘面柑 2区 1,444 m' 2区 369m' 9, 99:l ml 

0古墳群の古迎部分はトレンチ七体調杏
3区 855m' 3区 1,228 m' 

4区 2, 738m' 

135遺構
0古迅は遺跡，古墳群の蹄祝I付を縦断している

古墳 4 
遺 構 116遺横古逍(4) 近世墓105甚 19遺構，古墳4甚，古道(7)

占逍 O遺構ー監表参照

近世慈105

遺物
HO箱 20箱 160箱 津山収蔵叩け平山市出邑）にて保骨

(40X70Xl5の箱

190枚 129枚 10測量のレベルは日本遣蹄公団のものをそのまま利用す

定 測 図（命） 平面図 77 平面図 42 る。 （海抜高）

55X80 ケント紙 断血図 100 断面図 87 319枚 o方位は磁北を基準としたが，真北方向の方眼か入って
40X55 方眼紙 etc 13 いるものかある。真北と磁北の扁位羞は国土地理院5

力分(7)IによればN6゚35-W(昭和45年）である a

0このうち報告書には各遺構の発掘状態か理解できるよ

写真 白 黒4X 5 判— 1,452枚 (12枚 X 122令〕 うに撰別した c

4 X 5トョヴィユー (I 黒 35mm― 2,188枚 (36枚X83本） 7500枚 小中古墳群62図版 小中遺跡 127図版 であ

小刑ミノルタ 2台 スライト ” 3,830枚（造跡 2,10ふ古墳1,757) った。 ところが報告書のヘージ割予算の関係から面遺

跡合せて93図版 摺別しなおした。

49年 1月-3月（高畑）
1. 報告書作成1よ担当者が同時に作成にかかれなかった。

報告苔作成期間 2人X3ヶ月 =6 1人で約 2. 遺跨面積遺構数等には関係なく， 1人 3ヶ月という

49年 7月-9月（栗野） 6ヶ月間 方法で行なわれたリ

3. 調査既報にとどまりがちである。

トレース遺構 終了 終了 完 了

トレース遺物 鉄器 3点のみ 占墳出土品のみ 部

遺 物 実 憫 鉄器 3点のみ 古墳出土品のみ 部

遺栂
文章化 部

遺•物

遣跡の遺物

検出の考察
無
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小中古墳群小中遺跡調査要員

Oは本遺跡 （ ）は他の遺跡応援

≪
 

事

量一

栗 野 高畑 松本 大賀 林 森安 小介 高畑富子

47年4月

゜゜ ゜゜ ゜5月 0(天神原） 〇（天神原）

゜゜
0(天神原）

6月 。
゜ ゜゜ ゜7月 こ

゜
0(平） ()(平）

゜8月 ，'-J ヘ， 

゜ ゜゜ ゜9月 0 

゜
〇（平） 0(平）

゜10月 '--) -. 

゜ ゜ ゜ ゜11月
~. 

゜ ゜
（平）

゜
（平）

゜
＼ 

12月 ．,__,, ヽ-.， 

゜
平遺跡 平遺跡

゜48年1月 こ（宮/tl):J II II 

゜2月
~ 

0 ,, 
" 

゜
ヽ~

3月
ー、
CJ ド 市間瀬） ド市瀬

゜
｀ヽ

△（週 △ （一週間）

4月
-、 u 

゜
'--

5月 ,_ ’ヽヘ’ iヽ 

゜6月 ヘ ,l _,, 

゜
‘ 

7月 f,j/j (ド、I' IJ_ 原 〇幣理

8月 " 
,, △ II 

9月 ,, 
" 

10月 （殴久米I発、'y 谷 尻

11月 ,, 
" 

12月 ,, II 

49年 1月 H こ報告，片

2月 " 
,_、、

" ＼ 

3月 " 

゜
II 

4月
西原

谷 尻（報二宮大成

5月 ,, 
" 

6月 " " 

7月 〇報告者 II 

8月

゜
,, 

’’ 

9月

゜
” 
,, 
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調杏区と調杏員工程表

·~ 小 中 古墳群 ,jヽ 中 遺 跡
総計

年月',,、、 全体 1区 2区 3区 全体 1区 2区 3区 4区

47年 4月 K T ~T 2人

5月 T 2 
＇ 6月
I 

＇ 2 

7月 K 1K Trt':l 2 

8月 2 

9月 ,K K ,K 2 

10月 ,K I 2 

11月 ,K rr IT~ IT 2 

12月 K ~T I I I 2 T .K 

48年 1月 I iK rr T① 2 

2月
I 

2 K 

3月 2 

4月 2 
Hヽ

5月 M I T 3 

6月 I r 3 

(K栗野， T高畑， M松本，⑦高畑富）

盲

実質発掘面積 3,164m' 1,22細 369m' 1,228m' 6,829面 1,792m' 1.444m' 855m' 2,73細 i9.913nf 

遺 構 数 30 11 19 ]2000~ 42 (94) 5 3 70(11) 25 O 

遺 物 量 20 140 160箱

即由枚数 129 41 3 85 190 60 21 7 102 319 

延調査員旧） 11 2 1 7 21 8 2 1 ， 32人
延作業員 6276人

。遺構数は登録されたものによるので，一つの番号で分類されたもの (A•B•C) などは数え

ていない。 （ ）は近世墓。

。遺物屋は整理箱 (70X 40 X 15cm)による。

。図面は登録された番号によるので一枚の用紙の中に複数の図が書かれても一枚とする。

。延調査員，かけもち調査をした場合は配分して計算した。一人でーカ月の仕事=1とした。

0 延作業員は一人一H仕事を 1として概算した。

遍
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2. 調査の経過

①調査経過

小中古墳群およひ小中遺跡は，すでに全国遺跡地図に登録された周知の追跡である。中国絞貰自

動車道路線決定にあたり，本逍跡は I叫録保存」を前提として発掘調査を実施した。 （岡山県埋蔵

文化財発掘調査報告 3' 中祇第 1分冊， P10-5• 6) 

発掘調査は岡山県教育委旦会と日本道路公団との昭和47年度分の委託契約事業の一部として開始

した。当年度はトレンチ凋森などにより逍跡の規校・範囲を確認のうえ正式契約をすることになっ

ていた。また調森貝不足を補うため，県肌発公社から常時4名が出向，そのうち 2名がBパーティ

- (梶原逍跡・ 平遺跡・小中遺跡・小中古墳群）に配位された。 （削掏古， I調食の経過，参照，

p 4付近），第 1次の侃忍調査は， 4月lUU-6月17日まで実施し，小中古墳群は，用地外に隣接

して-:-:_;長0)い］墳が存在し，用地内には四基の円墳が確認され，合計七基の古墳によって構成されて

いるこどが判叫した。さらに占瓜の存在や，弥生式」器を検出したことから古墳以外にも遺構が存

在することを確謎した。一方小中遺跡では地形の状況により当初から全血発掘識査を前提とし20m

方眼を設定。これを軸にトレンチ謁査を実施した。その結果北側南側共に台地上部平坦tff]には全LfU

的に遺構が広がること。北西谷部分 (2区）には包含屈と共に住店址，柱穴が存在し， W約mN40

m付近から西北方向は追物も少なくなり，遺構は検出できなかった。東北谷部分 (3区）から 2区

にかけていりを確認した。以tの結果に屈づき令北発掘調社を計画し，小中古墳群では 4,2 5 8 m', 

小中追跡では 8,3 3 7 m• を発伽調食対象卸禎として算出した。

向追跡とも昭和47年10月木にエ市用逍路着工が予定されていたため，調査地点の移動がはけしく

調森員の負担が大ぎかった。 12月に」:j;: 用逍路が貫通すると閑静な山の中は一転して騒音とほこり

に悩まボれた。

47年 6 月 -7 月にかけ約—ヶ月間は柚雨と農繁期のため視場作業は休み，室内作業を行なった。

7月から10月＊までは小中古墳群北半部を」-iJ: 用心路予定地として調社開始した。併行して 9月か

ら小中迫跡のエ県用逍路予定地の 2区・ 3区の調面を開始， プルドーザーで包含I蔚まで0)堆積土を

除去したのち弥生時代の逍構だけをとらえるような調介をし11月末で終了した。

その励， 1 区の一部も丁~'ja.用道路にかかるという詰がでてきた。上市用道路勾配が急になること

と，せまいとダンプカーのすれちがいができないため坂の政上である 1区と 4区の間を広けたいと

いう話であった。当初上栢用道路は巾 4m, 法曲を入れて Smと聞いていたがやむを得ず14mに仏

けることにした。南側はプレハブが建っているため， 1区をけずることにし， 9月末-12月末まで

で調査を終えた。

小中古墳群の調西を先に済ませる予定もあり，業者も七砂が欲しいとの話で，小中遺跡の工事用

道路敷の調査が終了してから，小中古墳群南半部の調貸を実施， 2月中旬に終了した。
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小中遺跡では 1月から表土はぎなどの作業を進め， 2月から本格的に調査を開始した。 1区と 4

区を併行して進めたが， 1区は業者から採土させて欲しいとのことで 5月末で明渡し 4区は 6月末

までに調査を終えることになった。また，他遺跡の調査を終えた松本主事も 5月-6月まで調査に

従事した。

7月は次の発掘現場に入るまではその準備と併行して小中遺跡の認J曲の通し番号などの整理をし

た。

報告胄作成のための整理期間は昭和48年 1月-3月まで高畑が，昭和49年 7月-9月までは栗野

が予定された。その間，中国縦貫道関係の遺跡では今までに最多星の遺構と図面をかかえ，遣構の

トレースは 10 0 %, 遺物はせめて古墳出上のものだけでも実測・トレースすることを目標に努）J

した。その結果 17 8枚トレースし，遺構の図はすべて完了した。遺物は古墳出土のものと鉄器の

一部だけであるので今後の整理が望まれる。

R日誌抄

47年 4月 中国縦貫自動車逍本年度発掘調蒼遺跡の調社員決まる。小中古墳群と小中遺跡は，栗野

克己•高畑知功と決まる。本年度は岡山県開発公社から技師補が出向し，狽lJ 植などをして

もらうことになった。小中へは大阿秋秀• 林徹也の 2名が応援に入る。

10日 作業開始，勝央町教育委員会の協力により地元勝央町内から20名雇用した。小中

遺跡 4区の伐採作業開始。

• 小中遺跡 l区-4区まで伐採をすませる。 STA45+80基点にして磁北方向に基準線とし

20m方眼の杭打作業をする。これにそって，巾 l,_,3mのトレンチを設定し発拙開始，仕

居址・柱穴をつぎつぎ検出する。 トレンチ調杏に併行して 3号住店址発掘開始。器材小桓

作成。

• 小中遺跡調蛋開始後，栗野は前年度調社遺跡である「頷家遺跡」へ4日程行き，補足調森，

器材徹収作業を実施した。

5月・天神原遺跡へ応援， 3日（水） ,_, 7日（水）

• 小中遺跡 1区3号住居址発掘中，沐面より土器3個出士， 4区トレンチ断面実測， 3区の

占道地形測量。

• 小中古墳群，伐採・地形測量， 7号.8号.9号は墳丘状のものが低いので，確認のため

トレンチ， 7号墳は須恵器出士，盛土が存在し古墳として確認できたが， 8• 9号はすぐ

地山になり盛土が存在しない。しかし下から溝 (Nu1住居址周溝）や大きな凹み（後にNu

14遺構とする）が検出された。古墳発掘に先だち慰霊祭を実施した。

• プレハプ事務所が廷つ。

6月・トレンチ調査の紀果をまとめ，発掘調査計画をたてる。

鋼
L

-69-



小q,古墳群•小中直跡

• 小中遺跡， トレンチ調蒼続行。 3区で古道の砂利敷検出。 1区3号住居址調査。 2区地形

測量。

ヽ

＊ 

• 小中古墳群1区地形測量。

• 6月15日-7月14日まで現楊の作業は梅雨（出植）休みとする。遺物整理。図面整理。発

掘用具整備。

7月15bl (土）雨があがり調森再開。

• 工事用道路あけ渡しのため，詢遺跡とも半々の調食を強いられる。とりあえず小中古墳群

北半部より開始する。器材小屋を建て， 4号墳. 7 号墳• 池 2 住店址• 古道①のトレンチ

などの調査閲始。 2 区谷の部分 K 断面トレンチ，古道 A•B•C•D•E•F 断血トレン

チ。 3 区 4• 7号墳などの地域，全血表土はぎ， Nu3逍構検出石包―]出土。

8月・小中古墳群のみ調丘。 1区古道砂利敷まで伽り下け。北半部の表上はぎ開始。凹みがある

ところに東内トレンチを入れてみる。その紀果住胎址を発見， Nu7住居址とする。

3区， 4ぢ墳じ体部検出中。 7号墳伽り卜け。 Nu2住居址十字に土手を残して掘り下げ，

断血図作成。上手はすし平面凶作成，休伽にある凹みの卜Vこb廣が存在する。 Nu3逍構伽

り下げ実測完了。 Nu4土i廣から須恵器・馬具出土，実測・ 写真撮影完f。

9月・小中古墳群， 4号墳日本部発掘中， 7号墳はlb」表土（忠色土）まで発掘，さらに掘り下げ

る。 Nu2住括址の土i廣12佃発掘，実測し完『する。

• 小中遺跡 2区・ 3区の夏位をメリる。

2区A地点CJ)焦色LLtfuまで掘り下げ造構検出作業，ブルドーザーにより己含l凶上面まで

排 L竹業をする。 3区占道砂禾IJ敷検出作業。

10月・小中古墳群， 2区谷k断面実乱。 3[凶4号L体部終了。墳丘盛土はがしにより方形住届址

検出 (Nul1住居址）。 7号墳墳E卜弥生遺構， Nu8• 9など平板測位。 1区では古迫①R

・⑧を伽り lけ，伯）jから令娯写真などc Nu 1住店址罪溝掘り上げ実剃終r。Nu7住届址は
LT銭し床1fnまで伽りト―け断向図竹成。さらに上手はすし＇「板測量し元『させる。 Nu14遺

構掘り卜：f実測完仁 Nul5逍構掘り上げ実測完了。

• 小中追跡，[1区）， 2区のフルドーザーが早く済んた0)で雑木林の所を表上はぎしてもらう。

また佑端部の r.・ti-用迅路部分（実際にはかからなかった）の表士はぎによりNu9住届址と

柱べや近柑船12• 13• 14• 15• 16• 17などを検出c

11月・小中占墳群Nu11• 12• 13追構掘り r.け調針終 f。Nu8• 9・17遺構も調査終了。 7bl工事

用辺路部分発掘調食終 f。L'j~ 用道路と木淵介部分の境に有刺欽線をはる。 （請負業者に

よる） 15 H, T・ji用心路敷部分に人利スクレイパ一人る。 21日吹雪・強風， 27日小中遺

跡2区調壺終［したので南半部の調蒼再開する。表上はぎ。

• 小中追跡 (1区JNu 12, 13住居址表土はぎ開始掘り下げ， No.13住居址西方発掘しNu15遺構
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とする。 〔2区〕 A地点残りの包含層もはがし終りNo.8遺構検出実測完了， B地点トレン

チ発掘実側しそれにもとずき分洒発掘を試みる。 D地点NnlO住居址炭化材実測し，全体掘

り上げ平板測量ののち完了。 No.11住居址は以前トレンチにかかったもので再検出し掘り上

げ実測完了。 E地点は下陪まで発掘， F地点谷の横断セクションはプルドーザーで掘った

あとをさらに人力で掘り下け。けずり出し実測完了。 27BA•B•C地点レベリングして

2区の調査不充分ながらも終了する。勝央町文化祭 (11月25B仕）• 26日（日）に小中遺跡・古

墳群の出士遺物や写真パネルなどを展示する。

12月・小中古墳群は南半部の調杏。 〔1区〕表土はぎののち古道@O)掘り下げ。 No.18遺構掘り下

げ測贔も完了。 (2区〕表土はぎ開始，遺構検出中。 〔3区l5号墳表土はぎ周溝掘り上

げ。西側に住居址検出Nn19とする。 6号墳表士はぎ周溝掘り上げ，主体部検出。

• 小中遺跡 (1区〕 No.12• 13住居址の調森中， Nn15遺構は調査終了した。

• 2区に工事用道路造成のためブルドーザーが人る。 12月8日， 2-3日で小中古墳群とも

つながりやっと工事用道路が開通する。

1月・小中古墳群〔 1区〕古道③の東端部などあと始末をして終了， [ 2区l遺構掘り下げ，

(3区l5号墳周溝内遺物分布図作成取り上ける。提耽一個体分だった。第1I上体部検出

実測。古墳の調査完了し地山まで掘り下げる。 Nn21住居址検出発掘。 6号墳は断面図補足，

第1I主体検出し実測，遺物取り上げ，古墳は終了し掘り下げる。旧表士収り除き遺構検出。

Nn19住居址ほほ掘り上げる。 Nn20土壊掘り上げ実測完了。

• 小中遺跡 (1区〕 B地点表土はぎ開始遺構検出。 Nnl4住居址検出掘り下げる。 (4区J位

刈り，表土はぎ開始。

2月・小中古墳群， 6 号墳墳丘下の柱穴実測， Nnl9住居址実測完了， No.18• 21住店址掘り下げ実

剃完了， 2区谷底の柱穴状のもの平板測量を終了させ，以上で小中古墳群の発掘訓杏をす

べて終了した。

• 小中遺跡〔 1区〕 Nnl4住居址発掘中， (4区〕測量用ポイント設定， A地点遺構検出作業，

No.25遺構掘り上げる。 Nn21住居址は西側にもう一軒切り合っておりNn26住居址とする。 B

地点柱穴一段下げ， Nn2住居址発掘開始， Nn29建物が柱穴6本でまとまった。 C地点遺構

検出作業， Nn27住居址検出する。

3月・小中遺跡 (1区〕 Nn 1 住居址• Nnl9住居址蔀丑， 〔4区〕 A地点柱穴半断面掘り下げたが

まとまらないので残り半分の掘りあげる。 Nn7遺構墳丘掘り下げ。 B地点，全体の平板測

量，柱穴半分掘り， レベリング， Nn29建物断面図作成，柱穴は残り半分も掘り下げる。 C

地点， No.27住居址断面実測し土手はずし，掘り上げて平板測量。ベット状遺構の下に古い

住居址の固溝あり掘り上げる。 D地点遺構検出し始める。柱穴一段下げ，平板測量を実施，

Nn51土城実測遺物取り上げ終了。 F地点北側包含層掘り下げNn30遺構とし掘り上げる。 G
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ヽ

‘
 
暴

地点遺構検出Nu30遺構のつづきも発掘。 H地点表土はぎ開始。

• 今月は強風，みぞれ• 雪・ 雨などが8日間程あった。作業がやりにくい。

4月・小中遺跡〔 1区〕調査続行中， (4区〕 A地点Nu7遺構断面実測， Nu21・26住居址発掘開

始。 Nu22• 23住居址も発掘開始。 B地点Nu24住居址掘り始める。 C地点Nu27住居址補足測

量し完了， Nu28住居址も実測し完了。 D地点全体の平板測量， G地点表土はぎ続けて遺構

検出，土t廣• 溝・柱穴など検出。 H地点表土はぎ終了遺構検出， I地点 (4区の西南方向

にある取合道部分である。）器材小屋を移転して表土はぎ開始。

5月・小中遺跡〔 1区J近世泉などの実測処理し全景写真撮影。調査終了 (4区〕 A地点Nu7遺

構の中心土壊掘り上げ土手はずし，旧表土下の柱穴掘り上げ， Nu22• 23住居址実測完了。

B地点Nu2 住居址断面図補足， No.24住居址実測完了。 C 地点No.47• 48土濃掘り下げ断面図

作成終了。 No.79建物実測， Na5• 6住居址発掘開始， D地点平板測量しレベリングも終了。

G地点Nu60• 61• 62• 63• 95土濃墓群発掘開始。 I 地点ではNo.66• 67• 68• 69住居址を発

掘実測する。古道＠発掘敷石検出， Nu80• 82建物実測，全域の平板測量済ませる。

・エド諮負業者などより工事行程上早期謡査を終了するよう重なる要望により， 1区5月末

で明渡すこととした。

6月・小中遺跡， (11日）請負業者により 1区ヘブルドーザーなどの重機が入る。 (4区〕 A. 

B•C 地点の柱穴すべて掘り上げる。 Nu23住居址，貼床下の周溝掘り上げ， Nu85• 86建物

実測， E•F•G•H地点など全体の平板測量， レベリングをする。 4区の柱穴検討し，

建物としてまとまるもの約17棟確認し断面図作成する。土頃16個も掘り上げ実浪1J,Nu96壷

棺が検出される。 I地点ではNu69住居址が道路下に残る可能性があるため埋戻しをする。

占道の断面図作成。 (21日）出土遺物を田邑収蔵庫へ運搬 0 (28日）発掘用器材を田邑収

蔵庫へ連ぶ o

7月 1日No.5住届址，平板とレベリング補足， Nu1 0 5土t廣断面清掃写真撮影，実測，これで小中

遺跡0)発掘調査を終る。一年三ケ月間削り続けた土地とも今日で別れ次の発掘調査へ。

7 月 -8 月，津山市田邑収蔵庫において，出土遺物を地点別，遺構別に積みあげる。図面•写真な

どの出録を分類整理する。

49年 1月-3月，高畑の幣理期間，遺構のトレース，全体図作成，写真整理など。

49年 7月-9月，栗野の整理期間。写真整理，各遺構のトレース，調介経過の文章化，高畑は発掘

識査に従事しながら遺構一覧表の作成，遺物の整理など。報告書作成作業を行なう。
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小中古墳群• 小l且遣跡

3. 遺構 覧表

①遺構一覧表について

一覧表は，発掘涸査中に作成したものに，若十の補足訂正を加えたものである。特に遺構の時期 ｀ 
については出土遺物の整理・実測をしていないものが大半なので，今後の検討が必要と思われる。

個々の遺構の位置は，遺構配置図を参賑されたい。小中遺跡では，各調査区のなかを中地区設定し

ている。それは， 20mの方眠を基本グリッドとして，それぞれ 1区A地点， 1区D地点などとして

いる（第 5• 49凶）。

小中占墳群を南北に区分しているのは，調査中途において，北側を工事用道路敷として明渡した

後，期間をおいて南半分の調査を実施したことによるものである。

小中古墳群0)古道は， 1区西半部では①～⑧まで明確に検出することかできたが， 1区東半部で

は， No.5• 6• 16• 17と番号を付した溝状の遺構について，番号を付した後に古道の遺構と一連の

ものであることが判朋した。そのため古道の番号のつけ方が，変則的になってしまった， しかしあ

えて修正していない。

小中遺跡では，近世墓が多いため独自の番号を附した。また「土城〇状」としたものは弥生時代

の住居址によって切られたものがあり，弥生時代よりさかのぼる時期のものであり，他の選跡で，

縄文式土器が出土した例がある。

n
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小中占項群

② 小中古墳群遺構一覧表
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番号 種 頚 地区
発掘担当者

図番号 図版番号 時 期 ． 備 考
。印は報告害担当

1号墳 古 墳 用地外 古墳時代 未謡査17mx4m

2号墳 古 墳 用地外 古墳時代 未涸奇16mx 1.5m 

3号墳 古 墳 用地外 古墳時代 未涸査13mx 1 m 

4号墳 古 ±i'f 3区北 。高畑 14-19 6-20 古墳時代後期 6世紀後半 12.4mXlm

5号墳 古 墳 3区南 0 r¥li畑 21-23• 30 6• 21-30 古墳時代後期 6世紀後半13.8mX1.4m

6号墳 占 項 3区南 0 茉野 24-28 6• 3炉 37古墳時代後期 6世紀後半 12mx0.9m

7号墳 占 墳 3区北 0 閥畑（富） 29• 30 6• 38-42 古墳時代後期 6世紀後半 9.9mX0.9m

古道 R c; 茉野

1,-,-12 l 2-5 平安時代末～鎌倉時代古遺 R 0 栄野 II " 
Iり消 R 0 梨野，麻畑I富

” " 

Nu 1 A イl1.,; J:JI: 1区北 。柴野，高畑（富） 31• 34 弥生時代

1B 1区北 o柴野 31• 34 弥生時代

2 住肘址 3区北 0柴野 35-37• 48 49• 50 弥生時代終末期

3A f・. 噴 3区北 o栗野 38 弥生時代？

3B +. 曝 3区北 o柴野 38 弥生時代？

3C t. 鴻 3区北 。栄野 38 古墳時代

4 i: J廣墓 3区北 。栄野 39• 41 44 古墳時代後期 6世紀後半

5 ［f』・ 道 l区南 0 柴野，高畑（富） 5• 11 平安時代末～鎌倉時代

6 11 J・ 道 1区南 o栗野，高畑（富 5• 11 平安時代末～鎌倉時代

7 住居址 l区北 o栗野 42 51-53 弥生時代後期

8 { 1.1..-; 址？ 3区北 。高畑富 44 43-2 弥生時代， {U占，.ht? 3区北 0 麻畑I加 4 弥生時代

10 土墳墓 3区北 。柴野 38 45--2 古墳時代

11 仕居址 3区北 。高畑 43 54• 56 弥生時代後期

12 II居址？ 3区北 。高畑 43 55• 56 弥生時代後期

13 {I居址？ 3区北 。高畑 43 55• 56 弥生時代後期

14 粘上採掘穴 1区北 o栗野，高畑I富 32• 34 48-1 弥生時代？

15 土 墳 1区北 a 栗野 13 45~1 弥生時代

16 古 道 1区北 0栗野 5• 11 平安時代末～鎌倉時代

17 古 逍 3区北 。高畑i富） 2• 4 43~1 平安時代未～鎌倉時代

18 土 墳 l区南 。高畑I富） 45 48-2 弥生時代

19 住居址 3区南 0 栗野 46 57-59 弥生時代後期

20 上 壇 3区南 0栗野 40 平安時代末～鎌倉時代

21 住居址 3区南 。高畑 47 60-61 弥生時代後期

22 上 鴻 3区南 。高畑 2• 4 60• 61 -I 古墳以降

23 柱 占/¥. 3区南 。高畑 2• 4 60 弥生時代？
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小中逍跡

⑧ 小中遺跡遺構一覧表

遺構Nu 種 類
地 地 発掘担当者

図番号 図版番号 時 期 . 備 考区 点 。印は報告書担当

Nu 1 住居址 1 E 。高畑 8 7 弥生時代後期

2 住居址 4 B 。柴野 67 74• 112 弥生時代 中期中葉

3 住居址 1 A 。高畑 ， 8• 9・26 弥生時代後期

4 住居址 1 E 。高畑 10 10 弥生時代中期

5 住居址 4 G 松本 。高畑 69 75• 76 弥生時代後期終木

6 住居址 4 E 。高畑 70 n~s2 弥生時代後期終末

7 塚 4 A 0 栗野 126 -128 123・124 鎌倉時代以降？

8 溝と柱穴 2 A 0 栗野 67• 112 60-2 弥生時代中期， 住居址 1 B 栗野 11 11• 12 弥生時代後期

10 住居址 2 D 0 柴野 60• 61 s4~sa 弥生時代 中期中葉

11 住居址 2 D 0 栗野 62 54• 59 古培時代前期

12A 住居址 1 F 。高畑 12 13•14•15 弥生時代後期
B 住居址 1 F 。高畑 12 13•14•15 " 
c住居址 1 F 。高畑 12 13•14•15 ,, 終末期

13 住居址 1 F 。高畑 12 14-16 弥生時代中期

14 住居址 1 B 。高畑（富） 13 18-20 弥生時代後期

15 溝状土i質 1 F 。高畑（富 14 21・22 弥生時代終末期（住店址か？）

16 住居址？ 2 C 。栗野 51 61-2 弥生時代 中期中虻

17 土壌〇状 1 B 。高畑 23 

18 住居址 1 B 。底畑（富） 15 23 弥生時代中期

19 住居址 1 E 。高畑（富 16 24• 25 弥生時代後期

20 ± i廣 1 F 。高畑 22 30 弥生時代

21 住居址 4 A 0 栗野 68 83 弥生時代中期

22 住居址 4 A 。双野 71 84-1 弥生時代中期

23 住居址 4 A o栗野，松本 73 85-87 弥生時代後期

24 住居址 4 B 。茉野 72 84-2 弥生時代後期

25 階段状遺構 4 A 0 栗野 129 125・126 平安時代～鎌介時代

26 住居址 4 A 0 栗野 68 83 弥牛時代後期？

27 住居址 4 C 0 栗野 74• 75 88-90 弥生時代後期

28 土 塙 4 C 0 栗野 130 88-2 弥生時代後期

29 建 物 4 B 0 栗野 104 112--1・113 弥生時代後期

30 堀 4 CFG 0 栗野 131 120-1・121 弥生時代後期

31 土讀〇状 1 F 。高畑 24 31 -1 

32 土籟〇状 1 F 。涵畑 27 32--1 

33 土讀〇状 1 B 。高畑 26 32-1 

34 土籟〇状 1 E 。高畑 25 33• 35 
35 土籟〇状 1 E 。高畑 28 33• 34 -1 

36 土籟〇状 1 E 。高、J:lll 29 32-2・33 

37 土籟〇状 1 F 0 高畑 31-2•35 

38 土籟〇状 1 D 。高畑 30 35 

39 土瞭〇状 1 D 。高畑 31 34-2• 35 

40 土壕〇状 1 E 。高畑 32 

責
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遺構No. 種類
地 地 発掘担当者

図番号 図版番号 時 期 ． 備 考
区 点 0 印は報告書担当

No.41 土壊o状 1 H 0 裔畑 33 28-2 

42 土塙墓 1 G 0 閥畑 36 36 平安？中世

43 建物跡 1 E 0 翡畑 17 27 弥生時代

44 柱穴列 1 E 。高畑 18 27 弥生時代

45 土凛墓 1 E 。高畑 37 37 弥生時代後期

46 溝 1 E O 麻畑 28~2 弥生時代？

47 土籟〇状 4 C 。朱野 80 98 

48 土墳幕 4 C o栗野 80 98• 99-1 弥生時代

49 土 贖 4 D 0 柴野 81 99-2• 114-2 

50 上 晦 4 B O 栗野 82 100 -1 

51 土噴墓 4 D 。栄野 83 100 -2 弥生時代後期

52 上噴0状 4 C 0 柴野 84 101 -1 

53 土 隋 4 C 0 栄野 85 101-2•119-1 

54 土籟〇状 4 D a 梨野 86 102 -1 

55 土贖0状 4 C 0 栗野 87 102 -2 

56 上 壊 4 D 0 茉野 88 103 -1 

57 土 壊 4 G 0 栗野 89 103 -2 

58 1::. 凛 4 G O 栗野 90 104 -1 

59 溝 4 G 0 栗野 105 114 -1 平安時代＊～鎌倉時代頃

60 t噴墓 4 G 松本 0柴野 91 104-2·114—1 弥生時代後期
61 }-. 塙墓 4 G 松本 (0栄野） 92 105•106•114-1 弥生時代後期

62 J・. 廣墓 4 G 松本 (0栗野） 93 107• 114-1 弥生時代後期

63A L噴墓 4 G 松本 (0柴野） 94 108-1• 114-1 弥生時代後期
B r. 壊〇状 4 G 松本 (0栗野） 94 108-1・114-1
64 J-. 噴 4 H 。柴野 95 108 -2 

65 J:-. 噴 4 H 0央野 96 

66 {!. 居址 4 I 松本 (0栗野） 76 91 弥生時代

67 (I居.ht 4 I o栗野 77• 78 92• 94-1 弥生時代中期
68 {I居址 4 I 0 栗野 77• 78 93-1• 94 弥生時代中期

69 {L I凸址 4 I 0 栗野 79 95-97 弥生時代後期
一，―-一••

70 土噴墓 4 A 0 栗野 97 109 -1 弥生時代

71 土 讚 1 H 。高畑 28--2 

72 七 廣 1 H 。高畑 34 28-2 

73 上 廣 1 H 。高畑 34 28-2 

74 溝 1 H 。高畑 19 28-2 

75 土 噴 1 H 0 局畑 28-2 現代？

76 士 贖 1 H 。高畑 28-2 現代？

77 土 廣 1 H 。高畑 34 28-2 

78 土 壊 1 G 。高畑 35 28-2 

79 建 物 4 D o栗野 106 114 -2 弥生時代

80 建 物 4 I 0 栗野 107 115 -1 弥生時代

81 土壊墓 3 o閉野 64 70 古墳時代？

82 柱穴列と溝 4 I o栗野 108 115 -2 弥生時代
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小中逍跡

遺構No. 種類 ・地
地 発掘担当者

図番号 図版番号 時 期 ． 備 考区 点 0印は報告書担当

Nn83 土壌〇状 4 I o梨野 98 109-2 

84 土墳〇状 4 I 0栗野 99 11 0 

85 建 物 4 A 0栗野 109 弥生時代

86 建 物 4 A 0栗野 110 弥生時代

87 建 物 4 A 0栗野 1 11 116-1 弥生時代

88 建 物 4 AB o栗野 11 2 11 2 弥生時代

89 建 物 4 C 。栗野 114 116-2•117 平安時代木～鎌倉時代

90 建 物 4 D 松本 (0栗野） 113 1 18--1 弥生時代

91 建 物 4 D 松本 (0栗野） 115 118-2 弥生時代

92 建 物 4 D 0栗野 116 118-2 弥生時代

93 建 物 4 C 0栗野 118 101-2• 119-l 弥生時代

94 建 物 4 C 0栗野 1 1 7 119--1 弥生時代

95 士痰墓 4 G 松本 (0栗野） 91 104-2• 114 弥生防代

96 壷 棺 4 G 松本 (0梨野） 100 111-1 古墳時代

97 建 物 4 G 松本 (0栗野） 119 119~2 ・ 119 弥生時代

98 建 物 4 G 松本 (0栗野） 11 9 119-2・119-1 弥生時代

99 土 墳 4 H 。栗野 101 111-2 咲ド,u寺ft
100 土壕〇状 4 H 0栗野 102 

l O l 建 物 4 B 。栗野 120 118-1 平安時代木～鎌介時代

102 建 物 4 B 。栗野 121 112 弥生時代

103 建 物 4 C o柴野 122 弥生時代

104 建 物 4 D 。栗野 123 弥生時代

105 土墳〇状 4 E 。栗野•高畑 103 

106 住居址 1 A 。高畑 7• 9 17 弥生時代

107 土 壊 1 F 。高畑 35 

108 柱穴列 1 G 。高畑 20 弥生時代？

109 建 物 1 F 。高畑 21 W-2 弥生時代？

11 0 柱穴列 1 F 。高畑 弥生時代？

111 柱穴列 4 E o栗野 124 弥生時代

11 2 柱穴列 4 I 。栗野 125 弥生時代

11 3 柱穴列 1 F 。高畑 18 29--1・28-1 

114 柱穴列 4 G 。栗野 105 弥生時代

115 土 堰 4 I o栗野 78 

116 炉 址 4 E 。柴野 124 

117 古道① 3 。架野
} 58• 59 -~I 64-69 平安時代末～鎌倉時代

118 古道② 3 。栗野 " " 
119 古道R 4 I 0柴野 66 93-2 " " 
120 古道④ 2 A•B·D 。架野 48• 49 60-1 " " 

柱 穴 1 

2 l 1040個3 

4 

言

｀
 
量
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④ 小中遺跡近世墓 覧表

番号 規成 (cm) 形 遺 物 石 傭 考 53 63X 鯰 X38 円 Jf多 （＋銭人形十鈴、紐） 5石 了供の墓か
＇ 1 148X 60X38 長方形 無 無‘‘ 

2を切り作られ 54 95X 51X26 長方惰円 無 無て I, るヽ

2 X 50X38 ” ” ” 
55 lO!X 54X33 長 h形 無 1石

3 113X 58X36 II 

’’ ” 
56 125X 51X34 ＂ 

耳硯か(]波き(プ1)キク七ロル(1)(2)人骨 硯との亥，jう字らに「丹之．＂

4 118X 52Xl0 II 

” ” No.3住居址を切る
57 ll8:X r,2X80 ＂ 無 無 No.:l2を切る

5 l30X 56X22 II 

” ” ” 
58 146X 80X34 

” 
II 

” 
II 

6 150X 50X24 II 

” ＂ 
II 59 127 X 50 X 30 II II II II 

7 168X 48X28 II 

” 
II 

” 
60 88X 52Xl6 II 

” 
If 

8 143X 85X38 " ” ” 
II Gl 97X61 X 8 II II II ， BOX 72X36 円形 かんざじ(1) ，, 曲物状の土層平面 62 95X64X40 ,, II 3石

ー7s~
10 l 40X 55 Xl8 長方形 無 II 10南=巾が氏ヒ巾ぃより 63 94X 45X30 ,, 恨骨 無

11 40X 38X50 円形 " 3石 Nol7遺構を切る 64 93X 66Xl0 惰円形 無 ” 
12 107X 36X 8 長方形 6石 No9住居址を切る 6S 1l 3:X 45 X30 長方形 鉄錬 " 
13 42 X 42 X20 円形 No.9! 主居廿tを切る 66 133X 60X42 II 無 II 

14 83X 58X30 長方形 細、..、 3石 蓋石か？ 67 62X 60X40 円 形 ” ＂ 
15 93X 58X3Z ” ” 3石 ＂ 68 75X 45X38 楕 円 ＂ 2石

16 58X 50X26 ” ” 3石 69 146X 103 X50 長方形 II 無

17 97X 65X26 ” ” 無 7o 130,X 64X20 ＂ 無 " 
18 145X 90X38 ＂ ” 10石 Nol2住居i11:を切る 71 X 46X20 ＂ II II 半分のみ発i屋

19 113X 72X44 ＂ ” 無 II 72 123X 85X50 ＂ ” 3石 No.18住居址を切る

20 112X 91X52 II キセル銭 ” Nol2住居址を切る
73 170X26 

” 無 半部のみ発掘

21 98X GGXGO ” 無 8石 74 llSX 92X46 長方形 ” 
II 

22 72X 52Xl6 惰円形 // 無 Nol2住居址を切る 75 137X 66X48 ＂ II II 

23 135 X 98 長方形 // II 76 88X 50X44 II 

” ” 
24 110 X 65X26 楕円形 77 70X 34Xl6 II 

” 3石

2S 8~X 6S 長方形 無 細ヽヽ — ?R -l師 X-lW-X紐 円 形 サ 有 ,, ,c ヽ-~

26 105X 60X32 " ” 有 No37を切る 79 70X 55Xl 6 楕円形 ” 6石

27 73X 50XIO 方形 II 無 ＂ 
80 133X 70 II 

” 8石

28 120X 101X42 長方形 ” 
II 81 70X 42Xl2 ＂ II 無

29 135X 72X40 II 琵如乱女） 欽器 II 82 59X 52Xl4 方形 If " 
30 74X 52X28 ” ” 無

If 83 71X 59Xl1 長楕円 獣骨 ＂ 
31 125X 92X62 II 

” 10心 84 44X20 長方形 II 

＂ Nol4住居址を切る
32 96X 57X26 ” ” 無 85 60X 48X26 円 形 II 2石

33 64X 62 方形 ” ＂ 
泌 26 

34 82X 51X20 長方形 II 7石 87 90X31 長 h形 骨（動物） 無

35 174X 50X40 II 

＂ 佃"" 88 16 

36 120X 86X60 II 鉄製品 1石 Nu37を切る 89 75X 55X20 長方形 牛骨

~7 55X35X18 ,, 
細‘’‘‘ 無 90 70X 35Xl6 II 牛 骨

38 128X 93X60 II 

＂ 3石 No14住居址を切る 91 欠 番

39 116X 82X40 // 銭 (1枚） 無 II 92 104X 102X 掘らず

40 137X 80X54 ” 鎌，木質部 ” 
II 93 120X llOX 

” 
41 91X 76X40 fI1 形 無 2石 94 112X 64X ff 

42 108X 56X28 長方形 ” 無 95 108 X 1ぽX
” 

43 llOX 59X46 ” 銭 II 44を切る 96 114X 111X II 

44 98X 88X60 円形 細,,.、
＂ 43以前

97 88X 68X 包丁，録 6石 下まで掘らず

45 96X 71X50 長方形 II 無 98 83X &3X 掘らず

46 85X 48X22 II /I 

” 
99 !~IX 111 X 

” 
47 81 X 64X40 II II 4石 100 127X 108X 

” 
48 lllX 76X48 ” 鉄製品 無 101 127X 1l7X 

” 
49 99X 73X48 ” 無 ＂ 

102 140X(lOO)XlU 銭・キセル・火打鎌 石有 半分のみ'Ill地外

50 132 X 59X50 長枯円 ” " 03 

51 102X 74X坐 長方形 II 

” 
104 

52 135X 94X52 II II 151石 it窮磨ほ石が多 105 
・規模の数字は縦、横、深さの/I偵である。



小中遺跡

4. 各調査区の概要

①小中遣跡の概要

疇 くはじめに＞ 滝川の左岸に分布する第三紀丘陵は標高 27 0 mの＇餅冒の南側に樹枝状に開析さ

れている。丘陵の最高部は標高 13 0 m前後で，南へゆる＜傾斜して勝間田の低地と接している。

この丘陵上は遺跡・古墳の分布が多く，本遺跡をはじめ集蕗址の存在が知られている。

● 

鬱

かき＇ ととろき

本遺跡は東に鍵池の谷，西に轟池の谷によって開折された南へのひる丘陵のつけ根部に位置して

いる。さらに支谷が東西から侵食して複雑な地形となっている。調査対象地域は畑地，山林である。

逍路用地が丘陵を横断しており，調査対象地域約 8,0 0 0 m'を便宜上 4地区に区分した。

南北の農逍を中心に北咀丘陵部分を 1区としその南側の西へ開く谷を 2区，東へ開く谷を 3区，

その南側の丘陵部分を 4区とした。

く1区＞（北西の台地） この丘陵部は， 2区の西に向って開□する谷方向に，南北線N40W20

附近よりなだらかな傾斜をもっており，発掘調査前までその全血が畑地として活用されていた。そ

のため，遺構は多分に削平をうけており，耕作土 (20cm)を除よした段階にて貞褐色土（地山）に

掘りこんだ逍構が検出された。特にA, B, C, D, E地点（平担地）にその傾向がみられ，又F,

G, H地点の中担より傾斜に向う所では焦色上屈OJ堆積がみられ，その下部より弥生期の遺構を確

忍した。 1区南測では11:J地形が古道により削平をうけ， No.9, No.15等の遺構が破壊された状態で検

出された。 No.L3, 4, 8等の住居址も咆を半分位削平で失っている。

南北線 N40W20 より東側—、ヤ担地に近世産が，約90基みられる。この地を娯地として使用していた

叫憶は附近の人達にもなく，おそらく町J治以前に勢地として使用していた可能性が強い。

これらは大半が長方形のプランをもち，おおよそ南北に長軸をとっている。中には円に近いプラ

ンをもつものもいくらかみられ，内部には古銭，かんざし，耳かき，硯，釘，木片，キセル，、酒杯，

鎌，焼物（人形，鯉，土鈴） （注）等が副葬されている。

土堀0状は， 1 , 4区にみられ， 1区には12基これは平面形で黒色士が輪のようになっており，

その中に黄色土がみられ，すり鉢状の土拡となり，黒色土は壁曲にそって土城底まで広がっている。

その上部に黄色土が入っている。

小中遺跡では，弥生時代中期の住居址より古いことが確認された。

他の遺跡については落合町西原遺跡，津山市天神原遺跡，芙作町狼谷遺跡，北房町備中平遺跡な

どで検出されたものと同じ性格のものであろう。

（注） 近世土壊墓Na53内より検出された副葬玩具は，香川県高松市の福善寺，万日ケ原，西方寺等の改葬の

際に出土したものと類似しており，これらの墓碑には，正徳元年 (1711),享保，安永7年 (17 

7 8) , 文明 8年 (1788),寛政 6年 (1794),寛政 9年 (1797),安政6年 (1859)

元治元年 (1864)等の銘がみられる。 「墓から出た土偶」加藤増夫
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く 2区＞ 谷といっても，浅い枝谷である。谷頭は 1区と 4区の境の方（東南）へ向うものと，

4区F地点の方（西南）へ向うものとの二つに分れている。谷は北方へ低くなり， F断曲付近がも

っともくびれており，これを境に北に向うにしたがって広がり，大きい谷と接続する。このくびれ

た部分と谷頭を結ぶ，東西約80m南北約60mの三角形の浅い谷の部分に追構が存在する。すでに南

半分は I美作台地開発」Rによって台地上をけずった土によって埋め立てられ， さらに今回の調森

中の排土によって埋められている。調査前の地表観察によると，黒色土が谷状凹地を不しており最

も多くの土器を採集出来た地点であった。

谷の埋積状態はF断面で最もよく観察でぎた。また工事中にこの地点で農業用水路のサイフォン

I事によって深く掘慇した状況によると， F地点で発掘を停止し，谷底としたほぽ水平の線は，実

は岩磐の堆積であり， F断面の左右に見える岩磐がそのまま領斜したゆるやかなV字状の谷であっ

たらしい。そこへまず，地山岩磐が崩れたものが堆積し，その上に黄褐色士，黒色土が順次堆積し

ている。 7, 7' とした黒色土層は無遺物で，これが黒色土の形成された時期であろう。その後に

高い所から流れてきたと思われる 6, 6' などの層が堆積している。この屑に弥生時代中期の土器

片がわずかながら人っていた。 5淡黒色土層では土器片が多く，弥生時代後期の土器片はほとんど

この層に含まれていた。この包含層の細分や土器の細かい変化は充分把握していない。 3淡黒色土

層には，格子目のタタキ目（平安末～鎌倉時代）の須恵器などを含む包含粕があり， 4府によって

分離されている。 3,黒黄褐色土層としたものは，地山礫が硬められたものであり， 3区から 2区

へかけて連続する古道敷の一部であろう。 2褐色士層は，黄色気味のものと黒色気味のものが薄く

層序を禎み重ねており，古道の時期以降に順次堆積した土料である。 （第50図）

以上で谷の堆積上の概略を説肋したが，次にグライ化現像について若干のべてみたい。 11赤褐色

士は鉄分の集積層であり，西側に向って下降し， 9 I晉の部分に達している。

12層も鉄分の集積と考えられ，通常の土層堆積とは関係なしに西に向い下降している。 7と7'

層は同一堆積土屈と考えられるものであるが，谷底の水分の影響を受けて変化したものだろう。こ

れは 6と6' の関係。 13と8, 9の関係， 10と10' の関係においてもいえることである。このこと

は特に西側において顕著に現われていて，東側では漸移的である。東側において同一土屑が東に向

うにつれて，青味や粘質を帯びていたものが，だんだん変化していくが，線引しうるほど明瞭な変

化ではない。

谷の堆栢土をかなり細分したが，以下のように大別できる。

A, { i:1黄褐色土層， 中世以降～視代

B, {i}暗茶褐色土層あるいは黒褐色土層， 弥生時代～中世
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C• { i }焦色土暦，
13? 

｀ 
D, (10)貞褐色土層，

E, 地山礫堆積層

F, 地山岩磐

年代観についてもホしたが，

縄又時代前後？

縄又時代以前， l Jj年前以前？

C 以下は特に根拠があるわけではない。 A•B•C•Dの基本的屈

序は，若干七質の違いはあっても，美作の各遺跡にはほ共通性をもつ址栢土と考えられる。

中国縦貫自動車迅建設工’肛による崖由の観察などによれば，台地上にはC・Dに対応するものが

存在し，その下rfl はクサリ礫• 赤褐色粘質上• 青灰色粘土• そ0)肖灰色粘上が硬化した， な`めら、

と呼はれる石U)できそこないみたいな粘上。その下に岩翌というパターンが観察された。クサリ

礫（ま薄く存在しない場所もあったが，赤褐色粘質土は丘陵の切断面をみると鰻頭の皮状に，厚さ 2

m ぐらし、で表1位をおおっており，肖灰色粘質上の酸化したも v)だろう。

姓 「芙作台地総合開発計画」と呼ばれる，特定農地IJfl発事党である。 l9 6 3年度から袢上され埋蔵文化財

保護の面から問題になった。 （考古学研究， 36• 40• 56など）

く3区＞ 四を現在0)道路によ..,て 1区と区切られ，南は 4区0)台地から急斜血で区切られてい

る。北側はさらに 1m前後低くなって谷状[LI]地が存在する。当初 3区も谷と見ていたが，発掘後U)

状兄でえ 4[l{と1IX: o)台地 Lの部分が連続してし＼た部分や， さらに北側に存在する谷の部分にむか

う傾紺訓が存在してし、たと復Jcできる。それが古心造成のため，掘聞され視状のようにな...,たのだ
7 • 

~ ぅっ。

＊ 

書

3区化船部（第63図）ば l区の中和血0)続きであり，全体として東に傾斜している。柱穴はまと

まらな．ヽうぶ柱穴内 U)上が黒色tであるところから弥生時代いものと推定できる。

束；こある巾約70cmの溝は追構とは考えられず，雨!./<.などによって侵食されたものが地1)1の土（こ

こ：t最色砂礫IM) のやや，黒色を闊びたも 0)で埋--,tこものと考えられる。中央部にNo.81上域尿があ

る。これぶは色上と淡黒色上（やや黄色気味）で埋っており，北側の世墜より 2cm離れて鎌が出士

した。鎌(J)})先は Li切ぎに，切先は北向きで，断面図のようにやや｛瑣斜していた。上城は長さ 155cm,

幅33cm,深さ26cmを計る。南側は墜上が崩壊した土が埋り， 巾が46cmにも広がっている。底部は長さ

1 2 4 cm, 巾12-16cmで，やや平担面である。壁は傾斜しており，上［円の上からも木棺の痕跡はな

い。 t濃崩とも考えられる。

古直，小中遺跡の調森に着手して，伐採作業が進む中で，古道の存在に最初に気がついた地点で

ある。 （図版64,65)そこで S=ーで地形測量を実施した。 （第58図）二本の道路が交差してお
l DD 

り切合の関係から，北側の古道①としたものが新しく，南側の古道②とした部分が古い。さらに古

道①の西端部の南側に細かい砂利を敷いた平担面が存在する。これは切合関係で，古道①より先行
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し，古道②より新しい。

古道①は延長約30m確出できた。四端部に，現心路によって調令でぎなかったが， 2区に連続す

るもので，束端部は北側0)谷())部分で切断されHJ蛾外に向う 0)で，延長は確認できなかった。法lfl]U) 

上端は 4mから 8mO) 1!1をもっており，約65宅-80<?6の急勾配である。掘竪は一時に行なわれた()_)

ではなく，地表面から 1-L5 m程割り下げた砂利敷部分だけをさらに巾 L5-2 m: 深さ30cm科

掘り凹め， 5 cm前後U)砂利を敷いている。砂剌敷はあまり均ーではなく， 2 cm前後0)もU)や， 8 cm 

前後の大きさのものも混る。岸い所では15cmも敷いてある。

砂利敷の巾は咀力からrnmまでは巾 0,3 m-1 mと順次広がり， そこから東に向って幅 2m-25

と急に広がって行く。古迅①の砂利敷由の縦断勾配は約10%である c

古直①の四端部にはやや大きい石が集中しているが，道路敷埋没の過和で入ったも U)である。ま

た西端部から東へ 6m-9 mu)間())南法向には列石があるが，石垣の役をしたものだろうか。また

追物は第 3IM, 暗茶褐色上に最も多いか，上l的にも若f-入っていたり，砂利敷の間に頃息器の細片

が混入したものもある。

古心①の内糾部の南側に存在する砂利敷は 2-3 cm飢後の砂仄（じゃみ）とよはれる細かなも 0)

が敷かれている。この砂利敷は古泊①より約40cm晶く，上1[11ii淡茶褐色上によへて埋まり古心’りに

よって切られている。この平担血は内方に向って広くなる。

古迅①は延長約50m確認された。四端部は，古道①によって斜めに切られ束踏部は池に入込み

追求できなかった。法面0)上端は 6mから12mい巾を持ってしヽる。東半部では，南側にたけ切十を

して巾 6-Smの路床を造り出している。法由の高さは最高約 Smもあり，勾配は約70°6-75%で

ある。掘竪方法は古迅①と同しで，砂利敷部分は二次的に掘り込んでいる。この砂利敷部分は，ほ

ぼ中央部分から内は細かくなり西端部では氾路わきの側溝状(J)ものになってしまう。

く4区> 4区は台地上の平担面で最高位は，椋底 13 L 7 mである。 1区とは狭い鞍部によっ

てつながっており，のちにこ 0)鞍部は古Jりによって切断されているが弥生時代は接続していた。現

在でも，東北から西南方阿へのびる道路かついている。この直路を境にして 4区の内南は，谷部分

(2区）が形成されている。

束北恨ljはNu27住居址， No.28遺構， No,30遺構などか 3区の占j江によって--部破壊を受けている。占

逍法面はかなりの急斜面となっているが，弥生時代には 3区の北側に存在する谷に fwJ"'てゆるい斜

面とtJっており， 3区の部分には遺構が連続していた巧能性がある。

東南側はE20m付近から下降し始めE37m付近まで柱穴が検出された c しかし， Nu30遺構はE43

mぐらいまで延長している。ここからさらに東側は急斜面であり， トレンチを人れた結果でも遺構

は確認できなかった。またこの急斜面には庄みがあり縦貰迅にもかかっている。池の提防補修用に

採士したという話である。 （小中遺跡作業員による）そういえば，提防とはほ同じレベルから， 3 

-4 m高い所までが集中的に採土されているようである。人）Jなので高い方から低い方へ連んだのだろう。

』

喰

• 
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西南側ははほ同じ平担面が続き， 4区 I地点とした， （縦貰道と交差する道路）部分でも遺構が

存在，また I地点の西端部の三又路の西南の畑には直径4m程の円形の黒色土や，円形局溝状のも

の（古墳の周溝か？）が暗文として見えることから遺構が連続して存在することを示している。

4区の土層は中央の高い部分では，表土が黄色土であり遺構も浅いものが多くかなり土が流失し

ていると思われる。 No.7遺構およびその周辺には一部黒色土が残存した。

4 区から検出される弥生時代の柱穴•住居址などの自然埋土には黒色土が多いことから，弥生時代

にはほほ全面に黒色土が広がっていたと考えられる。しかし格子目，たたき目のつく須恵器や瓦質

上器の存在する時期（平安時代～鎌倉時代？）には， No.25, No.30遺構にみられるように茶褐色土あ

るいは黒褐色ナでも茶色気味の感じの土で， No.89,No. 1 0 1建物などの柱穴も弥生時代のものと区

別することができた。

4区の逍構はすぺて地山黄色士の面で検出することができた。しかし埋土が同じ黄色土の場合な

ど見落すこともあるので検出が容易ではなかった。

く出土遺物＞

'.D弥生時代

土製品＝壼・甕•高杯. J苑• 器台• 土器片紡錘車

石製品＝紺玉製管玉• 石包丁• 太型蛤刃石斧• 石鏃• 石槍• 砥石• たたき石• 石皿・扁平片刃石斧

鉄製品＝手斧.~ 也• 鎌

の古墳時代

鉄製品ー鎌

3半安未～鎌倉時代

土製品 頃忠器（格子目叩き目を有する）・甕•杯• 土鍋• 灯明皿• 平瓦• 軒平瓦・鉱滓

④近恨（中惜木も含まれるか？）

L製品＝人形• 鈴•魚

石製晶＝硯

鉄製品＝鎌• 釘• 火打鎌• 包丁

銅製品＝古銭• カンザシ・キセル・耳かき
＊
 

．
 

②小中古墳群の概要

くはじめに＞ 小中古墳群は，岡山県遺跡地名表（追補 1, 1964)によれば， 3基が知られ

ていた。本古墳群は松林の中に存在しており，最近著るしい生活様式の変化に伴いこの地城でも人

手のかかる下草刈りがなされない傾向にあり，雑木が多く，墳丘の低平な古墳の確認が困難であっ

たと予測される。ところが，今回の発掘に先だった地形観察により 4基の古墳を追加，合計 7基の

円墳によって構成される古墳群であることが明らかになった。また弥生時代終末期の遺構や，平安
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時代末か鎌倉期に埋没した古道，なども発見され複合遺跡となったが，遺跡名はそのまま小中古墳

群と呼称した。小中遺跡の地点とは谷をへだてて異なる丘陵に存在するが同一集落と考えても良い

だろう。

発掘調査は工事用道路の関係で小中遺跡と交互に実施された。調奎経過の項目を参照されたい。

く調査の方法＞（第 1・2・3図）

小中古墳群の西側は小中遺跡とは巾35m程の狭い谷によって隔てられ，束の上相遺跡（美作町）

までは200m程の広い谷によって隔てられている。この南北に尾根すじのある丘陵は小中古墳群の西

側からはじまる浅い谷によって二筋の尾根に分けられるので，西側の尾根を 1区，浅い谷の部分を

2区，東側の尾根を 3区と呼称することにした。

測量用の杭は当初道路センター杭を利用するつもりであったが，腐朽しているものが多いため S

T A47+ 20より東約10mの地点にI泉点を求めTOとし，道路センター（カーブしているが）とほぽ

併行に20mおきにTJ-T 5まで 6本の杭を設定した。さらに用地巾の北，南にむけてセンターと

は直角に任意の点に杭を設定，それぞれT2NとかT4Sと呼称する。

古墳は北から番号をつけていったが， 7号墳はトレンチ調蒼の結果によっては欠番がでることを

おそれてつけたものである。他の遺構の番号は検出順につけたが確認のしかたによって番号が前後

したり，別途に番号をつけた古道の一部も含まれることもある。調査対象面積は約4258nfであり，調

査員の積算で 2名によって 8ヶ月の調査期間がでていた。しかし，その後検討が加えられ， 1 3 0 

0 m', 3ヶ月の契約がなされ調丑員 2名があてられた。その結果占道の一部がトレンチ調査だけで

全面発掘調査を実施しなかったり，遺構の粕蒼にあたれなかったこともある。地形測量は一で実JOO 

施した。各遺構のうち古墳などで合で実測したものもあるが遺構の単面，断面は｝りで実測した。

く 1区＞ 丘陵の尾根状の部分で北から南へ向って低くなっている。北端部は用地巾と併行して

古道が通って，尾根を束西に切断している。この古道は 2区谷の方向へ南下する。こ 0)丘陵の厖根

上はNo.15遺構付近および西• 南側は削平を受けており，古道②も途切れている。 No.1遺構付近でも

流失土が多いので遺構は浅い。全体的に土は流失しているが遺構の部分などに堆積した十がある。

No. 7住居址は発掘調査前に窪みが残っており，そこヘトレンチを入れたところ発見されたような

状態であった。弥生期の遺構はNo.1, No. 7住居址， No.14土城， No.15±J廣以外にも存在した可能

性があるし，用地外に続く丘陵上に連続したものがあろう。

舌道は，古道①②Rの部分とNo.5,No.6, No.16とした部分も含められ数回の作り直しがあったと

考えられる。北側の用地外にも•古道状の窪みが存在するし，南側へ延長する部分も，用地外に認め

られる。

く 2区＞ 古道①の南半部は調杏工程の閲係からトレンチだけで全掘するに至らなかった。谷底

の部分には当初 K トレンチを入れたところ， ll'l 水田耕土下に黒色土，黒褐色土 (12• 13層）に土帥

器～弥生式土器状の土器片が包含層を形成し，柱穴状のものも (16)存在したので全面的に広げて

V• 

＊
 

＇ 
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みた o また，古追No.5 • Na6 · No.!6などの延長も存在，妙利敷や須思器も存在 したが下層の弥生期 ？

の遺講を侵先させ，とばした部分もある。 K~ レンチ断面で言えば.8層中；こ古辺があり土器片

も多かったo遺構の検出は本来なら1411'1上曲でするべきだが， )alじ黒色土でむずかし<,15WJ上面

で実施した。遺構は柱穴状のもの．構状のものなどがあり土器片が入っている。しかし娃物として

まとまるように雑品できなかった• 北嬬祁にやや人きな土墳が一つある。これも性格不明であるが，

小中遺跡でO状土嬢としたものと同種のものかも知れない。

<3区＞ 南北ICO)びる"』20ml'#の挟い丘駿上に四払0)古墳がな在し，用地外」ヒ側に3基の古墳

が所9主する， 4I}墳， 5号墳は地,,が東に傾く郎分に造られ，6号填，7号填は，西jfjji,Jきの傾斜

~bつ場lfrに造られている. C. の丘陸上には l区とちがい，古墳定造的に黒色士の堆栢が認められ

墳丘下にのみK在する。谷墳丘下には弥生蒔代の逍綱が存在し，古墳の発伽謡査終 J成は必ず再逍

れを知施したo填丘以外にも→い'"が削中された退構が検出されたo

く出土遭物＞ 古墳出げ）も 0)は一覧表を参照されたい。その他は立 ・ 甕 • 高杯 ・ 椀 • 特殊器

台？ • 石 IDI • たたさ右 ・b包T・砥石 ・鈍（第 図）など弥生＂代後期～後未 )O)O)ものn

tほからJ~貝 ・馬具 ・後恵器なと.6 IIJ: 紀後半頃のもO),No. 7住届址J-屈から奈良木u』0)1/1忌甜。

比Uかうヤ•安人～鎌介10)0)祖也器が出＋している。 A墳tll 土逍物以外は接合復7Cなどの作業をして

おらず一部(})t, O)しか図化てさなかったo

rri1, 収絨即内に保管されている出上遺物

整坪箱IC約 1401il
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古 墳 出 土 遺 物 覧表
（遺物番号は実測図番号と一致する）

| 86 | 

古墳名 墳形 径 盛土高 主休部 Ill 土 遺 物

①高杯 ②高杯 R杯身 ④高杯 R腺 R破片 ⑦広口壷

R破片 ⑨破片 ⑩杯身 ⑪欽鏃 ⑫杯身 ⑬壷□辺 ⑭t器片

I (木棺直葬） ⑮担瓶 ⑯提莉 ⑰提瓶 ⑱捉瓶 ⑲ JJ子 ⑳ JJ子 ⑳鉄器；

⑫高杯 ⑳狂杯 ⑳高杯 ⑯鉄鏃 ⑳鉄製品 ⑰鉄鏃 ⑳鉄器

4号墳 日墳 124m lm ⑳ +. 器片 ⑳鉄謁先か？ ⑳上附片 ＠七器片⑬鉄鏃

II (木棺匝葬） ①杯身 ②杯身 R杯蓋 ④杯身 R杯蓋 R杯蓋 ⑦馬具（噂）

ill (木棺伯葬）
①林身 ＠）杯身 @提瓶 ④麻杯 (s)馬具 ⑥杯器 ⑦杯身

R杯蓋 R杯身 ⑩杯蓋 ⑪破片

外 表 ①人壷 R杯菊 ④杯身 ⑤坦~

閲 溝 ⑧品林

I (I: 拡） ①頃縣堺片（多数）

II (木棺直葬）
①杯身 ②杯身 Rf+蓋 ④杯蓋 ⑤林身 @がイ~.1,+ ⑦杯蓋

5号墳 円墳 138m 1. 4 m R杯身 ⑨杯蓋 ⑩杯身

外 表 ⑥大壷

固 溝 ②須必器祝瓶（破壊）， t帥閤破片

I (1:-. 拡） 頃恵器片 (21片）

II (木棺 1tf非）
①壷： ②杯晶 (:i)杯身 ④杯蓋 ⑤杯身 ⑥鉄鏃 ⑦鉄鏃

R鉄鏃 ⑨鉄鏃 ⑲鉄鏃
6号墳 円墳 12m 0.9 m 

ill (木柁旧非） ⑪杯身 ⑫杯菟 ⑬金環 ⑮鉄製品 ⑯ JJ ( 

外 b. ⑰杯Jf

周 I、出 他の古墳の甕阪片数点

I (1〕杯身 R杯蓋

7号墳 fIJ墳 9.9 m 09m 外 表 欽鏃 、7)人#I',
—• ・-

/,'『l I、,'le/ 咄
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古培出土土器計測表 （単{i'[ cm) 

古墳 番号 神類 届形 最大径 D 径 訟尚 色淵 ヘラ削り（中心より） 備 考

1 土師器 高杯 16.3 I 3.8 9.1 茶褐色 非常にもろい

2 II " 16.35 13.9 9.6 ,, 
" 

• 4 頃息器 " 14.95 12.8 5 89 灰色 左 硬竹

7 " 広口壷 1 6.3 135 16.5 青灰色 自然釉硬質

4 -I 15 ,, 樹瓶 2 1 2 21 + a II 破損硬竹

15' " lit 147 10-,-a 9.51 a 灰色 破損硬質

15' ,, 広[]壷 183 1 3.1 16.85 灰色 硬竹

22 " ,f:; 杯 1 7 1 7 61卜a 月灰色 左 脚部破損硬質

23 ’’ " 1 4.745 1 2.815 6.7 5~a こげ茶色 左・右 " 軟質
1 七師器 杯身 16.4 14.3 4.6 茶褐色 左 非常にもろい

2 " " I 6.2 142 5 4.6 " 左 ’’ 4 -II 
4 ,, ,, 1 5.5 13.4 43 ,, ti: ,, 

5 ,, 杯器 1 4.8 14.8 515 ,, I, " 
1 頃恵堺 杯身 1 4.7 12.4 9 4.7 青灰色 k j' 

2 " " 14.8 12.8 5.2 瓦褐色 IヽI 軟 何

3 N 似 胚 1 3.8 6.9 16 青灰色 k 硬竹

4 ,, 「:;1 杯 1 1 2 1 1 2 I 2.25 n !.. " 
4・-Ill G ,, t~, 希 14.7 14.6 48 黄褐色 左 軟質

7 ,, 杯均 14.6 1 2.5 475 " 左 ” 
8 ,, 杯贔 I 4.6 14.45 4.7 " Ii: ,, ， 

‘’ 杯身 1 4.6 1 2.5 475 II h " 
10 ” 杯忍 I 45 14.4 4.5 " 左 I/ 

3 頃'.!.I、'ぷ 杯'生"" 14.8 14.6 4.7 5 青I火色 左 硬灯

外表 4 N 林 H 14.7 12.9 4 1 " 左 II 

4 !,'.j; 贔： 5 n 
I Jtt 1305 845 6.85 灰色 方 かさね焼き

8 " ,・: り iィ、 15.3 13.6 8.2伍1 r牙灰色 左 軟竹

1 ;(i、也滉ド 杯幕 1 5.4 1 5.3 4.3 灰白色 左 軟質

2' ’’ 杯 身 158 13.6 4.4 II 左 ,, 

3 ’’ 杯 忍 1535 15.3 4.2 5 ’’ 左 II 

4 
,, 

II 1 4.9 14.8 4 1 ,, 左 ” 5 II 
5 ,, 杯身 15.9 13.3 4.95 左 ”（尚杯）" 
6 ,, ,, 15.8 1353 4.6 5 " 左 ,, 

8 ,, H 16 13.27 4.7 5 " 左 ,, ， 
’‘ 
,, 15.4 1351 4.8 ,, 左 " 

5~!, 月溝 2 項屯：i:~ 樹耽 1 7.8 4← a 1 9.2+a ）火色 左 硬質
拿

1 n ’亜a- 13 8.9 11.5 月灰色 左 " 
2 II 杯 盆 I 4.4 14.3 4.05 II か II 

6 II 3 " 杯身 14.9 12.6 4.05 n 1-r ,, 

畜

4 /I 杯 盆 14.65 1 4.5 4 ,, J_, ,, 

5 ,, 杯身 14.8 12.4 5 3.8 N 左 " 
11 " 杯身 16.6 14.3 52 灰白色 軟質

6 -m 12 ’’ 杯蓋 16.45 1 6.4 5.2 " N 

17 " 杯身 l 6.9 14.4 5 4.55 " " 
7 -I 

1 須恵器 杯器 1 4.2 1 4.2 4.6 青灰色 左 硬質

2 N 杯 身 14.7 12.3 42 青灰色 左 " 

（作成高畑）
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報告害を作成し，発掘調査の成果を公開•発表する義務が調査者にあることはいうまでもない。

発掘調森から報告書作成へは一貰した作業として実施されることが最も望ましいことである。現実

には息つく間もなく発掘調壺に追われ，限られた時間の中でする以外にはないが，必要鼓低限のこ

とを実施する必要があろう。

発掘誨歪の成果とは何か，①掘り出された遺構や遺物が，どのように遺跡で確認されたか，その

状況が説明されなければいけない。②遺物を幣理・ 実剃しまとめる。①このような遺構，遺物等の

基礎的資料の整理がなされたうえで，遺構の性格なり歴史的位懺づけがなされねば，机上の空論と

となる。たとえ一部の整理が行なわれたとしても， 「調査成果のうちの一部をつまみ食い」したた

けである。

報告害を目ざすものであるならば，基礎的資料の掲載が必安不可欠である。遺構圏のトレース・

遺物の整理・復元• 実測・トレースなどの資料の作成竹業ができる状態に持っていきたい。

今回の報告書で欠けている部分については，今後吏に整理・検討を重ね補完を期したい。掘り出

された遺構・遺物が再び埋没しないように一1-lも早く公梢することは，失なわれた遺跡に対するせ

めてもの供養である。

協力者

勝央町教育委員会

岡山県開発公社技帥補 大賀秋秀

技帥補林徹也

技帥補森安広之

技帥補小倉辰之

．
 

四国学院大学卒業生 扁畑富子

調査参加者 (T十土L 日 I唄）

青井竹代・浅出増代・浅田三千子•石胆正治• 井上楠ー• 井上五ー• 井上三巫• 井上多美十• 井

上春十•井上久栄•井上英子• 井上松十• 井上みつ子• 井上保代・ 植月綾子• 井上巾郎・長船久夫

• 長船義昭• 小椋恭子・小原操• 片田廣志• 川井元実• 神崎‘宝作・岸元光昌• 河本息子・河本基・

小林寿・ 小林政枝・権田干鶴•佐桑富夫・下山明子・下山叡士・下山亮夫・下山孝夫· 下山千里・

下山正治・下山美智与・下山芳夫• 高田行野・瀧上正之• 長島つた• 野上君野• 浜田艶子・早湘朝

子・早顧あや子• 平田完之• 福島逸美• 福田槙ー• 藤本為ー・古川干晶• 松岡為代・室井賢一郎・

山下綾子・山下孝•山下常子・山田豊作・山下義夫• 龍門民太郎・龍門都

発掘凋蒼にあたり以上の方々のご協力を得ました。叫して謝意を表わしたい。
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小中古墳群 7号墳断面

I. 黄褐色土層
2. 淡々黒色土層（地山礫を含む）
3. 赤黄褐色土層（地山礫を含む）3: 暗黄褐色土層
4. 淡黒色土層
5. 黄淡黒褐色土層（地山礫•土器片含む）
6. 黒色土
7. 黄縞色土層（土器片を多く含む）
8. 淡黒色土層
10. 黄色土層
ID. 地山（黄矯色土）
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第 32図 5号墳 (I-I 0) 

I 1-.. L-I 

7号墳 (11.12)出土須恵器 (s=t) 
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小中古墳群
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第 33図 l区墳丘状部分トレンチNo.I住居址No.14遺構発見 (s=2荷）
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第 34図 I区No.14遺構断面

I. 赤福色土（黄色っぽい）
2. 赤隅色土（ねば〈粒子が細い）
3. 淡黒色土（土器包含層）
4. 白っぽい赤隅色土（ねばく粒子が細い）
5. ピンク赤隅色土（ねば（粒子が細い）
6. 黄赤矯色土（色が比較的明確ねば（粒子が細い）
7. 地山に近い土
8. やや黒色の赤掲色土（ピット状になっている）
9. ピットの黒色土を除いた赤縞色土
ID. 黄福色土
11, 粘質土（掘りすぎ）
12, 地山

(G西壁. E東壁） (s =命）
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No.4土拡墓
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I. 黄色．白色混在（盛土の感じ）
I, 表土はぎで除去
2. 黒矯色土
3. 茶褐色土
4. 黒色土混り暗茶褐色土
5. 黄色粘土
a黄福色土
b暗黄橋色土
C黄縞色土（白っぽい）

6' 茶渇色土
a暗茶椙色（黄色気味）
b暗茶褐色（白っぽい）

7. 赤黒色土（炭混り）
8. 黒色灰•炭

第 37図 3区No.2住居址①床面にて士拡凹み検出状態 (s=命）
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I. 明黄色土

2. 黄色土
3. 暗黄色土
4. 黄褐色土
5. 炭混り赤黒色土
6. 炭

5
 

2
 

第 38図 3区No.2住居址②掘り上り状態 (s I ＝叫
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小中古墳群
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□ ~~~ 
柱穴 柱穴

- .. - - -. 
M N 

l」- ,.,,= -,-,. 一 R
2-m 

第 39図 3区No.2 住居址③土拡•中央ピット・柱穴断面 (s=命）
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I, 臼黄プロ yク混り地山土（盛土？）
2, 白っぼい黄褐粘土
3. 黒っぽい茶褐色土
し黄色土
5, 仄白色小石混り砂層
（〈ずれ万ちたもm)

6. (地山）黄色砂利
7, (地山）黄灰色粘土

8. 黄褐色土
，．茶禍色土

I 
--— . -----e,---~ --
2~ 

＇ -- . ー一
3 .., ー—, •• , —’ 

第4I図 3区No.4土拡墓 (s=命）

I. 明茶矯色土（小さいマンガンあり）

2. 明茶褐色土（黄矯色プロックあり）

~ 9 . _ _ _ 5,0cm 

第 42図 3区No.20土拡 (s=-do) 
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第43図 3区No.4土拡墓？出土遺物実測図（馬具S=上土器S=-2'3) 
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土層

I. 黄褐色土

1. 炭化物
3. 黄褐色土（灰と焼土）

C 
4. 淡黒黄褐色土

5. 黄褐色土
6. 膏灰色（灰）
7. 淡黒色土
8. 地山
9. 淡黒黄楼色土

10. 責褐色土

嗚

E
 

F
 

/三~□ 
L rヽ----

3区4号噴墳丘下No.IIf主居址第 45図

2M 

12, 13遺構 (s=命）
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全体として不明瞭な土層である。
地山との境が明確である以外は
（土の色固さ、地山礫混入度より）
むつかしい。

((;:/ 
C 

①暗赤掲色土

やわらか〈地山礫

を含まないきれい

な土。②③との区
別はわずかにでき

るのみ。全体的に
mm  -~ ―黒っぽい

丙土
①ほど黒くはない

がわずかに黒っぼ

い。地山礫を含み

①より固い。

③赤褐色土

①②より黄色っぽ

い。地山礫を含む

地山に非常に近い

が地山との境は明

確である。（固さよ

り）
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土層
I. 赤黄色土
2. 焼土プロック土
E 3. 乳黄色土
4. 焼土
5. 黄色土
6. 淡乳白色
7. 炭
8. 黄掲色土
9. こげ茶色土
10. 黄褐色土

第49図 3区5号墳墳丘下No.21住居址 (s I ＝叫
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小中古墳群・小中遺跡
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I. 小中遺跡 3区No.81土拡墓

＊』

一2. 小中遺跡4区No.23住居址5. 小中古墳群3区No.I0土拡墓

-----~-----~-へ、、

’’  ''  
: : 

4. 小中古墳群 3区No.2住居址

゜
5cm 

第50図 小中遺跡・小中古墳群出土鉄器実測図 (s=+) 
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第 l図付表分布図対照表
小中古墳群・小中遺跡

番号 逍 跡 名 所 介 地 価 名

1 広高下古墳群 勝央Ill) 植月中 広窃下 18>.ls 

2 Ill 1-t-古項群 II 田井田中 3),li 

3 

4 

5 釜ヶ谷古墳群 勝央町 HT 中釜ヶ谷 5昂

6 釜ヶ谷窯跡 ＂ 
II 

＂ 
7 'f< 古 墳 群 II 、fl 祝の前 2梧

8 岡翡塚古墳 II 岡 r・;ri 塚 前方後円墳， 岡高塚古墳群 II " " 18甚

1 () 'V 瑣 跡 ＂ 
、ド 勝田郡街'?

1 1 琴—·/Z 山古墳 ＂ 岡 琴'fl山 前方後円墳

1 2 琴平山麓古墳群 ＂ ＂ 琴平山 2基

1 3 殿 塚 古 墳 II 

＂ 堂山 前方後円墳

1 4 I打王寺古墳 ＂ 
II 古王寺

1 5 兒ヶ風呂占墳群 ” ＂ 鳥ヶ風呂 7;,l; 

1 6 古 墳 芙作IIII ト．相 前方後円墳

1 7 古 墳 美作町

1 8 よぽしゃ占墳群 ” t 相 よぽしゃ
1 9 金屎古墳群 ＂ ＂ 

金屎 8杖

2 0 勝央町 岡 散布地

2 1 よつみだわ古墳群 "" II よつみだわ 5危

2 2 古 墳 美作町

2 3 II I・. 相 散布地

2 4 畑尻古墳群 勝央町畑杞 5基

2 5 占 墳 II 岡 小中 掬棺露出

2 6 ,Jヽ 中 遺 跡 " II 

＂ 散布地

2 7 小中古墳群 ＂ ＂ ＂ 
7駐

2 8 占 墳 芙作町

2 9 ！．．相中塚古墳
＂ 上相金屎

3 0 rヤr 墳 II 

＂ ＂ 前方後Pl墳
3 1 鍛治粗泡古墳群

＂ ＂ 
鍛治尻込 3駐

3 2 /: ● 相 沿 跡 ＂ ＂ 後期占墳住屈址(2)建物(3)

3 3 
＂ 
明 見 散布地

3 1 丸山古墳群 勝央町黒十． 散布地

3 5 ＂ ＂ 
鍵池市 8),1; 

3 6 芙作町 散布iii!!.
3 7 ＂ 散布地

3 8 坪尻古墳群 " 中尾本中尾 散布地

3 9 LI j- 墳 群 ＂ ＂ 
坪尻 2れ

4 () -LJ J- 墳 勝央町小天田 4桔

4 1 塚谷古墳群 芙作町中山

4 2 u f- 墳 群 笈作町中山塚蛉 10枯

4 3 II 

4 4 明見城古墳山 ＂ 明見 散布地

4 5 宮谷古墳群 ＂ ＂ 
城山

4 6 丈ヶ池古項群 ＂ 
豊国l原肉谷 5),1; 

4 7 -" f-- :in ＂ 
if1 lli 又ヶ池

4 8 Ill井高塚古墳 ＂ 
II 

4 9 堂山占墳 frY 勝央町田井 Ill中 3杖：

5 () [] l・ ＇墳 II 岡 堂山 前方後Pl墳
5 1 鮎池が古項群 笑作町 f: 相鍛治屈迂 5)店

5 2 -r fJ - 墳 ＂ ＂ 令屎 jj,j方後1月墳

5 3 占 墳 群 II 

＂ 
令屎 8-'i!; 

5 4 勝央町 岡 よつみだわ ,i,i灯後i'J墳
5 5 た作町中山

5 6 瓦 経 均： 勝央町 岡

（作成高畑）
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I. 明褐色土層砂質土が主体となり硬質の砂の層とバラバラの砂層が交
互にみられるが完全にはパンドがのぴない。

2. 褐色土層 砂質土にやや粘土が混り、い〈らか黒味を増す。東側に
おいては明確に色別できうるが（ピットより）西側にお
いては、はっきりした層Iが確認できない。

3. 淡黒色土層 西側よりピット付近までは統ーしたほぽ水平の層が続く
（遺物含） がピット以北においてはやや凹状を呈す。そしてやや淡

くなる。
3' 黒黄椙色土層 地山にみられる小礫を含み、硬質土層
（遺物含）

4. こげ茶色土 3. 5. 間にあり遺物包含層をわけており、地山礫を少
1コーヒ＿にP'J-プを少しIL含む。 ピット手前で消える。
5. 淡黒色土層 3. より西側部分では黒色が強いが東に向かうにしたが

い弱〈なっている。最も多く遺物（土器片）をもってお
り、そのうち西側付近では多〈の河原石と伴に土器片が
混って出土している。

6. こげ茶色土 4. よりやや黒色が増す土色
6. 淡青黒

7. 淡淡黒色土層 3. よりもさらに淡〈混入物の目立たない IIの層の下降
しはじめたところでぶつかっているが通り抜けている感。

7'青黒色
8' こげ茶色 4, 6. 層よりさらに；炎い土層こて 4. 6. に比ぺて軟

かい土である。 IIの層が再び下 しはじめるところでぶ
つかっているがやはり通り抜け いる感じ。［ 9. こげ茶色 8. より少し黒が強くなる。 II 層が下降したところで
ぶつかっているが通り抜けて東 向う感。

10. 黄掲色土層 地上真上にみられ11. 12. を通り抜けており 12, を通り
抜けた所で灰色の質感を同じく るような粘性土層が同
LEVELで東へのびている。

IO' 粘性土質
11. 赤褐色土 さぴのついたような色で西谷底あたりより発し上に向か

って昇り (120cm)そこより東側I閏向い、ほぼ同 LEVELでの
ぴている。東側においては下降 るところがみられず。

12. やや
13. 淡々青黒色
14. 地山礫

第sa図 2区 F断面 (s=命）



小中遺跡

竺

9',oJ~。~1厄力\\\\\11.......---- Iしし¥Vo~~.,'"" ¥ V~゚0°0°0  

°ヽ ¥ ! し¥・.rダ乙゜こ0⇒ 0 ° --゜ D ゚ -1~ 0 0 
p ¥。 o

,゚I ゜ II 
の

e,o~, \~ ＼こ ¥ 
..__ 

言 回

゜
糎

゜ ＼ 
I 厖

曼 、 1 0. ゚

゜ 凶
゜ Cヽ』

~ 

11 V /) ,r)o 、~! ~Fl 回゜
I' 

uぅ

掘

I 
ー、-~---u ___ --・・. 

ト0 Q 

゜
゜】ヽ

ヽ

9
ふ’・

/／ 
:
 

-251-



--
-
--
-―
--
--
--

--—
--
--
―-
--
--
--
--
--
--
--
-

1
2
5
m
 

一'

--
--
・・
',
,,
._
,_
,

-
-
,
 

_
_

_
_

_
—

, 

2
 

-::・ 
一__
-
-
:
:
i
:
'
_
'
,
 

• 
--

-
-
-
-
-
-
-

一
_
J
_
-
'
>
-

5
 

;
 

-
-

-—
--

‘
 I 

第
5
2
図
2
区
C
断面
(s
=命）

1互
Z
O
m

ー 2 5 2 -

、l 9 I n i I i 零

ー五

第
5
3
図

2 区
D 断
面(

~=
命）

2
区
C
断
面

I.
 
黄
矯
色
土
層

2
.
 
茶
褐
色
土
層

3.
 
黄
色
土
層

4
.
 
明
茶
色
土
層

5
.
 
茶
褐
色
土
層

6
.
 
黒
色
土
層

7
.
 
黒
褐
色
土
層

8
.
 

9
.
 

10
. 

11
. 

12
. 

13
. 

や
や
明
る
い
茶
褐
色
土

黒
褐
色
土
層

明
る
い
茶
褐
色
土
層

灰
黒
色
土
層
（
弥
生
中
期
包
含
層
）

以
下
黒
色
土
層
中
に
は
土
器
片
な
し

焼
土
あ
り
住
居
址
だ
っ
た
の
か
？

2
区
D
断
面

I.
 
砂
利
混
I)
黄
色
土
層

2
.
 
や
や
明
る
い
茶
褐
色
土
層

3
.
 
茶
褐
色
土
層

4
.
 
黒
色
土
層

5
.
 
黄
色
粗
砂
層

6
.
 
暗
茶
褐
色
土
層

7
.
 
黒
褐
色
土
層

G
A
 

7
B
 

8
.
 

9
.
 

10
. 

11
. 

黒
褐
色
土
層
（
や
や
黒
っ
ぼ
い
）

黒
褐
色
土
層
（
や
や
茶
色
が
多
い
）

黒
褐
色
貼
床

茶
褐
色
土
層
（
は
り
床
）

暗
黒
色
粘
土
層

灰
黒
色
粘
土
層



,,,,.,. 

“ 
I. 礫混り黄色土
2. 黒茶色土（弥生式土器包含層）
3. 黒色土（地山）
4. 黒茶色土（地山）
5. 黄色粘土（小さい石混り地山）
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I. 黄褐色土層（表土）
2. 明茶褐色土
3. 黒色土
4. 茶褐色粗砂
5. 茶褐色土
6. 黒褐色土
7. 黒色土（地山）
8. 黄色砂礫（地山）
9. 黄褐色土
10. 暗黄色土混り砂利 ．． 

第 55図 2区B断面 (s=命）
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第 56図 3区A断面 (s=命）
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3区A・B断面

I. 黄褐色土層（表土）
2. 淡茶褐色土
3. 茶褐色土
4. 暗茶褐色土
5. 黄色砂礫．〈され石の地山

第 57図 3区B断面 (s=命）
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第 60図 2区No.IQ住居址炭化材 (s=命）
I. 黒褐色粘土
2. 炭混り黒褐色粘土
3. 淡黄褐色土プロックが多い
4. 淡黄褐色土
5. 炭化材
6. 焼土．赤色

7. 茶色粘土
8. 淡黄褐色土（地山）
9. 茶色粘土角礫混り（地山）
10. 赤褐色に焼けた土
11. 炉址
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第68図 4区No.21.26住居址 (s=命）

I. 黒茶褐色土
2. 黒色土
3. 黒色土に黄色土細粒混り
4. 黄色土
5. 黄褐色土
6. 暗灰褐色土（炭混り）
7. 新 Lい墓穴
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9. こげ茶色土
10. こげ茶色土
II. 黒色土
12. 黄褐色土
13. 黒色土
14. 黒灰色士
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15. 黒色土
16, 淡黒色土
17, 黄色土
18. 赤黄褐色土
19, 黒色土
20. 乳褐色土
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27. 淡黒色土
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第 7I図 4区No.22住居址 (s I 噴）

第72図 4区No.24f主居址

I. 茶色土
2. 黒褐色土
3. 赤色の小粒子．焼土が多い．炭あり
4. 赤色に焼けた壁
5. 淡黒色土
6. 新しい墓．黄色土粒と茶色土混り
［黄色土（地山）

(s =命）
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4区No.23住居址 (s I ＝窃）
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暗茶色土
暗茶色土（黄色土の小さい粒子混り）

炭
黄色土
黒福色土
黒茶色粘土（小さい炭混り）
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黄色黒色混り土
黄福色土
黄灰色粘土（小さい炭混り）
赤矯色土（焼土）
↑印は鉄斧
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第75図土層

I. 黒茶色土
2. 黒色土
3. 黒色灰、墨層
4. 茶色土
5. 茶福色土
6. 茶褐色土に黒や黄色が少し混る
礼黄色土
8. 灰矯色土（灰混り）
9. 黄色粘土（灰混り）
10. 暗灰色土（茶掲色土混り）

゜
im 

第 74図 4区No.27住居址① 平面図 (s I ＝町
11. 黄色土混り灰色粘土
12, 黄色土ふ茶色土6、ふ黒色土0、5の割合でバラバラっ
とした感じで埋っている段の上には黄色が多い。

13. 黄色土9、黒色土0、3茶色土0、仄混在全体は黄色 I 
14. 黄色土2、黒色土3、ふ茶色土4、5、混在全体は黒褐色 1
15. 黒色土に黄色土少し混る
16. 炭
17. 灰
18. 砂利 (2-Smm程度の大きさ）
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I. 黄色土（表土） 10, 黄色土
2. 灰掲色土（表土） II. 黒色土混黄色土
3. 砂利（表土） 12. 黒褐色土
4. 暗黄色砂質土 13. 赤い焼土混り灰層
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--I゜~ ” 5. 暗茶色土 14. 暗灰褐色土

6. 茶褐色土 15. 灰褐色土混り黄色土
7. 黒色士 16. 黄矯色土
8. 暗茶掲色土 17. 灰黒色土

¥ il " 9. 暗茶禍色土（黄色土多い） 18. 暗灰色土
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5. 淡黄色土
6. 黄白色粘土
7. 黒色土
8. 淡茶色土
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3. 黄色土
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5. 灰黒色土
※地山は礫混り黄色土 (s =命）
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I. 黒色土 5. 
2. 赤褐色焼土 6. 
3. 黒黄色（炭•土器あり） 7. 
4. 黒色土（粘質・炭あり） 8. 

~ I. 黒色土（焼土、土器、炭を含む） 5. 
2. 淡黒茶色土（炭貴色プロックを含む） 6. 
3. 茶黒色土 7. 
4. 黄色プロック

黒黄色土（炭黄色土含む）
黄黒色（流入プロックあり）
灰黒色プロック土
黄色プロック

灰黒色土

灰茶色土
黒色土
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第1章はじめに

争 本報告は中国縦貫自動車道建設にともない，記録保存を目的とした埋蔵文化財発掘調査の概要で

ある。

• ◎ 遺跡の所在 岡山県津山市河辺

◎ 遺跡の調査対象面積 1 3 201m' 

調査実施面積

◎ 調査期問と担当調森員

第一次調査 昭和45年11月24日～昭和46年2月10日 担当河本泊，橋本惣,;J

8,803m' 

柳瀬昭彦

第二次調査 昭和46年4月 1日～昭和47年3月31日 担当河本清，橋本惣司

柳瀬昭彦，下沢公朋

昭和47年 4月llJ-6月10日 担当 橋本惣司，柳瀬昭彦

會

◎ 幣理，報告古作成

本遺跡の発掘調森担当謡資員のうち，河本は岡山県律山市教育委員会に．柳廂は岡山県立博

物館へ異動し，橋本・下沢がtに担当した。遺物の註出・ 復元等は津山収蔵庫の作業員が行な

い，図血幣理・トレース・遺物写真は橋本が，遺物実測， トレースは F沢が主に相当した。報

告内作成期問は，昭和49年5月 1日から 9月30日までである。

◎ 十器の縮尺は十である。他の遺物及び遺構図は個々に表記した。

◎ 本文は第 1章，第 2章，第 3草を橋本が，第4草は河本・橋本・柳瀕，第5章は調査員全

員で執筆し，第 6章第 1・2節は下沢，第 3節は橋本が担当した。

．
 書

◎ 図版は調査員全員による。

◎ 調鉦作業員（順不同） 安藤四郎・早瀬ーニ• 西尾藤一•野口勅次•井上恵• 井上正之・

国政噌夫• 本郷賢二• 久常潔• 本山猛• 竹内美登• 小林保平• 本山光治・中尾賢治• 鳥越渫

• 鵜塚和子• 西尾ときえ• 荒田沢野・木ド花子・植木君江・ 赤松富子・小林干里・小林百代

• 森幸チ・中塚欣子・中島董子・山本香代子・大野富子・丸玉ゆき子・赤松寿子・赤堀悦子

• 福井律子・高畑富十•赤松梢• 森矢恵子・小林弘子・山林聴子・多木芳子・国政本芽• 藤

田由恵

◎ 遺物整理作業員（順不同） 日笠月+・ 日笠栄• 高畑春矢• 今井比登美・橋本雅子

以上の方々の協力を得た。記して謝意を表したいく
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天神原遺跡

第 2章調査の経過

天神原遺跡は古墳群として早くから知られていた。収教委は分布調査後，久米廃寺，父作国府跡

とともに路線変更を要望していたが，周辺の土地状況等から変吏できないとの回答があり， L記録保

存の対象遺跡となった。津山 I. C-落合 I- C間の建設が優先となり，昭和45年度謁査の計画で

あった。分布調壺時では 2基の円墳の存在が認められていたが，立木伐採後，円墳 3基と弥生式十。

器2片を採集し，弥生時代の遺跡が存在することが予想された。

7月15日より30日まで，岡山理科大学によって地形側量と 3ケ所のトレンチ調査が実施された。

そのため，当初，古墳群のみが識査の対象であったが，調査期限を昭和46年度まで延長することと

し．昭和45年度を第一次調査として，古墳3基と遺構の範囲確認を目的にして， 11月2Hlより昭和

46年 3月6日まで実施した。

第一次調査では天神原遺跡の中心であるA地点に幅 2mのトレンチを11ケ所を設定し，十．壌構造

の確認識歪を実施したところ，西斜面に弥生時代終末期の，延長75mにおよぶ溝と住届址 2,柱穴

多数を確認した。またC地点でも弥生時代後期の土器を含む料，柱穴を確認して，遺跡の範囲は

1 0, 0 0 0 m'以上の広がりをもつことが明らかになった。さらに，古墳 3基の調査を終了した。い

ずれも直径 7-lOm, 砥さ 0.7 m-1. 5 mの小円墳で，木棺肘葬の主体であった。 3号墳の両遠か

ら出土した須恵器は， l:fから 6世紀初頭と考えられた。これらの古墳の他に 2J和の古墳か，存什す

ることも明らかになった。以上の成果に基づき，第2次調査は12ヶ月の調査期間で 4名の調介員が

担当することになった。

第2次調査は昭和46年4月12日より， 1名増員し 4名の調査員が担当して開始した c 仝印謁杏を

予定し，排土場所を設定するため， トレンチによる方法をとった。その結果， D, G地点は表士も

浅<, 遺構・遺物は全く無く．調査は遺跡の東端E地点， F地点， B地点， A地点， C地点の闇に

実施し，排土場所を考慮し，検出した遺構をできるだけ埋めないようにつとめた。

E地点では住居址 3 (1号-3号），建物 1' ピy 卜6,柱穴多数が検出された o F地点ではイt

居址 3(4号-6号）と柱穴多数が検出された。 B地点では住届址 1(7号住居）と須恵船をもつ

土f廣座 lを調査した。

7月からA地点南東部からの調社を開始した。墳丘が削平され， I乱／皇のみが残った古瑣 (9号墳），

弥生時代前期の甕形土器の出土，住居址 3 (8 号~10号），上墳坐などが検出された。

9月20日より 11月30ビまで詞査呉 1名が久米町久米東逍跡（宮尾遺跡）の第一次調壺に入-,たた

め，眠査員 3名となった。

住届址は， A地点に12軒の住居址が存在することがわかった。前u』した西斜面の75mの溝との関

係を吋議しながら調査を継続した。大神原遺跡は弥生時代後期後半の大集洛址であることが次第に

UJJらかになってきた（）

曹
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天神原遺跡

47年 1月20日より 2月22日までは洛合町赤野遺跡・下河内調査区の調壺にも 3名の調社員が不定

期的ではあったが，併行して担当せざるをえないというきわめて，変則的な事態が生じ，天神原遺

跡の調査が滞った。さらに 2月111:::lより押入四遺跡の第二次調査を併行して実施することとなり，

.f 余儀なく調査員，作業員ともに新たな遺跡に従事し，一時天神原遺跡の諏査を中断した。この時点

で県教委は日本道路公団と協議し，天神原遺跡の誨査は昭和47年4月から 6月10日まで延長するこ

“
 

とになった。

昭和47年4月，当初から担％していた河本 ・F沢が異動し，橋本・柳瀕を中心に 5月からは新東

• 田仲•高畑• 栗野などの協力を得て醐社を継続した。調査対象地点はA地点の南端部， C地点南

半の約 80 0面であった。 C地点の南半は包含層が次第に厚くなり，約50-60crnであるためと調査

期限が切迫しているため，やむをえず軍機による表土除去を実施した。 CC地点 4区 5月20日）

C地点では住居址 7(20号-26号）と建物 3棟，貯蔵穴 1'柱穴多数が検出された。包含肘からは

弥生時代前期の土器片，表土からは須恵器片等が出士した。住居址のうち， 20号・ 26号は古墳時代

のもので，いずれも鍛冶炉をもっていた。

涸査は昭和47年6月10日終了した。

日 誌 抄

奮

遍

昭和45年11月24E:l -12月2日 器材搬入，事務所建設，詞森対象地域の清掃。

12月3日-9日 古墳墳丘清掃，写真撮影。

12月101:::1-15日 地形測籠縮尺富， Im問隔の等高線， A地点完了，地形にあわせてグリ

ッド基準線を設定，西偏12°

12月16日-18日 A地点の西斜面上に幅2mのトレンチを設定し南から第 lトレンチ～第11ト

レンチとした。第 1トレンチからは須恵器杯片，弥生式土器片などが出土し

はじめた。

12月19日-24日 トレンチ堀り下げつづく，検出遺構の写真撮影。

12月25日～昭和46年 1月10日 屋外作業休み。

昭和46年 1月11日-13日 第 6トレンチ掘り下げ，第7トレンチ掘り下げ，第 8トレンチ設定，

C地点地形測量， C地点グリッド設定，第 8トレンチ掘り下げ。

1月14日-18日 C地点第 1• 第2トレンチ掘り下げ，遺構も検出，包含層から弥生式土器片

が出士する。耕士層下は全面黒色の包含層がある。

1月19日-22日 C地点第1Iトレンチ残り，第111トレンチ東北部及び第 Iグリッドより柱多数

検出，地山を掘りこんだ楕円形の遺構， A地点谷清掃， トレンチ設定。

1月23日 A地点トレンチ， 3号墳.4号墳地形測量。
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古墳のほぽ中央に原点をもうけ，原点で直交する二本の直線で区切る。 4区

を 1-4区とした o A地点谷部分トレンチ掘り下げ，第mトレンチ南側に北

東に走る幅約2mの溝状遺構が検出された。溝状遺構の性格を確認するため

に 1部掘り下げた。

1月26日 2号墳測量， A地点谷溝状遺構写真撮影。

1月27日 3• 4号墳表土除去， 2号墳割付け，清掃， A地点谷写真撮影。

1月28日-29日 2号墳～表土除去， 3号墳～表土除去と周渥追求（南西II区の尚浪上から須

恵器出土）， 4号墳～表土除去と周渥追求。

1月30日 2• 3• 4号墳～周渥追求，第 6トレンチ溝状遺構追求，弥生後期士器多数

出土。

2月2日 2• 3• 4号墳周涅追求， 4号墳m区周濯より弥生土器の散布及び焼土確認，

弥生の溝の追求のため北斜面iこ第7トレンチ設定，遺構確認， 3号墳周涅上

層より糸切底須恵器出土， 1区周渥黒土上に昨日の須恵器と同類片出土， 4 

号墳墳丘斜面より糸切底lIIl(土師質，須恵質共）

2月3日-5日

2月6日

2月8日

2月9日

2月10日

2月12日

2月13日

2月15日

2月18日

2月19日

4号墳～墳丘周湿の清掃及び写真撮影， 3号墳-I月渇追求及び墳丘清掃写真

撮影， 2号墳～周濯追求， A地点溝状遺構断面実測，七器取り上げ。

2号墳～周湿追求， 3• 4号墳～地形測量。

2号墳～墳丘清掃，写真撮影， 3• 4号墳～主体検出， A地点溝状遺構第 6

トレンチ士器取り上げ。

4号墳-1区から方格規矩文鏡（直径9cm)出土，主体部は不明，鏡の吋具

撮影と実測。 3号墳～主体部の追求，北東ー南西のI体部と思われる焦色士

が検出された。

3号墳～掘り方と検出と写真撮影。

3号墳，中央部に旧地表の黒色上を掘りこんだ赤褐色の土壌が検出された。

2号墳，墳丘測量，主体検出，墳丘中央部に主体と掘り方を検出した。 3号

墳，掘り方の平面，断面実測，掘り方の掘り下げ。

3号墳，掘り方の部分を検出したが，又その下にさらに狭い掘り方と土体が

あったので写真撮影。

2号墳，王体部検出作業，約10cm位下げる，黄色粘土が主体部（木棺）の形

に部分的に検出された。南側掘り方はほぼ確認できた。 3号墳，主体部検出，

副葬品なし，写真撮影，主体部確認のために横断トレンチを入れ断面凶作成

(15cm幅）

2号墳，主体部の写真撮影と掘り下げ（遺物なし）， 3号墳，主体部の写真
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，
 2月20E:l 

2月21日-25l::l

2月26Ll 
・―
 

2月27日

撮影，主体部の横断面の写真撮影， 11区掘り下げ， 4号墳．王体及び掘り方

の検出．主体部の西側肩がはっきりしないが一部想定の線を引き主体部とす

る。午後写真撮影をおぇ．主体部の掘り下げを進めた（遺物なし），プラン

実測， I区マウンド削平をはじめる。

2号墳，主体部掘り下げ. 3号墳. II区地山面まで掘り下げ，N-0Section 

(3号墳.4号墳の周浬切り合いの状態の断面）写真撮影．主体部， A-0

（主体断面） W -0 Section (/甜渥部， 魏 出土状態） . 4号墳． 主体部

Section 実測， I区墳丘削平一黒色11:l表土に炉址を検出する。対策委員会。

2号墳，七体部実測及び写真撮影， I区11区掘り下げ，墳丘掘り下げ， 3号

贋 I区， m区地山直iまで掘り下げ．弥生時代の柱穴検出， I ・ II• 皿区壁

清掃, 0 S, 0-W, 0-N, 0-E断面写真撮影， 0-W断面実測中，

4号堵， I区炉址写真撮影. m区地山面まで掘り下げ，周浬より靱の口縁部

出土， m区下瞭沿掃，写真撮影終了， m区西咲， 11区西壁清掃， 0 -S, 0 
-W, 0 -N, N-S断面写真撮影。

2号墳，掘り下げと i一体の断面実測， 3号墳， 0-Wの断面実測と聡の取り

上げ，野介代遺跡調査開始。

2号墳．掘り下げ， 3号墳. 0 -E断面実測。

＇ 3月2lJ - 6日 2号堵， 1 区• II 区の墳丘掘り下げと m 区 •N 区の消掃，墳丘断面の写真撮

影， 3号培， 0 -S断血実測， 4号墳， I 区の弥生式土器取り上げ，西競•北

呟• 南咲の実測完fと束墜実測，野介代遺跡の調査のため第一次調雀を終了

する。

美作因府第二次調査開始。3月9且

“
 

第二次調査

附和46年4月13日 B地点ートレンチ設定，地形測量， A地点ー北斜面草刈。

4月」4日 北側斜面トレンチ設定， B地点～トレンチ調査完了，住居址 1' 土壌墓 1'

ビット 2を検出。

A地点 9号墳実測宝，北側斜面トレンチ 1-3まで完了，谷・地形測量， D4月15日

4月16日

4月19日

地点～トレンチ設定。

D地点～トレンチ掘り下げ（遺構なし）， 9号墳～発掘開始．表土除去, C 

地点，グリッド設定 (8m) 

9号墳周湿追求（直径12m位）， E地点トレンチ 4'住居址 1と柱穴が多く

出た。
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4月20日-24日

4月26日

4月27日

4月30日

5月 1日-5B 

5月6日

5月7日

5月8日-10日

5月11日-12日

5月13日

5月14H -15日

5月17日

5月18日

5月19日

5月20日

5月21日

5月22日-25日

5月26H 

天神原遺肪

9号墳周涅追求と清掃，写真撮影， E地点，地形測量， 1号住居址検出， 1 

号住居址の上に破壊された古墳があり陶棺の破片出土。表土除*(柱穴多数

確認） 1号住居址，柱穴群の検出と平面プラン検出及び清掃。

E地点― 1号住居址，柱穴群の消掃と写真撮影，内部掘り下げ。

E地点ー住居址掘り下げ， A地点， 9号墳地形測量。

E地点， 1号住居址清掃後写真撮影， 2号住居址一平面検出と一部掘り Fげ，

3号住居址―一部プラン検出，対策委員会。

作業休む。

E地点， 2号住居址，部分的に掘り下げ，床面検出と写真撮影，建物 l一柱

穴掘り下げ， I乱辺の柱穴掘り下げ， 3 号住居址ー•平面プラン径 6m全面検出 c

E地点， 3号住居址―平面プラン写真撮影と掘り下げ， 2号住届址一休伽検

出（貼床，柱穴プラン確認）

E地点， 1号住居址一平面実刺と割付け， 2号住居址拡張，ピット 1-6掘

り下げ， 3号住居址掘り Fげ，床面検出と泊掃， E地点ー表土除去。

E地点， 1号住居址，住居址実測と土器断面図作成，十．器断面丈測と土器取

り上げ，ビット柱穴を掘り始める。 2号住届址， ビ＇ノト 6を含む横断面図作成，

その他のヒ0'ノト掘り下げ（ピット 7のセクション）， 3号住届址，柱穴の掘

り下げと全面写真撮影， F地点ー表土除去と住居址半分検出。

E地点ー 1号住居址断面図実測，写真撮影， 2号住居址， ビソト 6完掘，底

面に士器片が密着して出土，ピット 3断由実謁ヒ° ット 7• 8W-Eセクシ

ョンにくり込み， ヒ° ット 1完掘， F地点， 4号住居址， 5号住居址。

E地点， 1号住居址断OO実測完了， 2号住居址ービット 8-11断面図完r.

ピット 1-11完掘し清掃と写真撮影（ヒ° ノト 4上由より石庖丁破片出土），

3号住居址一柱穴掘り下げと写真撮影，実浪りのやり方， F地点ー表十．除去。

E地点ー西側表士除去，柱穴掘り下げ， F地点，表土除去。

E地点， 3号住居址，遺物，溝状遺構撮影，表土除去， 2号仕居址，貼床の

部分を排土した後に別の周渥を確認する。 F地点，表七除去， ヒ゜ット掘り下

げ， E-F地点にかけてグリッド杭設定。

E• F地点 2,4 0 0 m', 70 %発掘 1,680mバ

E地点， 3号住居址実梱J, 2号住居址写真撮影， F地点， ヒ,"I 卜掘り下げ。

E地点， 2号住居址割付け，写真撮影，表土除去， F地点，写真撮影。

E地点，柱穴掘り下げ，表士除去， F地点，平板実測（用水路脇）

E地点， 2号住居址割付け及び平面実測， ピット群検出作業， F地点， 4号
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住居址プラン写真撮影， 5号住居址プラン検出作業および写真撮影。

5月31日-6月2日 E地点， ヒ°ット群写真撮影と掘り下げ。

6月5日 E地点， ピット 10 1 ・ 103•105 断面実測， 5号住居址掘り下げ，住

居内に貯蔵穴と推定される 4つ検出する。拡張と推定される壁帯溝を 2本確

認。

6月7日-8日

6月9日

6 月 10 日 ~14 日

6 J-j 17日-21日

6月231::l

春

6月24日

6月25日-26LJ 

6月28日

6月29日

6月30日

．
 

E地点， 3号住居址，貼床を除去し古い時期の床面および周溝，柱穴を検出し

実測を行なう（中央部に古いピット検出）写真撮影， 5号住居址，写真撮影，

ピット•周溝掘り下げ（ビットはいずれも浅く用途不明）中央ヒ° ット検出。

E地点， 3号住居址実測完了， 4号住居址掘り下げ，写真撮影，グリッド設

定， 5号住居址ー中央ヒ゜ット・全景写真撮影，グリッド設定， 6号住居址掘

り下げ， B地点， トレンチ遺構なし， G地点，束谷斜面にトレンチ設定c

F地点， 5号住居址実測， E地点ー2号住居址実測， G地点ートレンチ掘完

了，遺構は検出できなかった。

2号住居址ーBB1断面図作成と完了， 5号住居址一平面図，横断面図作成，

貼り床除去， ビット 108•109 掘り下げ70-80cmの深さ。

F地点ー 5号住居址， ピット 107-111まで写真撮影，セクション断面

実測後掘り下げる， 6号件居址，平面図完了。

5号住居址一新たにヒ。ソト 11 2発見，断面図作成後掘り下げ， 6号住居址

一断由図作成，写真撮影（完了） 4号住居址，平面図，断面図，写真撮影

（完了）

5号住届址一平面新面実測，‘廿真撮影， B地点一土壊産 1'短頸壷 1'¥ヤ紺i

断向実測，写真撮影，対策委員見学。

E地点，柱穴群一部掘り下げ， B地点，住居址周辺の排十ベ

9号墳主体部検出作業， E地点，柱穴群清掃， 5号住居址十縮尺トレース。

B地点，住居址周辺の排土， 9号墳ー黒色土掘り下げ，巣色土中に弥生の遺

構が検出された。従って 9号墳の土体は削半されたものと推定される。

7月2日 A地点ーSmグリッド設定。

7月3日-5l:l A地点ーグリッド，表土除去，掘り下げ， B地点ー表士除去， F地点ー5号

住居址実測，清掃，文化課誨査員等見学。

7月6日-8日 5号住居址ー写真撮影，実測すべて完了， 9号墳―1日地表まで表土除去， A

地点， 3D掘り下げ完了，グリッド 3D地点より前期の土器（甕）出土。

7月9日-10日 A地点ー3E掘り下げ，表土除去完了後清掃（暗褐色層から須恵器片多数出
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7月13日

7月14日

7月15日

7月19日

7月20B 

7月21B 

7 月 22 日 ~27 日

7月28B 

7月29日

7月31日

8月3日-4日

8月5日

8月6日

8月7日

8月9日-10日

＇ 

8月11日

8月12日

8月13日

8月17日

土）， 9号墳写真撮影， B地点， 7号住居址写真撮影と掘り下げ，完掘，塩

平板実測， E地点ーピット群実測，土城墓o

A地点， 3E消掃（幅50cmの溝状遺構確認）， 3D黒色土層より須恵器片

（壷2' 高杯）多数出土。

A地点， 3D掘り下げ完了， B地点， 7号住居址写真撮影。

A地点， 3B-Dの柱穴掘り下げ， 3 F, 2 F表土除去。

A地点， 1 E, 2 E表士除去。

1D•2D•lE ・ 2 E表土除去，削りによる泊掃。

1D•2D·1E•2E 柱穴掘り， 1 C・2 C表土除去， 9号墳＋．手除去。

雨天のため作業中止。

1B•2B•3C の清掃， 3 Fの表土除去。

1F-3F表土除去， 1 Eヒ° ソト 20 0 3掘り下げ完 T, ピット 20 0 2掘

り下げ中，写真撮影， 2Dヒ'.':Jト20 0 1一部写真撮影終了， A地点のヒ°ッ

ト番号は 20 0 0番台とする。 1C石組遺構検出（高台付き土器・布目瓦出

土）写真撮影。

2 F• 3 F表士除去， ピット 20 0 1・20 0 3写真撮影， 1 D• 2 D泊掃。

lG-3表土除去， 1G•2G 清掃， 1 H・2H表土除去。

1F-3F, 1G-3G, 1H-3H, lI-31溝状遺構。

1G•2G•3G表土除去。

1H-3H完了， 2I•3I•3L 表土除去完 r 。 3G 遺構検出作業， ビ＇ノ

ト20 0 1・20 0 2実測， 2 0 0 4実測完了。

1F-3F ・ 1G-3G• 1H-3H•2I-3I 遺構検出， 1G-2G住

居址 1. 1 F住居址？，ビット 20 0 1実測，土器取り上げc

ピット 20 0 1実測，土器取り上げ， 2I•31•3J 泊掃，全景写真，柱

穴掘り下げ， 3Eの溝 l掘り下げ，遺構見取凶。

A地点， 1区2区柱穴掘り下げ， 2 0 0 1実測， 2 0 0 5実測土器取り上げ，

1 D• 2 D造構検出。

A地点 2区1D• 2 D土城の検出作業，士城 20 0 6掘り方はじめる o D縁

部直下に 3本の沈線をもつ甕が出土（前期の七城か？）， ピット 20 0 7掘

り下げ開始， ピット 20 0 1セクション実測， 1 D・2 D数基の土溝が検出，

l 区柱穴• 住居址掘り下げ開始。

A地点， 9号住届址 1Fに検出，写真撮影， 10号住居址 1G-2Gにかけて

検出，床面一部検出，住居址内に ・杯• 高杯• 土帥器・ 壷を伴う土壊径検
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8月18日

嶋

出 (2008)

8号住居址 1Eで検出， 10号住居址床面検出 (4本柱）住居址内より小型台

付き壷• 浅鉢• 高杯検出， ヒ~''/ト 2 0 0 8写真撮影， ピット 20 0 1実刺，

土器取り上げ。

ピット 20 0 1実測， 8号住届址一部掘り下げ，写真撮影， 4本柱検出，固

辺部ベット状をなす，床面検出， ビット 20 0 9掘り下げ，プラン検出，写

真撮影完了，土壊墓，土器実測，取り上げ (2008),10号住居址床面検

出， i肖掃と写真撮影，柱穴掘り下げ， 1 H遺構検出。

8号住居址一床面追求作業，柱穴掘り， 10号住居址柱穴掘り，西斜面溝第 l

調査区 (8C-8D)表土黒色土の排士。

8号住居址一士手の写真撮影終了後実測完了，士手のとり払い， 9号住居址

平面実測完了， 10号住居址ー中央ヒ゜ットの断面・写真撮影と実測，三条の溝，

周溝の掘り下げ，ピソト 20 0 9円形の溝掘り上げ， （溝の底から士師器の

壷出土），溝第 1調壺区ー表土並びに黒色士の除去完了，溝第 2謡査区一耕

土層の除去開始，対策委員会。

8月27日-31日 酉斜面地形測量，溝第 3醐針区ー表土除去， 8号住居址ー東半分の柱穴を探る

る作業，床面検出，溝掘り下げる。

8月19日-21日

8月24日

8月25日-26日

•-

｀ 

9月1日-2日 溝第 3調査区完了，溝第4誨査区掘り始め，表土除去．ビット 20 0 1実測

と土器取り上げ， ピット 20 0 1溝状掘り上げ，ビット 20 1 2• 2 0 1 3 

• 2 0 1 4掘り上げ， A地点ー遺構平板実測（富）

9月3日-4日 溝第 4調蒼区表土除去,A地点小ピット掘り下げ．ビット 20 0 1掘り下げ

および図面作成 (13枚目）， 8号住居址写真撮影，ビット 20 1 0掘り下げ。

9月 7日-8日 溝第IV調査区表土除去完了，溝第V調査区表土除去開始， A地点 1区・ 2区

一平板実浪lj完了。

9月9日-13日 溝第V醐査区表土除去，ヒ°ット 20 0 1ほぼ完了，写真撮影完了， 8号住居

址写真撮影. 9号住居址実測完了， 10号住居址割り付け，ヒ°ット 20 1 1 

(III E)写真撮影ピット 20 1 0清掃と写真撮影。

9月14E:J -16日 ヒ°ット 20 1 0写真撮影完了．割り付け完了， 8号住居址～割り付け，平由

実測， 10号住居址～土器実測と平面実測，遺物実測，取り上げ，文化課誨歪

員見学。

9月20日

9月21日

9月22日

4 K• 5 K表土除去，久米東（宮尾遺跡）第一調査開始，橋本が担当。

ピット 20 I 0実測開始， ビット 20 I 4遺物検出作業，対策委員会。

8号住居址平面実剃，断面図完了， IO号住居址平面実側， ピット 20 I 0平
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面実測， 4K•5K•4J • 5 J遺構検出作業。

9月23日 4 K• 5 K泊掃，溝第V調査区清掃。

9月25日-27日 4I•5I•6I 表土除去， 8号住居址～柱穴断面及び見透し図作成，平面

図補足， 10号仲居址，セクション断面図。

9月28日-29B 8号住居址， D-D'断面図作成， 10号住居址～断面図完了" 5 H• 4 H表

士除去， ヒ°ット 20 1 0ーあぜのとり払い後清掃，写真撮影。

9月30日-10月1f:I 10号住居址ービット 20 0 9完了， 20 1 0プラン完了， 8号住居址一

T3完了， 4H• 5 H表十除去，清掃。

10月2日 4 H・5 H耕土排上。

10月5H 

10月6日

10月13日-14日

10月15日

10月18日-23日

10月25日-26日

10月27日

8号住居址ー 4T (柱穴）写真撮影， 5H•4H•4I•5I 遺構検出作業。

8号住居址掘り上げ完了，写真撮影，柱部分写真撮影， ピット 20 1 4土器

検出作業4Jーシスト実測，写真，掘り下げ，ピット 20 1 0実測，掘り下

け。

4区完了，ヒ0'J 卜20 1 0実測，

5Kービット掘り， A区のグリッド設点。

A地点4区ー遺構検出作業及び柱穴・ピット掘り下げ， 5K長辺 1m9Q, 短

辺 ]mlO, 長万形土贋確認， ピット内より遺物が多く出る。

H-4区ヒ°ット住居址と確詔， 11号住居址一溝状遺構掘り下げ， 10号住居址

写奥撮影，士器整理。

11号住居址一掘り下げ，休面溝およびビット（柱穴）を残してほば完了，断

面写真撮影， 12号住届址ープラン確認，掘り下げ， ピット 20 2 0掘り下げ

(12号住居址をきっている。）溝状遺構掘り下げ。

10 月 28 日 ~30 D 11号住居址一清掃後柱穴周溝プランの写真撮影， 12号住居址とビット 2010

の掘り下げと実測。

11月2日-4日 ヒ0'ノト 20 0 9, 土層断面の実測と土堤取， 12号住居址掘り下げ，上層断面

作成，ピット 20 2 0写真撮影，ピット 20 1 9土層断面作成。

11月5B-9日 ピット 20 1 0ー写哀撮影，溝④@6§ ⑮まで掘り初める。◎の一屑二屑の

設点近くから土器梵中がみられた。ピット 20 2 0平面図作成，溝掘り，ヒ°

ット 20 1 0写真撮影， シスト写真撮影， ピット 20 2 0断面図作成， 11号

住居址ー割付け後平面実測開始。

11月10日

11月11B 

ピット 20 2 0写真撮影．断面図作成， ピット 20 1 0平面掬作成， 11号住

居址平面図作成。

ピット 20 2 0実測完了， 12号住居址ーヒ゜ y 卜20 2 0にかかる部分の掘り
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11月12日

“』

下げ。

溝レ・ソー土器検出作業，溝イ～ツまでt肖掃， ピット 20 2 1掘り下げ完了，

12号件届址 ・12H一清掃後写真撮影。

11月15H~16 日 3区表土除去， 12号住居址写真撮影，木炭検出作業， ヒ°ット 20 1 0実測完

了。

.. 11月17日-22日 ヒ° ソト 23検出，写真撮影，掘り下げ， 4E•5E•6E•7E 表土除去， A

3区耕土除去， 11号住居址平面図実浪リ， 12号住居址，炭化材の検出，写真撮

影，実祖lj, 割付け， 13号住居址プラン検出，溝イロハニまで写真撮影。

11月23日-26日 13号住居址掘り下げ， 3 区拡張， 12号住居址一平面図•木炭断面実測および

仄面・柱穴の検出完了， 11号住居址，斗勺旬圏，断面図実測， 3E耕土除去，

文化課調査員会議。

11月27日

12月2日

対策委員会。

謁査員会i義，）

.-) 

12月 3日-7 Ll 12号住居址平面実測， 13号住居址ー中央ピット検出および割付け， 14号住居

址—―石および土器出土状態写真撮影，割付け， 15号住居址掘り下げ， 16• 17 

号{t居址検出。

12月8E:l 12号住居址木炭断面， 15号住居址掘り下げ，断面清掃，写真撮影， 16号住居

址掘り下げ， ビット 2020·2023•2024 掘り下げ， 11 号墳掘り下

げ， 3区除去，グリッドくいうち。

12号住居址木炭取り上げ． ピット中央穴掘り下げ，写真撮影，実測， 15号住

居址断面丈測図• 溝掘り下げ， 13号住居址実測， 11号墳一掘り下げほぼ完了，

写真撮影， 14号住店址一平面• 断面実剃完了，写真撮影， 17号住届址プラン

検出，対策委員会。

14号住居址遺物取り上げ，溝ピット掘り下げ，写真撮影， 15号住居址遺物出

上状況写真撮影， 16号仕居址掘り下げ， 3区清掃， 2 0 2 8は周溝を持つヒ°

ット， 1 2 3 A ・12 3 B耕作上排土， 3E柱穴掘り下げ。

12月21日-22日 11号住届址外溝断面写真撮影，実測， 14号住居址平面図，断面圏実測， 15号

12 月 10 日 ~13 日

12月14日-18日

12月25日

住居址一柱穴プラン写其撮影， ヒ°ット 20 2 3平面実測。

12月23日-24日 ビット 20 0 1割付け，実測， 10号住居址ー外溝の検出・ 掘り下げ， 13号住

居址実測終了， ピット 20 2 3断面実測， 17号住居址掘り下げ， 1 B・2 B 

• 3 B耕土除去， 3Bより石庖丁出る。 15号住居址平面実測と柱穴掘り下げ，

18号住居址平面実測，天神原遠景写真撮影， 1A-3A表土除去。

10号住居址排水溝平面実測， 13号住居址断面実刺， 18号住居址断面実測， ピ
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ット 20 0 1底面検出，ピット 20 2 8 検出・写真• 土城象・ 2号墳下清掃，

1A-3A盛土除去，地神撤去。

12月26日～昭和47年 1月5日 作業中止。

昭和47年 1月6日 A地点 2区耕土除去。

1月10日 西斜面グリッド設定， 2 区平板実測 ¾o, 4区南遺構検出，押入西小屋，事務

所完成。

1月12日

1月13日

1月14日

排水作業，展示会用の遺物写真撮影。

西原遺跡土器洗い，遺物整理，地図，図トレース，展示会用スライド。

報告書図面トレース， B地点掘り下げ，住居址・柱穴検出，西原遺跡土器洗

し'o

1月15日

1月17日

1月18日

1月19日

1月20日

1月22日

B地点掘り下げ， 2問 X3問の柱列確認，図面トレース， 12号住居址復元，

西原遺跡土器洗い。

連絡会議，東備西播分布詭査。

溝イロハニホ掘り，排士，報告書作成。

溝イ～ホ～チまで掘り下げ，写真撮影。

士器整理，西原遺跡土器洗い，赤野遺跡調査開始。

ホにかかる土層断面作成， 6 I• 6 H掘り下げ， 6 J溝を横断面実測， 6K 

土器出土状態実測，⑪まで掘り下げ。

1月23日-25日 土器整理，展示用土器復元。

• 
． 

1月26日 5E平面実測， 11 号墳平面実測，溝 7G•7H(ヌ・ル・ヲ区）掘り下げ，

ヒ°ット 20 0 1写真撮影（展示用）

1月27a 溝ヲ～ヵまで掘り下げ，ヌまでの実測のやり方設定， 11号墳平面実測完了，

5 E平面実測，土器洗い。

1月28日 6 I -7 I平面実測完了，ヲまで溝の排土完了，土層の写真撮影，キまで溝

の排上行なう。

1月29[3 ヨー掘り下げ， 11号墳， B-B'断面写真撮影，実測， 5 E実測，対策委員

会。

1月30日-31日 溝 8E•9E•9D掘り下げ， 5 E実測， 11号墳B-B'断面偲完了，溝8

G• 9 G。

2月1日

2月2日

2月3日

2月4日-8日

溝出上土器洗い，土器凶トレース。

ピット 20 2 4• 2 0 2 7セクション実測，ヒ° ット 20 2 5写真撮影。

5 E実測，補足調査，溝ツ掘り下げ，土器整理。

土器洗いと整理， B地点柱穴掘り下げ， 5E遺構掘り下げ。
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2月9日

2月10日
雇
t 2月12日

紬―

3月1日

3月3日

3月4日

3月 6日

3月7日

3月8日

3月9日

3月10rl 

3月11LJ 

．
 

B 地点山道にかかる柱穴掘り下げ完了， 13号住居址—貼り床の除去，写真撮

影，ピット 20 0 9柱穴掘り，土器整理， 6F-

図面整理o

天神原遺跡の調査を中断し押入西遺跡の調査に従事する。

調査員 l名が溝の調査再開，断面図作成。

2の土晒セクションを取る。土手の撤去を行なう。

溝土器溜りNu3, 平面実測。

連絡会議。

土器溜り， Nu3平面，断面終了。

土器溜りNu5の平面実測，溝士層，セクションNu3完了。

上器溜り， Nu5平面実測終了。

土器溜りNu5断面凶作成，溝西端の落込みを掘る。

Nu 4土層断面作成，土器溜りNo5 -6取り上げ，溝に残る上器溜りおよび士

庖断面ほぼ完了。

3 月 13 日 ~14 日 溝土陪セクションNo1の作図完了，溝の西端より北よりに50cmの所の落ち込

みを掘る。

3月15日 C地点ー調査開始のためにベルコン設営．溝西側より弥生中期の土器出土，
働

17号住居址ーセクション実測作成。

3月16日-18日 17号住居址セクション土手の写真と撤去， C地点の北から東よりに耕上除去

開始，津山文化センターで展示会 Cl8日まで）

溝の西側遺構掘り下げ， 16• 17号住居址掘り下げ， 19号住居址検出，掘り下3月19日

げ。

鼻

3月21日 係会議。

3月22日 16号住居址一土庖断面の作図と写真撮影，柱穴掘り， 17号住届址一排水溝を

掘る。 C地点耕作土除去，道路公団津山工事事務所長見学。

3月23日-31日 C地点ー北側の耕土，排土作業，耕土を約20cm厚さ除去すると地山面が露出

し柱穴が多数検出されている。

土器整理（押入酉），圏面整理。人罪異動により，河本・下沢転出。

溝平面図

4月 1日-8日

4月11日

4月12日-14日 C地点耕土除去，ベルコン 7台小中遺跡へ.5台平遺跡へ搬出， A地点15号

住居址一柱穴掘り下げ，平面実測， 17号住居址平面図作成， 16号住居址ーヒ°

ットおよび排水溝を掘る。

4月15日-16日 雨天のため作業中止。
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4月17日

4月18日-21日

4月22日

4月24日-25日

4月26日

4月27日

5月 1日

5月2日

5月3日

5月 4日

5月5日

5月6日

5月7日-sa 

5日9日

5月11日

5月12日

天神原遺跡

連絡会議。

C地点耕土除去， 16号住居址一平面図，土層断面図，写真完了。

15号住居址一平向• 断面実測全体写真撮影完了，，16号住届址一断面医・全体

写真終了， C地点耕土除去。

15号住居址一平面実測と補足調査， 19号住居址ープラン清掃，写真撮影， C

地点耕土除去，新東主事応援 (5月末まで）

土器整理（押入西）

C 地点耕上除去， A地点—全体写真および部分与真， 19号住居址掘り下げ。

係会議。

19号付居址一柱穴掘り下げ，割付け，断面図作成， ヒ° ット 20 1 8半向実測，

割付け，ピット 20 1 9• 2 0 2 0写真撮影， A地点-3区平板測量完了，

開発公社林技師・大賀技師応援。

ヒ° ット 20 1 9 -平面実測完了，ピット 20 2 0 -平面実測完了， ピット

2 0 1 8-平面・ 断面実測，遺物出土状態写真撮影， 16号住居址～補足識査，

19号住居址～中央ヒ°ットから放射状にのびる溝，岐溝，排水溝の梱り下げ，

A -4 -G• A -4 --F のピット確認作業，栗野• 高畑• 二宮• 田仲主加も

援。

A地点 II 区• IV区， B地点の平板実測， ピット 20 1 9・20 2 0完f, ピ

ット 20 1 8 -平面・ 断面実測と掘り下げ， 19号住居址～排水溝，窮真撮影，

柱穴，断面実測，出土逍物賂理。

19号住届址～平面実測，新面図，写真，遺構写真， II・lI1区～柱穴確謎. B 

地点～建物lII, ピット 20 1 8 -実測・与真，土器取り上げ， ピ＇ノト 2027

～平面実測。

19号住居址～平面図作成終了，遺構掘りドげ，半固写真， 16・17・19号住居

址～写真撮影， A地点～平板実測完了，令休写真撮影， B地点～建物 IIおよ

びlII検出，写真撮影， C地点-I区柱穴掘り下げ。

19号住居址～遺構検出，掘り下げ，建物 2• 3 -丈測，平板側贔完f, C地

点～乱贔，遺構掘り下げ，遺物整理。

19号住居址～断面図作成， C地点～遺構掘り下げ。

19号住居址～下層の柱穴検出，断向実測，建物 II• lII -掘り上げ写真終了，

全体写真撮影。

19号住居址～最終掘り下げ，断面実測，写真撮影， C地点～遺構検出，掘り

下げ。
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遺物整理 o

C 地点～遺構検出，平板実測， 22号住居址～検出，掘り下げ， 20• 21号住居

址～検出，一部掘り下げ， 4区包含層掘り下げ， 1区完了。

5月16H -17日 22号住居址～写真撮影，平面・ 断面実測完了， 19号住居址～補足実測， 20•

5月13日

5月15日

5月18日

5月19日

5月20B 

5月21日

5月23日

5月24日

f
 5月25日-27日

.. 

5月29日

21号住居址～掘り下げ， C・-4区包含層掘り下げ。

C地点 2区-23号住居址検出，約llm,20号住居址～炉検出， 3区・ 4区～

平板実制。

C地点-23号住居址検出， 20号住居址検出，第 1トレンチ実測。

C地点 4区～第 2トレンチ西側断面実測， 24号住居址～検出，掘り下げ， 21

号住居址検出，掘り下げ， C地点 4区～プルドーザーにより表土除去， ヒ° ソ

ト44 0 2 -土器取り上げ， 20号住居址～検出，掘り下げ，対策委員会。

C 地点 3• 4区～表土除去， 23号住居址掘り下げ， 4区～清掃，遺構検出。

C 地点-4 区清掃，検出， 20• 21号住居址掘り下げ， 3区～清掃，検出。

20号住居址～実測・遺物取り上げ，写真撮影， 23号住居址～上面貼床部分の

除去。

20・21号住居址～平面実祖ij,23号住居址～平面実測， 24号住居址～据り下げ，

床由土器出土状態写真撮影，土層断由写真撮影，実測， 25号住居址～平面プ3

ラン検出および掘り下げ，写真撮影， 26号住居址～平面遺構検出後写真撮影，

平伽実測， C地点 3区・ 4区～遺構検出作業， 3区～ピット，柱穴検出作業，

ビソト 43 0 I• 4 3 0 2• 4 3 0 3• 4 3 0 4• 4 3 0 6• 4 3 0 7-プ

ラン，写真撮影，掘り下げ，断面。写真整理。

20号住居址～鍛冶炉，断面調査， 23号住居址～平面実測，貼床部分断面撮影，

24号住居址～ヒ° ソト掘り下げ，平面写真，実測割付け， 25号住居址～写真撮

鬱実測割付け， 26号住居址～鍛冶炉，断面調査，ヒ° ソト 43 0 2掘り下げ

C地点 3・4区～遺構検出作業，写真整理。

5月30日-31日 23号住居址～平面実測， 24号住居址～平面実測，写真撮影，遺物取り上げ，

6月1日

25号住届址～写真撮影，断面実測， 26号住居址～鍛冶床断面実測，写真， ヒ°

ソト 43 0 1 -平面・遺物実測， ピット 4302•4304-掘り下げ，井

戸か， c 地 3• 4区～遺構検出。

20号住居址～鍛冶炉断面実測， 23号住居址～平面実測，中央ピット～十字断

面実測図，排水溝断面図， 24号住居址～平面実測偲，貯蔵穴掘り下げ，ビッ

ト 4404-掘り下げ， C地点 3• 4区～柱穴半断面掘り下げ， D地点谷溝，

ビット断面，セクション図，写真撮影。
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6月2日

6月3日

6月4H 

6月6E:l 

6月7日

6月8日

6月9日

彎

6月10日

20号住居址～鍛冶炉断面，写真撮影， 23号住居址～排水溝完了，全体写真完

了．平面図ほぽ完了， 24号住居址～平面図完了， ヒ゜ット 4301•4304

～掘り下げ，断面図作成，平面図作成， C 地点-II•ill 区・建物IV-柱穴掘

り下げ。

24号住居址補足，土器整理，器材格理。

排水作業， 24号住居址～写真撮影， C地点-3区写真， 4区～建物IV検出，

写真，建物V写真。

C地点～全体写真，柱穴，土器掘り上げ，器材整理。

遺物（押入西遺跡）を平遺跡へ運搬，べ）レコンを宮尾遺跡へ運搬。

23号住居址～断面実測,24号住居址～遺物実測，掘り下げ， 26号住居址～写

真撮影，狼谷• 北山• 宮尾遺跡へ器材搬出。

23号住居址～断面実測完了， 24号住居址補足， 27号住居址～対策委員からの

指摘で宅地の一部にトレンチを設定し検出， ピット 43 0 1-掘り下げ．実

測，写真撮影，津山市立中央公民館へ天神原・押入• 西原•野介代遺跡の遺

物搬出，小中遺跡へ器材搬出。

27号住居址～実測，写真，平遺跡へ器材搬出。

彙｝
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第 3章遺跡の地理的歴史的環境

岡山県津山市街地の東に，吉井川の支流，加茂川の低地がひろがっている。加茂川が形成した最

： 大の低地である。

低地は海抜90m-1 0 5 mで低位の段丘もみられる。低地の中央部を蛇行して流れる加茂川も川

東，浜崎井の口に流路を残しているが右岸には比高約 2m前後の沖積段丘がみられ，かなり早くか

ら安定していたと考えられる。

この低地の北辺には標高 16 0 m-1 4 0 mの第三紀丘陵がめぐっている。

北辺に高野丘陵，西辺に川崎丘陵，東から南にかけて河面，河辺丘陵である。これらの丘陵は津

山盆地において一般的に見られる景穀で樹技状に侵食され，谷水田が谷頭部までおよんでいる。ま

た，加茂川の右岸昼野本郷の夜半寺，西高下，高野山西の山西，左岸の天神原，河辺，上原には標

高12 5 m前後の段丘がみられる。天神原遺跡はこの段丘に位置している。

天神l泉遺跡は天神原古墳群，天満神社支群として，古墳7基の存在が知られていた。

弥生時代の遺構の存在は第一次調査前の表面採集による二片の土器であったが，数年前にヒ゜ット

状の遺構を渡辺健治氏が発見されていたことが後日明らかになった。したがって，天神原遺跡と呼

称することにした。

本遺跡の固辺では国分寺付近より旧石器時代の万能石器が採集されている。縄文時代の遺物は津

皇

患 由盆地東部はきわめて少なく，弥生時代前期の遺物も夭神原遺跡の出土例は，一丁田遺跡についで，

津山巾でこ例日というほどである。しかし弥生時代中期以後の遺跡は増加する。

岡田遺跡は昭和46年津山市教育委員会が調査し，弥生時代中期～後期の集落であることが明らか

になった。住居址，袋状の貯蔵穴がかなり検出された。また，井の口車塚付近からも弥生時代後期

U)七器が採集されている。

古墳の分布は加茂川の低地をめぐって，きわめて多いし，発掘例も比較的多い。

高野山西にある正仙塚は全長65mの前方後円墳で，長持形石棺からは直径 11. 8 cmの舶載鏡「半

円方形帯神獣鏡」 「変形四獣鏡」勾玉，管玉，鉄器，土器帥などが出土し 4世紀末に比定されてい
（註 1)
る。

．
 

押入飯綱神社古墳群は4基の古墳で構成されそのうち，昭和45年調査された 3号墳は， 1辺約11
（註 2)

mの方墳で二段の葺石をもち，箱式石棺を主体部にもっていた。

さらに南の能満寺古墳群は24基で構成される後期の群集墳で，調査されたE古墳は小横穴石室内

に陶棺2個があり， 6世紀末葉に比定されている。

加茂川の左岸では近長四塚古墳群がある。全長52mの前方後円墳， 1辺17mの方墳， 2基の円墳

で構成され，加茂川からの用水のとり口の丘陵上に位置する 5世紀代の古墳である。河面には河面

丸山 2号墳は土師器の亀甲型陶棺を内蔵していた。
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さらに，加茂川の攻撃斜面に比高約50mの第三紀丘陵があり，丘陵上には 5支群44基で構成され

る井の口古墳群がある。マイマイ塚支群は10甚で王墳井のD車塚（マイマイ塚）は全長36mの帆立

艮式古墳で葺石，形象埴輪，須恵器，などが出土し， 5 tit紀代に比定されている。また，車塚の陪
（註 3)

塚と思われる円墳からは家形埴輪が出土している。

天神原支群は15基でほとんと陶棺を内蔵する。横穴式石至墳であるし＼本識令の対象となった大禍

神社支群は 8基で構成され， 1号墳は酎端に位置する直径約20m高さ 2.5 mの円填で，一部盗堀をう

けている。 2号墳は調査の結果直径10m, 底さ 1.3 m木棺恒葬墳であった。 3号墳に胆径!Om,高

さ1mの木棺直葬墳で，周濃から須恵器 ，杯が出士し， 6世紀初頭に比定できる。 4号墳は約 9

m, 醐さ 1.1 mの木棺阻葬墳で，変形方格規矩文鏡が 1面出土した。 5号墳は天満神社の境内にあ

るがそのf以上を破壊されている。 6号墳は前方後円墳と考えられ．河原石が散乱しており葺石の
存在が考えられる。長さ25m,後円部の高さ 4mを測る。 7号墳は最も北端に位置する直径約20m,

高さ 1.5 mの円墳である。 8号墳はやや西よりの突出部にあり，破壊された横穴式石室墳で．直径

13 m, 渦さ 2mの円墳である。

なお，本調丑の結果，削平された円墳が 3基と小型の横穴式石奎が検出された。 9号墳は悼径約

9 m, 10号墳は 9 m, 11号墳は，河原石を使った石室であるが破壊されていてその正確な規校は

明らかではない。

以上のように，天満神社支群は 6号墳， 7号墳を主墳にした古墳群である。

美作国分寺の東丘陵上には観音止古墳群，長畝山古墳群がある，後者は北支群16基，南文群12晶

で構成されている。

広戸川の左岸にも前方後円墳を含む古墳群が存在している。

歴史時代では加戊川の低地に条里制地割が遺存している。美作囚分寺は且類，い］由硯，埴，礎石

なども出士し，現在の国分寺を包括した 2町四方の寺域が考えられている。高野の夜半廃寺は平安

時代建立の寺院址である。

註― l 津山市史第一巻原始・古代昭和47年

2 岡山県理蔵文化財発掘誦杏報告 4飯綱神社古墳 1 9 7 3 

3 渡辺健治氏のご教示による。

．．
 

．
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第4章 第一次調在の概要

鼻

}

• 

’
 

第一次調蒼は昭和45年11月24日より昭和46年 2月10日まで古墳の調壺とトレンチによる弥生時代

の遺構の広がりを確認する目的で調査を実施した。

天満神社支群 2号墳

直径約12m, 周湿から高さ 1.5 mの円墳である。

主体部は，墳丘の中央に束西に設けられた木棺直葬である。木棺は青灰色の小石まじりの粘土で

固められた，長さ 2.2 m, 幅0.5 m, 深さ 0.3 mを測る。柁内には全く追物が検出できす，棺外に

おいても同様であった。

墳斤は， 1日地表面をわずかに幣地したのち，周囲から採土して盛り上けており，盛り土の彫さは

0. 5 mであり，固渇と思われる輻 1.2 mの部分は＿＋取りのあとと考えられる。

遺物は，墳丘盛士内から出土した狽息器片が数個だけで，古墳0)時欺決定の資料とはなりえない。

天満神社支群3号墳

直径1011, I乱渥よりの高さ 0.7 mの円墳である。

「休部は，墳斤中央にはほ東内に設けられた木棺直葬である。木棺は旧地表を約10cm垢り込んで

おり，堀り方は更に広い。木棺は長さ 2.2 m, 幅0.5 mで，深さ 0.3 mで，棺内からは遺物は検出

でぎなかった。

・

墳丘ば七砂が流出して低くなっているか，幅 1.6 m, 深さ 0.2 mの周渥がめぐってし，る。そして，

Ill地表LO)盛り士は，墳頂で 0.5 mを測る。

柁外逍物としては，南西部の墳丘斜面とJ[;Jt良内に須恵器片が散布しており，須恵器坑蓋 1, (ロ

径12cm, 器高 5.7 cm) , ± 小身 1' (口径11cm,器裔 4.8 cm) , 完形に近い認 1, (口径約9.8 cm, 

器高10cm, 胴部最大径11cm, 西側馬渥底から出土・肩部と U縁部に波状文）が確認できた。

それらの遺物から， この古墳0)時期を 6C初頭と考えて妥当ではなかろうか。

天満神社支群4号墳

直径 8m, 底さ 0.8 mの円墳である。

土体部は，北束～南西向きに，中央よりやや北にかたよって設けられた木棺血葬である。長さ 2

m, 幅0.6 m, 深さ 0.3 mを剥るが，木棺の北に青銅鏡が南に向けて出上した。鏡はイ打製鏡で，直

径 0.9 m, 鏡背文は変形の方格規知文である。墳丘の盛り土内からは数片の須忌器片が出土しただ

けであった。

1日地表上への盛り士としては，現墳頂まで 0.6 mを測り，周湛は粽 1.3 m, 深さ 0.2 m墳丘の周

囲をめぐっている。

天神原遺跡

大神原における中国縦貫自動車道の用地内の総面積は 13, 0 0 0 m'をこえる。
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亀

の畑をC地点とした。 A地点と C地点は4mのグリッドを設定したが， トレンチは，幅 2rnのもの

を4m間隔に設定した。 B地点は 2mx2mの坪掘りをした。

◇ A 地点

古墳の立地する段丘上は，古く神社の敷地であったらしく，遺構は削平されていると考え段丘の
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第 8図 4 号墳平面図• 断面図

西斜面にほほ東西のトレンチ（幅2m)を設定した。後世の開墾によって地山礫層が露出している

部分を除いて， 7本のトレンチを設定し，斜面の下の浅い谷には， それらに直交するトレンチを 3

本，第 3トレンチの延長上に 1本のトレンチを設定した。

第 1トレンチでは，斜由にかかる部分で直径約4.5 mの住居址を検出した。

第2トレンチでは， 10偽の柱穴と住居址らしい遺構を検出した。
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第 9図 4 号墳主体平面図• 断面図

□ 

゜
10cm 
CD  

第 IO - I図 3号墳出土遺物

第 3トレンチでは，斜面には柱穴が数個検出されただけであったが，谷への延長トレンチでは，

廂約 2mの溝状遺構が検出された。これは，昭和45年 7月の岡山理科大学の調査でピットと考えら

れていたもので第 9トレンチにあらわれていた。

第 5• 6• 7トレンチにも溝状追構は検出され，道路用地内での総延長は， 8(Jmにもおよぶ溝で
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天神原逍跨

＇ 

喜

t
 

iliiiill .:. ヽ
第 10-2図 変形方格規矩文鏡拓影 (4号墳出土）

ヽ

あることがわかった。

溝は斜血を斜めに走り，舌状の段丘をめぐっているのではないかと思われる。溝の横断面は，上

幅2.2 m, ート底幅約 1.5 mOJ逆台形を紐し，溝内には，弥生時代後期木葉の土器を包含している。

2• 3• 4号墳OJ墳丘盛土中にも，弥生時代後期末の士器片が混入しており，墳丘下にもそれぞれ

柱穴・炉址などの遥構が検出された。

◇ B 地点

2ケ所の坪掘りをしたか，遺構は検出できなかった。また， B地点の大部分は，屋敷跡で，遺構

は削平されていると考えられる。

◇ C 地点

第 lトレンチ28m, 第 2トレンチ40m,第 3トレンチ44mで，耕土庖の下には，弥生後期末の上

器を包含する黒色土I晋が，全由に広がっている。耕土肥からは，須恵器・瓦器も出土している。黒
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大神原遺跡

色土層は南に厚く，北に薄く，第 2第3トレンチの北半分では，黄色の地山に掘り込まれたヒ゜ット

・柱穴・ 住居址らしい遺構が確認された。

まとめにかえて

1. 2号・ 3号・ 4号墳は，いずれも墳丘，主体，周渥の規模は類似している。また，棺内に遺

物をもたない点でも共通している。群集墳盛行期より，さかのほった時期0)古墳群ではなかろうか。

2. 古墳それぞれが，はっきりした周浪を持っており，ほほ同時期と思われる燐接した 3号墳と

4号墳の周渥が切れ合っていないことから，周虚のもつ性格を坐域と考えることもできよう。

3. この大神I泉0)舌状段丘上に，弥生時代後期から古墳時代初期への過渡期の集洛の存在が推剃

できる。

4. 全国でも，類似逍跡の全面諷査は少なく，本識査では，段丘斜面の溝状遺構と集落との関連

を把握する資料を得ることができよう。

5. 第 2次謁査（本調生）ては，謁丑面柏が広く， 9号・ 10号墳の調査もあり，今後長期間の調

丑が必要である。

第 5章 第二次調査の概要

第 1節 遺跡の概要

本遺跡の範囲はA地点内余渾から東0)谷までの 25 0 m間を考えることができだ。しかし，西斜

面の溝より西には遺構かな＼，束谷弼分にも遺欅ぱ見い出せなかった。したがって，本遺跡は乾媒

する台地上にあるといえる。

遺構の各地点を便宜上道路によって区分したが結果的にはA地点は平担面と西斜面， B地点はA地

点の東斜面から C地点と (J)分水界まで， C坦点は洩い谷をめぐる地点， D地点はA地点の内にある

丘陵北斜面， E地点はF地点はC地点と東谷の緩斜血， G地点は東谷部分とかなり徴地形的な区分

とも重なった。以下地点ごとに検出した追構・ 遺物について概略をのべる c

1. A 地点

本遣跡の中心的な地点で弥生時代前期の土壌2,弥生時代後期の住居址12軒，土f廣愁 4基，掘立

柱建物2棟，溝 1条，古墳7基，古墳時代土壌蛤 1' 円形周溝遺構 1' 時期不明の組合せ式石棺 1'

弥生時代と思われるナ壊，柱穴多数を検出した。

住居士［卜は平相地中央部にはなく，傾斜肩部に馬蹄形をなして存在し，時期が明らかに異なる13号，

9号， 18号を除けはいずれも隅丸力形を呈し，床消と傾斜下面への外溝をもっている。掘立柱建物

は切り合って存在し， 1間 X 3問の北束ー南西方向の建物である。他の住居址との時間差はあまり

ないと思われる。
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天神 I泉遺跡

•i 

ヽ

e
 

~ 

古墳は第一次調査で 2号， 3号， 4号墳0)詢杏をし， 3号墳周湛出士の須恵器杯，線から 6世紀

初顕に位饂づけた。第二次調蒼で 9号墳， 10号墳， 11号墳， 12号墳が検出された，いずれも半壊さ

れ，墳丘は削平されて主体部は消失していた。 11号墳は小型の横穴式石室であるが，他は円墳，木

棺直葬墳であったと思われる。

遺物は住居址，溝，土域墓から出土した弥生時代後期の土器が最も多い。弥生時代前期の土器は

9号墳付近の表土からの出土が多く，特に 20 0 5• 2 0 0 6• 2 0 1 6からは甕形土器が出土し

た。表士からは石包丁• 石鏃• 有孔円板などが出土している。須恵器は 20 0 8 から高杯• 瓦良， 2 

0 1 5 からは高沐•諒• 壷が出土した。 20 1 5は10号墳の周浬内であり，共伴遺物になる可能性

もある。 2号墳， 4号墳付近から器台の破片が出土している C 11号墳にともなう杯蓋 1がある。土

帥器には 20 0 8出土の境・壷， 2 0 0 9出土の謀，がある

2. B 地点

南半は宅地による掘削が著るしく，住居址 2車Tは弥生時代のものと思われるが， 7号住居址は隅

丸方形， 27号住居址は円形プランの一部を残すのみである c これらのはか，古墳時代の土墳泉 lを

検出した。 B地点の北半は表士の下には包含層がな<'南半も削半により遺物は概して少なかった。

3. C 地点

南西にひらく，浅い谷部分でA地点についで遺構密度が高い。住居址 7 軒• 掘立柱建物 3 棟• 弥

生時代後期の貯蔵穴 1• 井戸状ピット 1• 土t廣1• 柱穴多数を検出した。

住居址のうち， 20号， 26号は古墳時代のもので，鍛冶炉をもっていた。 21号， 22号， 23号， 24号，

25号は弥生時代後期と思われ，床溝と外溝をもち，とくに， 23号住居址11mO)大型である。 掘立

柱建物4は2間X3間の東四棟，建物5は2間 X4間の南北棟，建物 6は1間 X 1間である。包含

眉は谷中央に伯Jって厚く，中央部では黒褐色粘質土に弥生時代前期の土器片も含んでいた。上酒か

らは円面硯片，高台のついた須恵器杯片なども出土している。

4. D 地点

トレンチ調査の結果，薄い表士を除去すると岩盤が露出し，遺構・遺物ともに検出できなかった

ため，調査地域から除外した。

5. E• F 地点

南へのびる台地で，住居址6軒・ 建物 l・貯蔵穴6• 柱穴などを検出した。住居址はいずれも弥

生時代後期と思われる。 1号， 3号は床溝・外溝をもつが， 2号， 5号はそれらがないが住届内に

貯蔵穴をもっている。建物は 2間 X 2間であるが時期は不明。 6個の貯蔵穴は同一屋内につくられ

た可能性があり， 5号住居址などと同様なものかもしれない。

6. G 地点

東谷に 3本のトレンチを設定した。しかし，少量の遺物を採集したのみで，遺構は存在しなかっ

た。
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天神原遺跨

第 2節 遺構・遺物

A. 住居址

1 号住居址

面積 1 8. 4 m' 

天神原遺跡の最も東端斜面に検出された，直径 5.5 mのはほ円形を呈する竪穴式仕居址である。

四本柱であるが，建て替えにより 8本の柱穴痕を検出した。

;,~~ -4 

A~ 

0 

B
 

.3 
ゾ ぐふ~) . .、芯＼·~ 

゜L"11B m ~ 1 2m -----
第I5図 1 号住居址平面図• 断面図

古い時期の柱間はいずれも 2.4 mで一定しているか，新しい時期のものは 2.2 m-2. 6 mとやや

ばらつきがある。

直径 0.6 m, 深さ 0.3 mの中央穴は新旧共通であるが，それからのびる床溝は南東方向のものが

-:-l70-



天神原逍趾

―̀ 

-- -・・-- . 

2
 

．
 t 

古く，南方向のものが

新しい。地辺の皿状ヒ°

ットは，古い時期のも

のである。

出土遺物

1は脚径22cmを測る

器台形土器である。

裾部は「ハ」の字状

に高く広く脚部を有し，

端部を屈曲させ，皓面

にLU]線を施こす。脚部

には横付の沈線を施文

している。

石粒を含み，焼成は

良好である。色調は茶

褐色を示す。

2は脚径24cmを測る

器台形土器である。

裾部端面を外方に拡

張し，肥胆：させ屈曲さ

せる。器由0)剥離が著

しく，幣形痕は不明で

ある。

石粒を多く含み，焼

成はあまい。色調は茶

褐色を示す。

3は口径 8.5 cm, 器

高13cm, 脚径16cmを測

る器台形土器である。

外反する頸部を有し，

口縁端部は丸く仕上げ

ている。脚部は「ハ」

の字状に低く開く裾部

3
 

4
 

第 I6図 l号住居址遺物

-371-



天神 I原遺悦

をもち，裾端面を屈曲させる。

脚部は縦位の箆磨きがなされ， 口縁部内側は横位の荒い櫛状工具により整形されている。

胎土は石粒を多く含み，焼成は良好である。色調は褐色を示す。

4は甕形土器の底部である。

器面は細い刷毛状工具による絞位の整形痕がみられ，底部は凹凸がはげしい。焼成は良好である。色

調は褐色を示す。

その他に， この住居址からは脚部に櫛状工具による 4本程度の横位の沈線がみられる破片が出上

している。

2
 
号 住 居

復元推定面積

址

1 4. 7 ffi' 

東谷の斜面に位置し， 宅地などで削平をうけ南東部を消失している。平面形は隅丸方形を呈し，

二度建て替えがおこなわれている。

最も新しい時期のものは円孤状に残る且夜溝と柱穴 4•7•8•10 で， 床向からは壷形士器の口縁

35//[I 

Clo 
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ー
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□

r
:
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L=120 m 
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□
口
／
ロ

第I7図 2 号住居址平面図•断面図
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部が出土した。柱穴 4の掘り方から頁岩製の石庖丁片が出土した。 貼り床は 3,-,5 cmの厚さで

亀
l

あった。

つぎに新しい時期のものの床面積は，推定 14. 7 m'である。柱穴 3• 12• 8• 11の4本柱で，柱

間はいづれも 2.3 mをはかる。床には12-8 間• 8 -11間・ 11-3間には袋状ピットが掘り込まれ

ていた。

拿

t
 

ピット 1・2は楕円形で深さ 0.6-0. 7 mの袋状をなす。ピット 6は1.3 m x 0. 9 mの長方形で

やや袋状をなす，深さは 0.8 mの貯蔵穴で， ピット底面からは甕• 高杯が石とともに出土した。

出土遺物

5は口径lOr:mを測る壷形土器である。

口縁部が外方へ開くもので，口縁端部は丸く仕上げられている。

内面肩部において，横位の箆削りがなされている。

胎土，焼成とも良好である。色調は灰褐色を示す。

6は口径14-::n:;を糊る甕形土器である。

外反する口縁瑞部を拡張し，複合口縁をつくる。口縁端面は横ナデにより整形され，内面は横位

の箆削りがなされている。

胎土，焼成とも良好である。色調は灰褐色を示す。

7は口径 18. 8 cmを測る甕形土器である。外反する口縁端部を拡張させ，複合口縁をつくる。

器面の剥離が著しく整形痕などの観察は出来なかった。色調は灰白色を示す。

8は底坪形土器の破片である。器面の剥離が著しく，整形痕などは観察出来なかった。色調は灰

色を示す。

3 号住居址

C地点と E地点の境界をなす農道下より検出した直径約6mの円形の竪穴式住居址である。

/ー-- ー
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5
 

亀
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，
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第 I8図 2号住居址出土遺跡
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天神原遺跡

拡張前の住居址は直径 5mの円形で， 4 本柱と思われる。柱間は 1.6m• 1.8mとやや狭いが，

柱穴は50cm以上もある。この住届址の時期を決定する遺物は出土していない。

拡張後， 3-5mの貼り床をして，直径 5.7 m-5. 9 mのややいびつな円形となり，床面積は約

／つ D~D

口、

0 ¥@ ◎¥ '" ． 

> 受Lri -・ , c-一◎-翠，―～／戸＼、~~@靡Ill—A ， 
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！ 

＇ A~ 
＼ ＆ 

•— A 

。
2m 
し=120.3 m 

第 I9図 3号住居址平面図・ 断面図
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天神原遺跡

22m'で， 5本柱であったと思われる。

柱間は 2.3-2. 7 mで，断面皿状の中央ピットから輻 0.3 mの床溝がやや「く」の字形をなして

南へのび，外溝へつづいている。床面から甕形土器・壁溝から小型台付鉢•高杯脚部が出士してい
隻

る。

出土遺物

9は壷形土器の胴部の破片である。頸部が匝口する状態で残るが，どのような口縁がつくのは不

明である。胴部の感じからすれば．底部は丸底に近いものと考えられる。器面の剥離が著しく，詳

細な観察は出来なかった，色調は褐色を示す。

10は口径14cmを測る甕形土器である。 「＜」の字状に外反する D縁端部を下方に拡張し，複合口

縁をつくる。口縁端面には横ナデによる凹線がみられる。器表面にススが付着する。色調は暗茶褐

色を示す。

11は口径 11. 2 cm, 器高7.5 cm, 台径6.6 cmを測る台付鉢形土器である。鉢部は内弯気味で，端

部は丸く仕上けている。台部は「ハ」の字状に偏平に開くもので，厚手に仕上げられている。磨滅

により幣形痕は不明である。胎士，焼成は良好である。色調は褐色を示す。内外面とも丹塗りが施

こされている。

12は台径 8cmを測る鉢形土器の台部である。 「ハ」の字状に開き，器競が厚いため安定感がある。

胎土，焼成とも良好である。色調は赤褐色を示す。丹塗りが認められる。

13ぱ台径8.2 cmを測る鉢形土器の台部である「ハ」の字状に開くもので，器賄を薄く仕上げてい

るため，より広い感じをうける。内面には横位の箆削りが認められる。

胎土，焼成とも良好である。色調は褐色を示す。丹塗りがなされている。
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第 20図 3号住居址出土遺物

-375-



天神原沿籾

.,, g 
’’ ,, 
， 

'' ’’ 

CB 『' ' I 

:, 
’’ 』・,

，＇ 
'' ＇ , ， ， 1 ＇ :'. 

む 鳳ij 0 

L= 121 m 
。

2m 

第 2I図 4号住居址平面図・ 断面図

4 号住居址

F地点に位置する隅丸方形の竪穴式住居址で 3.7 mを制るが，削平された壁溝（束辺は消失）柱

穴 4' 中央ヒ° ットが検出された。

柱間は L7 - L 8 m, 2. 0 - 2. 1 mで北東ー南西方向の棟が考えられる。中央ヒ° ットはやや西よ

りに位置し， 30cmx 40cmの角張ったプランを呈し，深さ30cmで木炭片・焼土が検出された。

5 号住居址

4号住居址の内に位置する長径約 7m・短径6.5 mのやや長円形の竪穴式住居址である。二度建

て替えがおこなわれている。第 1期の住居址は直径5.5 mの円形で住居址内に 7• 10• 120)ピット

が掘り込まれていた。 7は1.2 m X 0. 9 m• 深さ 0.6 m, 10は1m x 0. 6 m• 深さ 0.5m, 12は1.

2 m x 0. 8 m• 深さ 0.7 5 mでいずれも灰褐色土・褐色土などで埋まっていたが遺物は出土しなか

った。

第2期の住届址は東部分に壁溝を残すのみで第3期の壁溝で削平されている。この第2期もしく

は第 3 期にともなうと思われる 8• 9・11のビットが検出された。いずれも第3期の床面では淡黒

色土が薄く堆積していた。 8は1.5mX1.lmの方形で深さ 1m, 9はl.6mXlmの方形で深さ

0. 9 m, 11は1.4 m X 0. 9 mの方形で底面でやや広がり袋状をなし，深さ 1mである。いずれから

も遺物の出土はないが，堆積土はほほ同じであり，意凶的に堆積した状態を示している。
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第 24図 5号住居址出土遺物

第 3期の住居址は 5本柱と思われ， ピットのない部分に柱が建てられている。床面積約3Qmであ

る。また，すでに埋められた 7• 10• 12のピットと， のちに掘り込んだ 8• 9・11との重複はない。

出土追物は南側の壁溝からすり石と石庖丁各 l が出土した。また埋士からはサヌカイト片• 旧石

器のナイフ型プレイド 1が出土した。

出 土 遺 物

14は口径13cmを測る甕形土器である。 「く」の字状に外反する口稼端部を上下に拡張し，複合

口縁をつくる。口縁部端面には横ナデによる凹みを施こす。胎土・焼成とも良好である。色調は褐

色をホす。

15と16は住居址覆士下層より出上したもので， 16は，

葉痕が認められる。

なお 14はピット 11 1よりの出土である。

24~11 あるいは 46でみられたような木

6
 
呈
J
住 店 址

5号住居址の北にはほ接して検出した竪穴式住居址である。この逍構は， 農道部のみに残ってい

るもので，杵穴 1とともに壁溝を検出したにすきない。壁溝から，弥生式土器片が出土した。

8
 
号 住 居 址

A地点の束斜印の縁辺部に位箇する 5.9 

m X 5. 5 mの隅丸方形プランの竪穴式住居

址である。

構がある。

くられ，

4本柱で杜間は 2.7 m-2. 9 m 

で柱穴掘り方には河原石がていねいにうら

込めされている。東辺を除く 3辺には柱よ

り外側に幅約 1rn• 高さ 10cmのべ•ノド状遺

この遺構は床由を刻んで複雑

に走る床溝を埋めて一あるいは暗渠で一つ

柱関を細い溝がつながっている。

この溝はベッド状遺構を槙むために板もし

くは丸太を個定するためのものと思われる。

\~-— 

\'、~-- i い
， 

, ・, 

'~·~ 

9___Jm~ 
L = 121 m 

第 25図 6号住居址平面図・断面図

-379~ 



犬神）原遺跡

なお，北辺の一部と東辺には当初からペ

ッド状遺構はつくられなかったと思われ

る。

床溝は東西に二条，南北に一条が中央

ピットで合流し，東西の二条はさらに短

かい溝でつながり束辺で合流して外溝と

なっている。

中央ヒ゜ットは柱穴を思わせるような直

径約40cm• 深さ50cmのもので，下層から

は木炭などが出土した。

出土遺物

17は口径 17. 3 cm• 器高8.5 cmを測

る鉢形土器である。 2段に屈曲して外反

／
 ゚

|
J
f
'

＼
 

、|
I

。
2m 

C "''m 

第 26図 7 号住居址平面図• 断面図

する口縁部を有するものである。口縁部は横ナデがなされ，器面は丁寧な箆磨きがなされている。

底部は箆による整形がみられるが，器壁は厚い。胎土・焼成は良好である。色調は黄褐色を示す。

9 号住居址

A地点， 8号住居址の北側に位置する竪穴式住居址で，神社の参道によって東側の部分を削平さ

れている。

やや角ばった円形プランの4本柱で，柱間はほぽ 2.5 mである。壁裔は15m前後で溝はなかった。

埋土からは，弥生時代前期の土器片も出七している。

10 号住居址

床面積 25 nf 

1辺約5.5 mの隅丸方形を呈する竪穴式住居址である。 4本柱で柱間はいずれも 2.6 m• 柱穴の

深さ 0.4 m-0. 5 m, 東側では掘り方に河原石がていねいにうら込めていた。

床溝はY字形につくられ，中央ヒ゜ットに合流し， さらに，東側の壁溝を約10cmも深く切って外溝

となっている。壁溝はほとんど水平に近く，西壁からの二条の床溝は中央に向って深く，中央ピッ

トから東壁の部分までさらに深くなって外溝部分よりは深い。中央ヒ°ットは棚30証-40cm• 高さ 10

cmの周堤をもち， 1. 1 m x 0. 8 m• 深さ35cmを測る。周堤は木炭・灰と焼土が互層をなし，ヒ°ット

底部には木炭・焼土が堆稽しており，床溝から水が流れ込むとは考えられない。

出土遺物は南西隅に二重口縁をなす壷型土器• 南辺に手づくね土器2,北東隅に高杯が出土した。

これらの遺物の他に四隅の壁溝に10c町-15cmの棒状の河原石が3-6個かたまって検出された。こ

れらの河原石は使用痕が明らかではないが，床面から出土した数個の平石とも関連が考えられる。
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L=123.5 m 

8 号住居址平面図•断面図

-381-



天神原遺跡

出土遺物

18口径 20. 9 cmを測る。外方に広がる複合口

縁を有する頸部から上半を残す壷形土器である。

頸部は「ハ」の字状に開き気味の肩部に移行する。

勁部には縦方向の櫛状工具による調整がみられ，

その縦方向の櫛を擦消するように横位に沈線状

の櫛を施こす。肩部には頸部と同様であるが，

横位の沈線の数が多くなってゆくことが観察さ

れる。口縁部はナデによって整形されている。

胎土・焼成とも良好である。色調は褐色を示す。

19口径 2.2 cm ・推定器底4.4 cmを測る台付

小形壷形土器である。肩部から直口する口縁を

有し，底部は脚を有するために，窪んだ状態に

なる。脚部は価平な裾を有するものである。肩

部に径 3mnr--2 mmの円形の孔が 2個 1対で， 2 

ケ所うがたれている。

17 

第28図 8号住居址出土遺物

器壁は非常にモロク，水洗いが出来ず，整形痕の観察は出来なかった｀ 胎土は非常に良く，

石粒などの混入はわずかであった。色調は褐色を示す。

20脚径 8.5 cmを複りる高杯形土器の脚部である。 「ハ」の字状に低く開き，裾下方に稜を有する。

器壁が非常にモロク，水洗いが出来ず，整形痕などの観察は出来なかった c 細かい石粒を多く

含む。色調は茶褐色を示す。

21口径 8.8 cm, 器高 6.7 cmを測るコップ状土器である。胴部には指頭圧痕を残す。胴部下半か

らは，細かい刷毛状工具により整形されている。

なお，口縁端部は丁寧に平た＜仕上げられている。

器壁は非常にモロい。色調は茶褐色を示す。

22推定口径 6.8 cm• 器高 3.6 cmを測る椀形士器である。 21 とほぼ同一の内容を示すものであ

るが，器高がこの土器の方が裔く作られている。器壁は非常にモロい。色調は茶褐色を示すc

23推定口径12cm・器高4cmを測る皿形土器である。器壁が非常にモロい。水洗いが出来ず詳細

な観察は出来なかった。色調は茶褐色を示す。

24 2. 8 cmを測る底部である。器形は不明であるが46 と同様に鉢形土器になることも考えられ

る。

11 号住居址

床面積 11.68m' 2本柱

-382-
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犬神 I原沿跡

A地点の西斜面肩部に位置する小型の竪穴住居址である。やや変形した隅丸方形を呈し，約3.5 

m x 3. 5 mをはかる。遺存状態がよ<,60mの壁高をはかる部分がある。深さ50cmと60cmの柱穴が

l. 6 mの間隔で検出され，これらが棟方向を示している。

床溝は東辺から中央ヒ゜ットに入り南西隅で壁溝を切る「＜」の字形をなしている。外溝では約

40cmを暗渠とし，傾斜下面にのびている。中央ヒ゜ットは深さ30cmで，木炭片など含んでいた。南西

隅の壁溝内に傾斜した深さ40cmの柱穴が検出されたが，その延長が2本の主柱が結ぷ中心にあたり，

二本柱による棟を補強するための支柱と考えられる。床面には河原石が 1個置かれている。

12 号住居址

A地点の西斜面に位置する 5.5 m x 5. 2 mの隅丸方形の竪穴式住居址である。火災に遭っており

椎木・柱・萱などの炭火物のほか，高杯• 甕などの土器も出土した。 4本柱で柱間は2,7-2_ 5 m 

であるがいずれの柱穴も外側に傾斜している。

最も傾斜している北東の柱穴壁で約20° 南西柱穴壁で約soこの傾斜が柱の傾斜度と一致するか否

かは不明であるが，これに近い傾斜が考えられ，上屋構造を支える機能とどのように閲連するかllJl

らかではなし'0

中央ヒ°ットの周囲には下幅30,-40cm• 上福20cm• 高さ 5cmの尚堤が馬蹄形に検出された。中央ヒ°

ットは50cmX 60cmの方形を呈し，深さ 17cmを測る。

床溝は中央ヒ°ットの隅から，幅2Ucm• 深さ20cmで南西の壁溝に達し，やや北側にずれも外溝とつ

ながっている。

検出した炭化物から住居の上屋構造をうかがうことができる。すなわち，中央部から放射状にの

びる椎木は10cm前後の丸太材が使われていた。これらの極木に交錯して四主柱を結ぶ形で丸太材が

検出された。また中央ピット上に棟木と思われる 15cmの丸太材が南北に検出された。炭化した萱は

屋根をふいていたものである。主柱のうち南西柱と北西柱は約20cm立った状態で炭化して残存して

しヽた。

出土遺物

25は口径 11. 3 cmを測る壷形土器である。 「＜」の字状に外反する口縁端部をつくり，口縁端

部は丸く仕上げられている。口縁端部近くに横ナデによる凹みがみられる。

器表面は箆削りがなされ，内面においても横位の箆削りがなされている。色調は褐色を示す。

26は口径15cmを測る甕形土器である。 外反する口縁をやや肥厚させ，端部近くに沈線を施こして
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天神原沿跡

いる。

D縁部は横ナデにより整形されており，肩部から胴部にかけては，幅3皿,.._,4 mm前後の叩キが施

こされている。内面に明確な箆削りは認められなかった。胎土は石英粒を含み，焼成は良好である。

色調は灰褐色を示す。

27はD径15cmを測る甕形土器である。 わずかに外反する口縁端部を下方に拡張し，複合口縁を

つくる。口縁端面には横ナデによる凹みを有する。胴部はあまり張る感じをもたない。

器壁は脆弱で水洗いが出来ず，詳細は不朋である。胎土には石粒の混入が多い。器表面にススの

付着が認められる。色調は茶褐色を示す。

28は口径 16. 6 cm, • 器高 1l. 5 cm• 脚径14cmを測る高杯形土器である。杯部は浅く内弯し，端

部は丸く仕上げ，上端に凹線を施こす。脚部は直口するもので， 「ハ」の字状に広く開く裾部を形

成している。

29は高杯形土器の脚部である。 裾部は高く「ハ」の字状に開くようである。脚孔は 3ケ所にう

がたれている。

器壁の剥

離が著しく

水洗いが出

来ず，詳細

な観察は出

来ないが，

造りは丁寧

なようであ

る。色調は

褐色を示す。

心

ご
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¥
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第 29図 9号住居址平面図・断面図
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第 3I図 I 0号住居址出土遺物

20 
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‘ 24 

13 号住居址 28.42nf 

A地点で唯一の円形のプランをもつ竪穴式住居址である。やや惰円を呈し，長径7m• 短径6.7 

m, 7本柱で柱間は l.6 m• l. 9 m• 2. 1 m• 2. 2 mと交互に変わっている。中央ヒ゜ットは二段に

掘り込まれ，直径約90cm,最深部で約30cmを測る。周堤帯は幅30cm-40cmで，高さ 7-8cmと低い。

中央ピット内，壁溝内から，弥生式土器片• 床面からサヌカイト製石銀 1・サヌカイト剥片が出土

した。この住居址は出土遺物などから， A地点では最も古い時期と考えられる。

出土遺物

30は口径 13. 1 cmを測る甕形土器である。 口縁部はゆるやかに外反し， LJ縁端部を内傾させる。

口縁端部の拡張はあまりなされておらず，口縁端面に 2本の凹線を施こしている。内面には輪積痕

がみられ，右から左方向へ横位の箆削りがみられる。胎土・焼成とも良好であるが，器面が荒れて

いる。色調は茶褐色を示す。

31は口径14cmを測る甕形土器である。口縁部はゆるやかに外反し，口縁端部を上下に大きく拡

張し，口縁端面に 3本の凹線を施こす。頸部屈曲部は強く横ナデをされ，稜線を出している。肩部

の張りはあまりない。器壁が荒れているため，整形痕について図示出来なかったが，頸部下半から

底部にかけて荒い櫛状工具で上から下にかけての整形痕が認められる。内面は頸部下半から右から

左へ横位の箆削りが認められた。焼成は良好，色調は茶褐色を示す。胴部下半にススの附着が著し

'
 

しヽ。

32は壷形土器の底部と推定される破片である。 焼成は良好で，胎土は石粒を含んでいる。色調

は褐色を示す。
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33は底径 9cmを測る壷形土器の底部である。焼成は良好で，胎土は石粒を含んでいる。色調は

褐色を示す。

14 号住居址

ややくずれた円形で 3.5 m-3. 8 mの竪穴式住居址である。中央よりに 1.1 mの間隔で 2本の柱

穴を検出した。深さ 0.5 mのものと 0.7 mのもので，柱数が少ないために必然的に深くしているも

のと思われる。床溝は南西から中央ヒ°ットを通って北西へのび，やや北側にずれて30crrr--40cmの暗

渠部があって，外溝は約4m北西方向にのびている。床溝の底面は傾斜に沿ってしだいに低くなっ

ている。

中央ヒ°ットは二段に掘り込まれているが，柱穴を思わせるほどの深さを呈している。床面には炭

化材が残っていた。

出土遺物

34は口径 15. 2 cmを測る壷形土器である。頸部は内弯気味で，口縁端部を下方に拡張する部分

で外反する。口縁端面は凹線を施こし，口縁端部を下方に拡張した部分は指頭による整形痕が文様

状に残されている。器表面は磨滅により整形痕は不詳であるが，頸部から胴部にかけて箆による磨

きが観察される。内面は剥離が著しく不明である。胎土は細砂を含み，焼成は良好である。色調は

褐色を示す。

35は口径15cmを測る壷形土器である。 口縁端部はやや外反気味になり，口縁端部を若干拡張気

味にしている。胎土は石粒を含み，焼成は良好であるが，器壁は脆弱である。色調は褐色を示す。

36は口径 5cmを測る甕形土器である。頭部をゆるやかに外反し垂直に拡張し複合口縁をつくる。

器壁の剥離が著しく，整形痕は不明。胎土は細砂を含む。色調は灰白色を示す。

37は0径16cmを測る甕形土器である。 「く」の字状に外反する頭部から上方へ拡張させて複合

［］縁をつくる。口縁端面には4本の凹線がみられる。肩部から胴部にかけてはあまり張らず，胴部

下位で若干張り気味にして底部に移行してゆく。器壁は非常に簿く仕上げられているが，内面には

輪積痕が認められる。器壁は剥離が著しく整形痕は不明であるが，器面の状態は丁寧な調整を行な

っている。胎土焼成とも良好である。色詞は褐色を示す。器表面全体にスス付着が認められる。

38は高杯形土器の杯部の破片である。 口縁端部は斜め上方に拡張している。器壁の剥離が著し

い。胎土は緻密である。

39は鉢形土器と推定される破片である。頸部から若千外反させ，口縁端部は丸く仕上げている。

器壁の剥離が著しい。胎土は石粒を多く含み，焼成は脆弱である。色調は褐色を示す。

40は底径 8cmを測る鉢形土器の脚部と推定されるものである。強く外へ開く裾部で，脚端部は

やや内側へ向いて屈曲線をつくる。この屈曲面に凹線を施こしている。脚部には縦位の箆削りがみ

られ，胎土，焼成とも良好である。色調は茶褐色を示す。

41は脚部の破片である。脚部の剥離の状態及び脚部上面（器が乗れば底部）は荒い櫛状工具に
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より平滑に整形されていることからして脚部として誤まりないと考える。裾は脚部上面と同様に荒

い櫛状工具により整形されている。内面は刷毛状工具の上から箆による整形がなされている。胎土，

焼成とも良好である。色調は褐色を示す。

15 号住居址

A地点の南より西斜面肩部に位置する。 1辺約5.2 mの胴張り方形をなす竪穴式住居址である。

4本柱で柱間3.1 m-3. 5 mと異なるが柱より外側に地山造出しのベッド状の遺構が検出された。

高さ約25cmで内側に細い溝がある。西半分は削平され壁溝も消失している。柱穴掘り方に河原石が

裏込めされていて柱痕もよく残っており直径約15cmを測る。床溝は北東隅，南東隅からベッド状遺

構を切って中央ヒ°ットで合流し，南西隅から西に向って傾斜下面に下っている。しかし床溝は柱に

よって中断される部分があり，その機能を単なる排水とは考えられないこともある。断面L-L'で

は暗渠状をなしているので，ベッド状遺構の下は暗渠であったと考えられる。出土遺物には高杯・

小形壷• 碗がある。

3
/
 

F--vE 

Li 

ー--A 

--s 

L= 123.5 m 

2m 

第 32図 I I号住居址平面図・断面図
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出土遺物

42は口径 13. 1 cmを測る壷形土器である。頸部から「＜」の字状に外反した端部より上方に拡

張する複合口縁を作る。 「＜」の字状に外反した端部には沈線を施こす。頸部から胴部にかけては，

かなり強く張る胴部を形成している。文様は頸部下半から肩部にかけて，櫛目文を施こしている。

櫛目文は非常に薄く，基本的には図示した如<, 6本程度の櫛による波状文一直線文ー波状文一直

線文の組合せが観察された。胎土は細い石粒を多く混入しているが，焼成もよく器表面の調整は丁

寧である。色調は茶褐色を示す。

なおこの壷形土器は，覆土上層より出土したものである。

43は破片実測が可能な程度の壷形土器口縁部の破片である。 「＜」の字状に外反した端部が，

若干内佑した複合口縁を形成する。 「＜」の字状から拡張した部分に，箆状工具による面取りがあ

るため， 「＜」の字状端部が拡張部より張り出しているように観察される。

44は甕形土器口縁部破片である。ゆるやかに外反した口縁部を，口縁端部は何ら変化を加えず，

丸く作っている。内面は剥離が著しも整形痕などの観察は出来なかったが，内面の整形は荒い櫛

削りが見られた程度である。色調は茶褐色を呈する。

45は口径 18. 4 cm• 器高13cm• 脚径 14. 2 cmを測る高杯形土器である。 杯部は中位部で稜をも

って外部へ広がってゆく。脚部は短かく「ハ」の字状は開く裾を作る。脚部の位置は破片実測のた

め不明である。胎土，焼成とも良好である。色調は暗茶褐色を示す。

乏乃魯

25 

26 

27 

29 
28 

第 34図 12号住居址出土遺物
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第 35図 I 3 号住居址平面図•断面図

46は推定口径 13. 8 cm• 器高7cm・底部径3.5 cmを測る鉢形土器である。単純に外部に広がる

もので，口縁部において，直線上に立ち上がる器形を示す。内面は左から右へ斜め方向に荒い櫛状
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第 36図 13号住居址出土遺物

fl 

工具によって整形され，底部にかけては，その上から 4本程度の同様のエ具により直線的な間隔を

もって整形をしている。底部は平底を呈し木葉文の圧痕が明瞭にみられる。器面表面の調整痕は胎

土が非常にモロク，洗いが出来ず，またキレツが著じるしく入っており詳細に観察されなかった。

色詞は茶褐色を示す。

47, 48は両者とも脚部の破片である。手捏状ではあるが，丁寧な造りをしている。いずれも焼

成は良好であり，色調は茶褐色を示す。

16 号住居址

A地点，南よりの西斜面に位置する 1辺約4.5 mの隅丸方形の竪穴式住居址である。 17号住居址

の外溝を切って掘り込まれている。 4本柱で，柱間は2m---2. 6 mとすぺて異なっている。また主

柱以外に 7個の柱穴と両側に古い壁溝があり拡張がおこなわれたと思われる。中央ピットでは角張

った形であるが床溝が直線的に西へのびている。柱穴の傍に不定形な盛土がみられる。これは柱を

ぬきとる時にできたもので柱穴は，いずれもロート状にな—ている。南側の柱間に 1. 1 m x 0. 7 m, 

深さ 0.3mの長方形ビットを検出した。

出土遺物

56, 57, 60は覆土上層より， 49, 55は中層より出土している。住居址に確実に伴なうもの
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第 37図 I 4 号住居址平面図•断面図

は58, 590)2個である。

58は口径22cmを測る鉢形土器である。平らたく外方へ開く器形で，口縁部は若干立上がり気味

になり，口縁端部は丸く仕上げられている。器壁0)剥離が著しく，整形痕などは不明。胎土は荒い

石粒を多く混入しており，脆弱である色調は灰白色を示す。内面に丹彩がみられる。

59は口径11cm,器高7.5 cm, 台径 5cmを測る台付鉢形土器である。 やや内弯気味の鉢で，口縁

端部は丸く仕上げられている。台部は裾部が短かく「ハ」の字状に開くもので，端部は細くならず

太めの接地面を有する。器壁は剥離が著しく，胎土も脆弱なため整形痕などは不明。石粒の混入は
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少ないo色調は灰褐色を示す。

17 号住居址

A地点， 16号住居址の西に位置する 3.0 m X 2. 7 mの隅丸長方形の小型の竪穴式住居址である。

床面積6.3面で，本遺跡検出の住居址中最も小さいものである。壁高40cnr--50cmを測り遺存状態も

かなり良好である。壁溝は外側をえぐり込んでめぐり二本の柱は l.4 m間隔に北北東ー南南西方向

をさし，棟の方向を示している。二本柱のために柱穴は70cnr--75cmと深く穿っている。

中央ヒ°ットは45cmX 35cmの長方形で深さは10cm未満を測る。この中央ピットの隅から西方へ床溝

がのび，約60cmの暗渠で外溝となっている。外溝部分は床溝に比べて幅•深さともに大きくなって

いる。床面には木材が炭化して出土したが遺存状態があまり良好でない。

出土遺物

62は口径 13. 9 cmを測る壷形土器である。頸部は「＜」の字状に外反し，口縁端部を拡張させ，

複合口線をつくる。口縁端面は横ナデによってやや凹状に近づいているが，文様等の施文はなされ

ていない。胎土，焼成とも良好であるが，器壁は脆弱である。色調は茶掲色を示す。

63は口径 18. 9 cmを測る甕形土器である。 ゆるやかに外反する口縁部をやや肥厚させ，複合口

縁をつくる。この口縁端面に 4本の沈線状の凹線を施こしている。器壁は脆弱で水洗いが出来ず，

整形痕などは不明。荒い石粒と砂粒を含む。色調は褐色を示す。

64は底径4.5 cmを測る甕形土器の底部であるが，壷形土器のそれになることも考えられる。張

り出し状の底部から，偏平に開く胴部を有するものと思われる。底部は平滑ではなく．やや凹凸が

みられ，不安定である。

器面の剥離が著し<'整形痕の図化は困難であったが，叩きが観察された。胎土．焼成とも良好

である。色調は茶褐色を示す。

65は底径3cmを測るもので， 64と同様に器種は決めがたい。 64と胎土，焼成ともあまり変わ

らず，太めの叩きを施こしているのがみられる。

18 号住居址

A地点， 14号住居址の北側に位置する直径3mの小型の竪穴式住居址である。西半を削平されて

いるが柱穴2を検出している。また住居内の浅いピット内には大きい河原石が2個置かれサヌカイ

ト製石銀3'剥片多数が出土した。

19 号住居址

A地点，南端の斜面に位置する胴張り隅丸方形の竪穴式住居址である。柱穴は 1-5の5本で 1-

2間3.5 m, 2 -3間3.4 m, 3 -4間3.4 m, 4 -5間2.8 m, 5 -1間2.8mである。柱間の

外側には高さ約10cm,輻1m-1. 2 mのベッド状遺構が, 1-2. 2-3間につくられていた。中

央ヒ゜ットは不定形で柱穴 1 ・ 2• 3 -4間の壁溝から床溝がこれに合流し西へ幅約50cmの床溝とな

って外溝とつながっている。西側の壁溝には長さ10cnr--15cmの河原石が3-4個づつかたまって10

ヽ
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第40図 15号住居址出土遺物

ヽ

数個出土した。 また，手焙型土器が壁溝から， 甕形土器が床面から出土した。この五角形の住

居址は最も新しい時期のものでベッド状遺構・貼り床を除去すると柱穴• 床溝などが複雑に入りみ

だれて検出された。最も古い住居址（第 1 期）は柱穴 7~1206 本柱で柱間は 7 -8間2.7 m, 8 

-9間2.8 m, 9 -10問3.3 m , 10 --11間2.8 m, 11-12間2.7 m, とかなり整った六角形をなし，

柱は細い溝で結ばれている。この溝は 8号， 15号住居址の例のようにベッド状遺構の内側に掘られ

た溝と共通のものと思われ，第 1期にもベッド状遺構が存在したことを示唆している。壁溝は五角

形住居址と重なっていて，南側と西側に一部残っている。また北西にのびる外溝は第 1期のものと

思われる。第2期は柱穴12-17の6本柱で拡張され，柱間も広がり， 12-13間3.9 m, 13-14間3.

7 m, 14-15間2.8m,15-16聞3.5m,16-17聞3m, 17-12間3.3 mと大型の六角形をなす。
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第 42図 16号住居址出土遺物

柱間の細い溝は第 1期と同じ性格のものと思われる。 12-13,12-17の中間にある柱穴も第2期に

ともなうものであろう。壁溝は東側と南西側に弧状に残っている。床溝は中央ヒ°ットから西へのび

外溝につながっている。そして第3期は五角形の住居址となるのである。なお 1-2間にある細い

二条の溝と二個の柱穴が最も古い住居址とも考えられるが，全体の復元ができず不明である。

出土追物

66は底径 3cmを測る甕形土器である。 肩部上半から欠失している。桐部はほとんど張ることな

く，胴部下半からゆるやかに底部に移行してゆき，安定した底部をつくっている。器壁は非常に薄
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く仕上げられていることから箆削りを推定するが，剥離が著しく確認されなかった。器面は縦位の

荒い楢状工具による整形がみられたが，叩きの有無は内面と同様確認出来なかった。胎上，焼成と

も良好である。色調は暗茶褐色を示す。

67は底径 2.5 cmを測る甕形土器の底部である。 底部は張り出し状で，不安定なものである。器

壁の剥離が著しく，整形痕などは不朋。内面に荒い櫛状工具によるとみられる整形痕がみられる。

色調は褐色を示す。

68は底径3.5 cmを測る甕形土器の底部である。 67のように張り出さないが，不安定な底部であ

る。剥離が著しく整形痕などは不明。色調は褐色をホす。

69は器高 19. 9 cm, 底径 4.8 cmを測る手焙形土器である。鉢部は平底を持ち，やや偏平に外方

へ延び，凸帯を設うけ，さらに垂恒に延び，やはり凸帯をつけ被部へと移行する。下方の凸帯には

右から左方向に斜めの刺突が，上方の凸帯には左から右方向斜めの刺突が施こされている。下方の

凸帯はあまり張り出さないが，上力の凸帝は被部との接合の為張り出しが強い。また，横ナデによ

り凸帯裏にくぽみを持っている。幣形は縦位の荒い櫛状工具による削りをしたあと，横位の箆磨き

がなされている。被部は均整のとれた姿をし，口縁端面は約 1cmほどの面を設うけ，鉢部の凸帯と

同様に刺突を加えている。また口縁部と鉢部との接合部はやはり右から左への刺突を加えており凸

閤のと合せて，羽状文風に施こしている。整形は体部と詞様に，荒い櫛状工具の上から箆磨きがな

されている。被部中央に径 5mmほどの焼成前の穿孔がみられる。内面は，細い櫛状工具による整形

がみられる。胎土は細砂を含み，焼成は堅緻である。色語は灰茶褐色を示し，全由丹塗りされてい

る。

70は脚部 15. 8 cmを祖IJる高杯形土器の脚部である。脚部はやや開き気味に裾部に移行し， 「ハ」

の字状に低く拡がる裾部をつくる。裾端部は丸く仕上げられている。脚孔は4ケ所と推定される。

器壁の剥離が著しいが，胎土は緻密である。丹塗りが施こされている。

20 号住居址

C地点，北辺 4.5 m, 南辺の残仔 3.5 m O)隅丸方形を呈する竪穴式住居址である。 4本柱で柱間

は2.9 m• 2. 6 m と 1.9m•l.8m でいずれも柱穴の大きさが同じである。復元すると， 4. 5 ill X 

4mの長方形のプランが考えられる。

北壁に接して，鍛冶炉がつくられていた。住居址内に開く U字形の土堤は個20cm• 高さ15cmで40

cm X 50cmの火床を抱いている。火休上には横の細溝によって凹凸面ができている。厚さ 5cmの火休

部分は表面から黄杓色• 赤色・褐色と変化し，かなり強く火をうけていることを示している。

出土遺物

71は顕部からL字状に近くまけD縁端部に稜を有する。胴部はあまり張ることなく，底部に移

行すると推定される。土器そのものが非常にモロク，水洗いが出米ず，幣形具についての詳細な観

察は出来なかったが，頭部から縦方向の箆削りが認められる。
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第 43図 17号住居址平面図• 断面図

雀

嶋

72 (須恵器）は一口径14cm,器裔9.3 cm, 脚部 9.2 cm, 脚高 4.7 cmそれぞれ浪ijる須恵器の高坑

形上器である。杯部半ばから内弯気味になり，口縁瑞部は丸味を有する。杯部下半において箆状エ

具による OO取りがなされている。脚部は「ハ」の字状に開き，端部に稜を有する。胎土は細砂を多

く含み，焼きは甘く色調も茶灰色を示す。

21 号住居址

C地点の浅い谷頭付近に位置する変形した隅丸方形を呈する。削平が著るしく壁高はわすかで些

溝がかろうじて残り，中央部を南北に走る後世の溝で床面の遺存状態も良好ではない。四本柱と思

われるが柱穴は匝径10cm-15cmで，菱形の配列をなす。建て替えが行われているが古い時期の住居

址は壁溝を一部残すのみである。新しい付居址は南へのびる外溝をもっている C 東辺に焼土が検出

された。

住居址中央部の土城は住居址に先行するものである。

出土遺物

73は口径 11. 9 cm, 器高 9:5 cm, 底径 3.3 cmを測る鉢形土器である。 「く」の字状に外反する
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第44図 17号住居址出土遺物

口縁端部を拡張させ，複合口縁をつくる。口縁皓面は横ナデによる整形がみられる以外は無文であ

る。底部は丸底に近く，不安定な底部を有する。器壁の剥離か著しく，幣形などの観察は出来ない

が，内面の底部に箆削りが認められる。胎土，焼成ともに良好である。色調は茶褐色を不す。

22 号住居址

長径 4m, 知径 3.5 mの楕円形に近いプランを品し，二本の柱穴は I.Smの間隔である。付肛址

中央を南北に後世の溝が走り，壁溝が削平されている。中央ピソトは柱穴状で深さ45cmを測る。中

央ビットから北と南西に二条の床溝が直線的にのび，約50cmの賠渠部分から外溝につながっている。

しかし，床溝に比ぺて，外溝は急に深さと輻を増している。北側の呟溝から石庖丁 1個と土器片が

出上した。

23 号住居址

C地点の浅い谷の東斜面に位蓋する直径llcmO)円形プランの竪穴式｛中居址である。休面積も82ill' 

と大型である。 固心円に二度の建て替えがおこなわれている c

第 1期は直径 7mの円形で柱は 1-6の6本柱で南西にのびる床溝と外溝がある。

第2期は直径 9mに拡大されて，柱は 7-10の4本0)棟持柱と第 1期咽溝上に11-17の7本の主

柱を配している。柱穴1:lと14の間隔が広く検出できない柱穴が存在したかもしれない。中央ピット

から西へ床溝がやや曲がって外溝とつながっている。

第3期はさらに拡大され，直径11mを測る。 4本の棟持柱の間隔が 2.6 m-2. 7 mと広くなり，

第2期の壁溝上に22-31の10本の主柱を配している。中央ピットは直径約 1mの不定形な皿状を呈

し， 10数個の河原石が入っている c この中央ビットから酉へ直線的にのび，第 2期の床溝と交錯し
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・▲

て外溝とつながっている。

床面からの遺物はあまり多くなく，

石庖丁の破片，時期があきらかな程度

の土器片程度である。

この住居址は意識的な拡張をしてお

り，囲径も 7rn•9rn ・ llrn と規則的

であるし，古い壁溝上に主柱を配して

/
／
 
ー
Z. 
/'{; 

しヽる。

＼
 

•• 73 

第 5I図 21号住居址出土遺物

゜
2m 

←一—------→一ー 1 L:124m 

第45図 I 8 号住居址平面図• 断面図

島

出土遺物

74は口径 29. 1 cmを刺る壷形土器である。外反するD縁端部を上下に拡張し，複合口縁をつく

る。口縁端面は剥離の為不詳である。口縁部には荒い櫛状工具による整形かみられる。器埜は水洗

いに不遥で溶解しやすい。色調は明るい褐色を示すc

75は口径18cmを測る壷形土器である。 「L」字状に外反する口縁端部を肥厚させ，複合D縁を

つくる。 740)土器と同様に水洗いが不適で溶解しやすい。色調は朋るい褐色を示す。

76はlJ径16cmを測る甕形土器である。外反した口縁を上下に拡弧し，複合口縁をつくる。口縁

端面は横ナデによる整形をおこない，頸部内面は横位の荒い櫛状工具による整形が，それ以下は横

位の箆削りがみられる。胎士，焼成とも良好である。色調は茶褐色を示す。

77は口縁端部を上下に拡張し，複合口縁をつくり， 口縁瑞面に 3本の凹線を施こす甕形土器の

破片である。

78は「く」の字状に外反する口縁端部を上下に拡張し，複合口縁をつくる。 口縁端面は横ナデ

により 76と同様に， 凹線状のくほみが施こされている。内面は横位の箆削りがなされている。胎

土は石粒を含むが，焼成とも良好である。色調は茶褐色を示す。

79は外反する口縁を上下に拡張し，複合口縁をつくる甕形土器（壷形土器）である。 口縁端面

は磨滅のため詳細は不朋であるが，凹線の痕跡が認められ，また上下の端に刺突による列点文がみ
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66 

64 
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67 

70 
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第 47図 19号住居址出土遺物

られる。

80は底径 6,7 cinを測る甕形土器（壷形土器）の底部である。 剥離が著しく，詳細は観察されな

い。色調は褐色を示す。

81は口径17cmを測る高杯形土器の杯部である。口縁端部を肥厚させ，複合D縁としている c 口縁

端面には数本の凹線が施こされた上から深い夕 yチの線による山形文が描かれ，山形文と山形文と

の問に竹管による押圧が施こされている。この山形又の中には，斜めと斜格子となる線が充填され

ている。剥離が著しいが，胎土，焼成とも良好である。色調は褐色を示す。なお，丹塗りがなされ

ている。

82は脚部の破片で，縦位の箆磨きがなされている。細砂を含み，胎土，焼成とも良好である。

色調は茶褐色を示す。
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83は底径 6.8 cmを測る底部である。 剥離が著

じるしく詳細な観察は出来なかった。石粒を含み

脆弱である。色調は褐色を示す。

24 号住居址

C地点の南端に位置する竪穴式住居址である。

西側を約：を消失しているが， 1辺約 5mの隅

丸方形を呈する。壁溝は二条がめぐっているが柱

穴が 3-4個づつかたまっており，建て替えの回

数が多くなる可能性がある。

北西柱がいづれも不明で， 4本柱の場合， 4 -

7 -13が柱問は 2.1 m• 2. 6 m• 3 -8 -11が柱

間は2.2 m• 2. 5 m• 5 -10 -12が柱間は 2.4 m 

• 2. 3 mという組み合せが考えられる。

ビット 6はやや袋状をなす貯蔵穴で，最も新し

い時期に属すると思われる。底面からは台付境が

出土した。

中央ビットは不定形で浅い皿状を呈し，北と西に床溝がのびている。

＼ 

~119h 

~ 

。
,,,,, 

第 49図 2 0号鍛治炉

遺物は南辺壁溝から手捏形士器などが出土した。埋土からサヌカイト剥片が出土した。

出土遺物

84はかなり大きな壷形土器の底部である。底部には木葉痕がみられる。器壁は溶解しやすく，

詳細な観察は出来なかった。

85は口径17cmを測る甕形土器である。外反する口縁端部を上下に拡脹し，複合D縁をつくる。

口縁端部から頭部にかけて横ナデを施こし，内面は箆 ――一 」

削りがみられる。器壁は脆弱である。色調は茶褐色を

示す。

86は外反する口縁を上方に拡張し， 複合口縁をつ

くる。頭部は強く横ナデされている為に，えぐるよう

になる。口縁端面は丸味を持って仕上げられている。

器壁が脆弱で水洗いが出来ず，また内面の剥離が著し

い。胴部にはススの付着が認められる。

87は「く」の字状に外反する口縁端部を垂直にさ

せ，複合口縁をつくる。内面は横位の箆削りが認めら

れる。器壁が脆翁で水洗いが出来ず，詳細は不朋であ

72 

r
 

71 

第 50図 20号住居址出土遺物
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る。色調は茶掲色を示す。

88は麻杯形土器の杯

部の破片である。

器表面は箆磨きがなさ

れており，丁寧なつくり

をしている。図示した破

線は，粘土の充填部分を

示したものである。色調

は茶褐色を示す。

89は裔杯形土器0)脚

部である。やや外方に広

がる脚から低く，若干丸

味をもった裾部をつくっ

ている。脚部内面え絞り

が認められ，脚孔は 4ケ

所である。器壁は脆弱で

水洗いが出来す，詳細は

不明である。色調は赤褐

色を示す。丹塗りが施こ

されて tヽる。

B―-

~ 

響＼◎

7J 

o ◎ 

V 

。
2m 

90はやや開き気味の

高杯形土器の脚部である。

縦位の箆削りというより

か，箆磨きの）]が適切と考えられる整形がみられる c 胎土は木目の細い粘土を用いており，焼成も

第 52図 22号住居址平面図• 断面図

良好である。色調に灰褐色を示す。

91 は口径14:::m,器高8cmを測る台付鉢形土器である。鉢部は丸味をもって外方へ広がり口縁端

部は丸く仕上げられている。台部は短かく「ハ」の字状に関いている。器壁が脆剥で水洗いが出来

ず，詳細は不明であり，また剥離が著しい c 色調は灰白色を示す。

92 は台径 9,3 cmを測る鉢形士器の台部と推定されるものである。 「ハ」の字状に低く赳半に胴

く台部で，端部を屈曲させている。胎土は石英粒を合み，焼成は良好である。色調は茶褐色を示すc

93 は口径 7.5 cm, 器裔 8.7 cm, 台形 3.4 cmを剃る台付鉢形土器である。やや内蛮気味の深鉢を

呈し，口縁端は丸く仕上げている。台部は内弯気味の短かく低いものである。全体的なつくりは岸

手の感じを受ける。器壁が脆弱で水洗いが出来ず，詳細は不助である。色調は茶褐色を示す。
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第 54図 23号住居址出土遺物

94は口径 6.6 cm, 器高 6.3 cm, 底径 2.8 cmを測る鉢形土器である。直口状に閉くもので， D縁

部を外方へ屈曲させている。底部はしっかりとした面をもち，木葉痕がみられる。器壁は脆弱で水

洗いが出来ず，詳細は不明である。色調は茶褐色を示す。

95は口径 7.8 cm, 器高7.9 cmを測るコップ形土品である。 D縁部はやや外方へ屈曲し，丸く仕

上げている。底部は丸底風に作られている。器壁が脆弱で水洗いが出来ず，詳細は不明である。胎

土は粒子の混入は少ない c 色調は茶祐色をホす c

25 号住居址

C地点の中央部に位圏する円形に近い 1辺4.2 mの隅丸方形を呈する竪穴式住届址である c

床面には杭跡が4本あるのみで住居址内には杜穴けなく，両外側に柱穴があり，この住居址の棟

持柱の可能性がある。

中央ビットは円形の浅いI1Il状で，南西へ床溝がのび，外溝は 6cm以上にのび，傾斜下面にゆるや

かに傾斜している。
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第 56図 24号住居址出土遺物

出士遺物

97は外反する口縁端部を上下に拡張し，複合口縁をつくる。口縁端面には沈線に近い凹線が4

本施こされ，その上から箆削りがされているので，遍平な凹線となる。内面は横位の箆磨きがなさ

れている。ススの付着が認められる。胎士・焼威とも良好である。色調は茶褐色を示す。

98は外反する口縁端部を上下に拡張し，複合口縁をつくる。口縁端面には不朋瞭ではあるが，

3本の凹線が施こされている。内面は横位の箆削りが認められる。器表面にはススの付着が認めら

れる。

99は摘み径3cm, 器高6cm, 口径 11. 5 cmを測る蓋形土器である。摘みの部分は高くしっかり

―-412-
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天神原遺蹄

とし，裾部は「ハ」の字状に

広がり，端部は丸く作られて

~ ~-

I l ぐいる。器壁は脆弱で水洗いが

） 
出来ず，整形などは不朋であ

る。内面は箆磨きが認められ
96 98 

る。色調は褐色を示す。

＇ 
96は住居址覆土上層より

出土し， 97 -99は下層よ

り出土している。
97 

99 

第58図 25号住居址出土遺物

26 号住居址

C地点の西に位骰する 4mx5mの隅丸長方形の竪穴式住居址である。壁溝は二辺しか残存して

いないが柱穴は 4本検出された。柱間は， 1. 8 m, 2. 0 m, 長辺 2.5 mである。北辺部に鍛冶炉が

検出された。鍛冶炉は粘土でかためられた下幅20cm, 上幅8-lOcmの土堤が伯径40cmの火床を馬蹄

形にめぐっている。火床はきわめて堅く表面から黄白色• 赤色・黄色と変化している。周堤は北側

で5cm-7 cmが途切れ， フイゴの羽口の位置ではないかと思われる。北側の壁溝から鉄滓と須恵器

裔杯片が出土した。また地壁に接して古い鍛治炉が壊れた状態で検出された。須恵器から 7世紀代

の住居址と考えられる。

27 号住居址

B地点の東部分はC地点に向ってゆるやかに傾斜している。 B地点の宅地内の庭菌部分にかろう

じて一部分が残っていた円形の竪穴式住居址である。東側は宅地により削平され南側は，市道で切

られているが，かなり大型の住居址であったと思われる。壁溝から弥生式土器片が，少量出土した

のみである。

28 号住居址

E地点に円形ヒ° ット 101-106が円をなして検出された。これらのヒ゜ットのうち， 1 0 1・

102•105•106 はいずれも袋状をなし住居址内に掘り込まれた貯蔵用ヒ°ットと考えられ，

住居址として番号を付した。規模は不明である。
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住 居 址 覧 表

.• 

會
ー

・-

番号 地点 形 規模面
内 外 中央

建てかえ 柱数 付属施設 王な遺物
溝 溝 ピット

1 E 円 1 8.4 2 2 1 1 8 !Illヒ° 石 器台•高杯
カメ

2 E 隅丸方形 1 4.7 抽l/ ／ 1 2 4 貯ヒ° 3 カメ・涵杯
石庖丁

3 E 円 2 1.8 1 1 1 1 5 

----------------
坑

V v/ --
4 F 隅丸方形 1 2.6帷 1 4 -------
5 F 円 3 0.2 4 1 ／ 1 2-3 5 貯ヒ° 6 石庖丁

6 F 隅丸方形~ ／ 
、/

~ ／ 

7 B II ／ ／ :/ ／ ／／  -／／  -・ ----・-----.--・ __ .----.--------
---

8 A II 2 3.4 4 1 l円， 4 ベッド 堺！

し ''/ // ， A II / 4 --
---

10 A II 25 3 1 1 円 4 周堤石 手ず壷くね土器/ 

/ 

11 A II 1 1 6 8 2 1 1 円 _ __, 2 暗渠 石 石鉄

12 A II 2 3 1 5 1 1 1角 4 周堤石 裔杯•カメ
、9 ~ , _.--~ 

周堤石13 A 円 2 8.4 2 1 円 / / 8 カメ•石銹

14 A 円 8.3 2 1 1角_,,/ 2 暗渠 石 高杯•カメ

15 A 方 2 7.0 3 1 1 円 ／ ／ 4 ペッド 高杯•カメ

16 A 隅丸方形 1 7.2 1 1 1角 1 4 IIIlヒ°

17 A II 6.3 1 1 1角
/' ~ 
2 賠渠 石_/'/ 

18 A 円 ~ ／ ////  ／ 2 ／ 

19 A 円 3 8.5 9 6 2 1 3 5-6 ベッド
手アプリ型土器
カメ

20 C 方 1 9.3 6 鍛冶炉 土須恵器
師器

21 C 隅丸方形 1 1 1 4 

22 C 円 1 0. 6 2 1 1 ヽ ／ ,- -------/ 2 暗渠 石包丁

23 C 円 8 1. 6 3 2(3 1 2 45 
------

24 C 隅丸方形 24 3 ／ 2 1 4 貯ヒ゜ット 1 

25 C II 1 2.6 1 1 1 ．／  
杭 4

--------外杭 2

26 C II ~ ／ ／ ／／  ／ 4 鍛冶炉 1 スエ器鉄滓

27 B 円 ／ ／ ／ ／／  ／ 1 
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8. 溝

溝状遺構はA地点の西側の丘陵傾斜面に，等高線に沿って掘削される。用地中央から南西端の地

形は，戦時中の関墾により崩れている。 11 0 mの等高線より上力に，南方向の谷が入ってきてい

るので，等底線を斜に切る格好になる。従かって溝は用地北東皓が高く，順次南西に行くにつれて

下がって行く。中央部付近までは，等高線に沿ってやや蛇行をさせるが，等高線を切って行く部分

は，直線的な形態を呈している。

底面は平担にされ'[LI]凸はあまり見られない。

断面形態は，各断面図で示した如く逆台形のプランをぷしている。切り込みの肩部は，溝が丘陵

傾面に掘削されているため，検出された延長75mにおいて，旧地表からそれを確認することは出来

なかった。遺溝が確認された由は第三紀層面，又は第三紀脳上由に堆積する黄褐色土陪からであり，

これから上位の土層は表土栖となる。

切り込みの角度は，東側において40度-70度を，西側は50度-65度をそれぞれ祖Jる。これら計測

した地点で，西壁よりも東壁の方が角度が立つものは 2地点みられる。他は四壁が立っており，今

体的にみても，西壁の角度が急なことが看取される。

深さは最も深い所で85cmで，浅い所は45cmである。深さは溝の蛇行している部分が比較的深く，

直線になり，谷に行くに従って浅くなっていく e この状態は，溝が深く残されている部分では第三

紀層の残されている面が存在するため，近世の削平，あるいは涜出を比較的最少限度に止めた自然

的な条件によると考えられる。一方，地形図で不した如く直線部分は谷が入り，第三紀屈がその谷に向

って卜行してゆくため，第三紀肘への切り込みは深くはなく，それに達しない部分もある。特に谷

の堆積層は，暗黒褐色層であり，自然的あるいは人為的な条件による変化を生じ劫い土悩であると

｀
 いってよい。

土層断面については，各断面図ごとに述べていく。

溝土層断面 ti!. 1 

層序は表士ー暗黒褐色土ー暗黒褐色土一条褐色土（第三紀の黄褐色粒子を多量に含む）一賠茶褐

色土一茶褐色土の堆柏がみられる。

溝の切り込みの肩は，斜面の流上により確認出来なかった。

第2層と第3層の暗焦褐色土は，断面図において区分しているが，脳0)土質の差は明確なものは

なく，粒子の混入により分けられたか，基本的には同一士層である。

第4屈の茶褐色上は斜面とは逆方阿に，溝に流れこんでおり，斜面の上の方から，最も早く溝内

の堆積土となる第3層の暗黒褐色土は，この第4肥が流入した線から堆積するという逆の現象を不

している c

溝土層断面 ti!. 2 
I 

厖序は表上ー暗黒和色土一茶褐包土ー暗黒和色上（若干の地山土粒を含む）ー暗褐5色土一黄褐6色
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土の堆積がみられる。

溝の切り込みは，第三紀屑上層に堆積する軟弱な黄褐色土からであるが，表土を排土するとすぐ

に黄褐色土の面が露出する。又，溝内の埋土の堆積状態からしても，この土層より上部で肩を持っ

ていたことが考えられる。

第 2層と第 4層の暗黒褐色土は同一の土屑と認められる。従って，第 4層が東より流入していく

過程で，第 3庖の茶褐色土が西から流入し，さらに東より第 2層の暗掲色土が流入したと考えられ

る。第 3層の茶褐色土は黄褐色土の第三紀粒を多量に含む土層で，流入の仕方が西からというよう

に，斜面の逆方向に流れる状態を示している。

溝土層断面 油 3

溝が中央部に逆台形状に第 3層茶褐色土が堆棋する掘り込みが認められる。この掘り込みには，

10cm程の石を多く含み，また壷形土器の口縁部が逆になった状態で出土している。

第 4層暗黄茶褐色土の堆禎も，第 3庖の掘り込みと同じような状態を示しているが，遺物・礫第は

検出されなかった。

この第3層の掘り込みは断面での観察であり，平面的にはどのようなプランを示すのか確認出来

ない。第4屑の状態から考えてみるならば，溝が埋ったために， 2次的に掘削したとも考えられる

が，第3階中の壷形士器が，士器溜りの土器群とは時期的な差をもって存在する口j能性もある。さ

らにこの地点から礫0)出土が多いことからすれば，溝とは有機的なつながりをもっていたとも考え

られるが，本来の機能とは別途の遺構として把握出来る。

溝土層断面 油 4

層序は表上一黒街色土（石粒を多く含み，土器片の混入が多い）一黄褐色土（第三紀層粒子を含

む）の堆積がみられるっ

斜面の角度が強いため，他の土層断面において観察された堆積状態とは相違し， 2暦の堆積がみ

られたにすぎない。この 2層の堆梢土は比較的厚く，短期間に埋没したことを推定させる。

これら土層断面から観察されることは， No1 の第 4 陪と第 5 層• No 2の第4層と第 5層が，逆の

流れで溝内に堆積していることである。又，この土層中には第三紀層の粒子が多く含まれているこ

とから，溝掘削時の排士と考えられる。旧地表の状態において，溝を掘削しただけで，その地表に

何らの構造物を設けないとすれば丘陵傾面の上方（溝東側部）から堆積が始まることは， No4の

土層断面のような観察がなされる。

しかしながら， No1及びNo2はNu4とは相違し，地形的な条件に恵まれ（斜面の傾斜角度が弱い）

溝外部の施設が存在したことを推定させる堆楼状態を示している。即ち，堆積が逆流している土層

は，溝の掘削土であり，この土層により溝西側部分に土塁を設けていたと考えられる。

溝内の土層堆積状態は以上であるが，溝内には自然的な流入ではなく，意識的に遺棄された状態

での土器溜りか 5ケ所，散舌Lした状態で土器が少ない土器溜りはこの他に 4ケ所確認された。
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第 67図溝土器溜No.I出土土器

●
 

以下各土器溜り及び土器について述ぺていく。

土器溜り ~1 一溝のほほ中央附近に，底面から 7 cm程浮いた状態で一括されていた。完形品はな

く，甕形土器と高杯土器が出土している。

100は口径14cmを測る甕形土器である。「く」の字状に外反する口縁部を有するもので胴部の張

りはあまり強くなく，球形に近い。口縁端部は，櫛状ーI.具による数条の直線を施している。

器面はやや斜め気味の太めの叩キがなされた後，との叩キ目を消すように縦位の荒い楢状工具に

よる整形がされている。内面は致部から胴部上半にかけて横ナデがなされ，胴部上半から下は細い

刷毛状手具による整形がなされている。ススが附着する。胎土・焼成とも良好である。

101は口径17cmを測る甕形土器である。「く」の字状に強く外反する口縁部を有するもので，口
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縁端部は上方に広がり気味に拡張し，輻の狭い複合口縁をつくる。

口縁部は横ナデにより幣形され，致部以下は斜め力向の輻 2mnr--2. 5 mmの叩キにより整形されて

いる。内面の整形痕は不明である c ススの附着が認められる。細砂を含み，焼成は良好である。色

調は茶褐色を示す。

102は口径14cmを測る甕形土器である。「＜」の字状に外反する口縁部を有し，端部に凹線を施

している。頸部は強く横ナデがなされているため，立上がり気味の形態を示している。

肩部は張ることなく，球形に近い胴部へ移行する。

左下りの横位の叩キ目（寵約 2mm)がなされていたことから，絞位の細い刷毛状工具による整形

が認められる。内面は外面と同様な横位の細い刷毛状工具による整形がされている c ススの附着が

認められる。石粒を多く含み，焼成は良好である c 色調は灰褐色を示すc

103は口径15cmを測る甕形土器である。 D縁部は単純に「く」の字状に外反し，胴部は球状に近

い形態を不している。縦位の細い刷毛状工具による枢形がみられ，内面は横位の櫛削りかなされて

いる。石英• 石粒を含み，焼威は良好である c 色調は暗灰色を示す。

104はLJ径13cmを測る高杯形土器である。深い杯部を有するもので，口縁端面に凶線を施こして

いる。 HFoJ部は開き気味に，裾部へ移行する。器壁の剥離が著しく，整形痕の詳細は観察出来なかっ

たが，外面は細い箆状工具による磨ぎがみられ，内面に丹塗りが認められる。石英粒を多く含み，

焼成は艮好である。色調は茶褐色を示す。

105は杯径11cmを測る高杯形士器である c杯部は深い境状の形態を示すもので， D縁部が内弯気

味になる。脚部は短く，裾部も短かく開くものがつくと推定される。杯部と脚部との接合は，坪部

に凸帯をつくり脚部にはめこんでいる状態が看取される。口緑部は右から左への横位のナデが，下

半は斜め0)箆磨きがなされている。内外面とも丹塗りがなされている。ススの附着が認められる。

石英粒を含み，焼成は良好である。色調は茶褐色を示す。

土器溜り ~2 一溝東壁よりに流れ込んだ状態で，底由より約 2. 6 cm程浮いて検出された。

土器が存在する下の土層は，暗黒褐色土と黄褐色土（第三紀世の粒子を多く含む）の 2栖がみら

れる。又，土器溜りの周辺は輻 8.6 cm, 長さ： 6. 5 cm程の張り出し状になっている c この張り出し

状は，東側の壁が変則的な状態を示し，又，士器溜りの下に堆積する 2陪のうち，黄褐色土が途中

で流入した状態を示す c このようなことから， この上器溜りは溝壁近くに存在していたものが，壁

の崩壊により流入したと推定される。

106はD径15lm・器簡 18. 4 cm• 底径 2.1 cmを測る甕形土器である。 「く」の字状に外反する口

縁を有し，口縁端部は外方へ掠張し複合口縁状をつくる。口縁端面には凹線を施している。肩部の

張りはほとんとなく，胴部最大径は上位にあり，やや長めの胴部を形成する。底部は不安定なもの

で，やや丸味を有する。顕部下半から底部にかけて，斜めの太い叩キによる整形があり，その叩キ
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反神原沿跡

亀
)

曾

を消すように縦位の細い条

を有する櫛状工具による整

形が認められる。叩キは一

部においては確認されるが，

ほとんど，この櫛状工具に

より消されている。内面は

胴部中半までは縦位の細い

刷毛状工具により整形され，

胴部中位以下は，外面と同

様に細い条のある櫛状工具

により整形されている。

器壁の厚さは，刷毛状工

具により整形されている部

分は 5mmを，櫛状工具の部

分は 3mm程度であり，工具

による器壁0)岸さ浅さが観

察される。なお，底部は[lJ]

凸が多く，器壁も 1cmを測るかなり厚めのものである。

107は口径15cmを視jる甕形土器である。 「く」の字状に強く口縁部を外反させるもので口縁端部

＼
 

117 

118 

＇ 第 70図溝土器溜No.2出土土器

9
-

を上方に拡張させ，端面に凹線を施している 3 顕部から肩部の張りはあまりなく，胴部の丸味も小

さいc 縦位の細い櫛状工具により整形され，内面は右から方へ横位の荒い櫛削りがおこなわれてい

る。ススの附着が認められる。石英を含み，焼成はあまい。色調は茶褐色を示すc

108はD径15cmを測る甕形土器である。 「く」の字状に外反する口縁部を有するもので口縁端部

を外方へ開き気味に拡脹 ：J，端面に凹線を施す。器朋が荒れており，整形痕の詳細な観察は不助で

あるが，叩キによる整形と，内面は横位の荒い櫛状上具の痕跡が認められる。

109は口径14cmを乱る甕形土器である c 外反する口縁部をもち， U縁端部を若千立上がらせる。

頚部の横ナデが強いため，毀部が立上がり気味となる。肩部は張ることなく，球形に近い胴部へ移

行していく。

斜めの叩キをしたあと，縦位の細い刷毛状工具により整形され，叩キ目を消している。内面は方

から右の横位の細い刷毛状工具により整形され，胴部上半において，刷毛の上から横位の箆削りを

行なっている。

110は口径14cmを測る甕形土器である。外反する口縁部を有するもので，口縁端部を上方に拡張

し，その端面に凹線を施す。致部から肩部への張りはあまりなく，胴部の丸味もみられない。器壁
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の剥離か著しく，整形痕の詳細な観察は不明であるが，外面は細い刷毛目がみられる。なお胴部に

は叩キがなされた可能性がある。石英• 石粒を多く含み，焼成は良好である。色調は褐色を示す。

111は口径14cmを測る甕形土器である。外反する口縁部を有し，口縁端部を内弯気味に拡張させ

ている。左下りの太めの叩キを施した上から，斜め方向の細い刷毛状工具により整形され，叩キ目

を施している。頸部の叩キ目は，口縁部をつくる為，又，器壁のためにされたものが， D縁部をつ

くるために外反させたとき，叩キ目がこのような形になったと推定させる。内面は不詳であるが，

箆削りがなされている様である。ススの附着が認められる。

石粒を含み，焼成は良好である。色調は褐色を示す。

112は口径12cmを測る甕形土器である。「く」の字状に外反する口縁部を有し，口縁端部は変化

をさせない。頸部下半から太い叩キが施され，叩キによる器面の凹凸が著しい。内面の整形痕は不

詳である。ススの附着が認められる。石英石粒を含み，焼成は良好である。

113は口径14cmを測る甕形土器である。「く」の字状に外反する口縁那を有するもので口縁端部

を上方に拡張し，瑞OOに櫛状工具による数条の直線を施す。細い刷毛状工具の整形がみられ，内面

は輪積み痕が残される。ススの附着が認められる。

114は底径 3cmを測る甕形土器の底部である。底部は平底を呈するもので，底面の状態はやや不

安定である。胴部下半にかけて，縦位の細い刷毛状1具による整形がなされ，下半から底部にかけ

ては，上から下への縦位の箆削りがなされている。内面は右から左へ細い刷毛状工具により整形さ

れており，底部は指頭による整形がされているため， LUJ凸がみられる。ススの附着が認められる。

石粒を多く含み，焼成は良好である。色調は暗茶褐色を示す。

115は底径 3cmを測る甕形上器の底部である。幅 1.5 mnr--2 mm程度の左下りの叩キを施した上か

ら，縦位の荒い権状工具により整形され叩キ目を消している。内面の整形痕は剥離のため不詳であ

る。底部は安定した面を有する。

ススの附着が認められる c 細砂を含み，焼成は良好である。色調は茶褐色を示す。

116は底径 5.7 cmを測る甕形士器の底部である。幅 3mm程度の太い左上がりの叩キがみられ，底

郭は張り出し状で，いくぶん凸状になっており不安定なものである。内面の詢整痕は剥離のため不

詳である。石粒を多く含み，焼成は良好である。色調は灰白色を示す。

117は口径 22. 5 cmを測る鉢形土器である。深い坑状をホすもので，口縁部近くに径 6mmの焼成

前の穿孔がみられる。この孔の数は，破片実測のため不詳である。内面は箆磨きがなされ，全面丹

塗りされている。ススの附着が認められる。紐砂を含むが， 堅緻である。色調は茶褐色を示す。

118は口径 11. 8 cm• 器圏 9.8 cm• 脚径 12. 8 cmを測る高坪形土器である。婉状の林部を有する

もので，脚部ははとんどなく，杯部から「く」の字状に裾部を形成する。杯部は横位の箆磨きが，

内面は縦位の条のある荒い櫛状工具により整形されている。裾部は箆削りのあと，箆による磨きを

おこなっている。丹塗りがなされている。器面の磨滅が著しい。細砂• 石粒を含み，焼成は良好で
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ある。色謡は茶褐色を示す。

土器溜りt-h3一溝ほほ中央よりの位置に，溝に平行して， 1 5 5 cmに渡って検出された。士器

数は溝底面に接したものはなく，約 1.6 cm程浮いた状態で存在している。

この土器溜りは第 1 次調査の時に確認され，壷• 高杯などを検出しており，元位箇での関係は不

朋である。• 

．
 

119は口径 9cm・器高 2L 9 cmを測る壷形土器である。外反する口縁部を有し，口縁端部は肉弯

気味に丸く仕上げている。頸部は立上がりの傾向を示し，横ナデで弊形している。胴部径が中位に

あり，強い球形を呈し，底部は丸底でややふくらみを持っている。

肩部から胴部上半にかけて荒い櫛状I具により幣形され，月岡部上半から底部にかけて細い刷毛状

1具による幣形をおこなっている。内面は荒い櫛状工具による削りがみられる。丹塗りがなされ，

胎士・焼成とも良好である。

120は口径 15. 2 cmを測る甕形土器である。「＜」の字状に外反する口縁を化し，口縁部を肥胆

させ，又[l縁端部を立上がらせる。胴部は下ぶくれの形態を示す。口縁端面に枷状工具による血取

りがみられる。肩部に，軋昔約2mmの左下がりの叩キがなされ，その上から縦位の細い条のある櫛状

工具により，整形され，叩キ目を泊している。内面は外面と同様の整形具により，胴部は左から右

0)横位に中位下半は，横位の上から縦位の格形をおこなっている。ススの附着が認められる。

’ 石粒を含み，焼成は良好である c 色調は茶褐色を示す。

121はLJ径15cmを設lJる甕形土器である。「く」の字状に外反する口緑部を有し，口縁端部を上方

に拡張させ複合D縁をつくる。端面には凹線を施す。胴部は肩 (1)張らない球形に近い形態を示すc

口縁部は横ナデにより整形され，翠部下半からは，左下がりで輻 2.5 cmの叩キがみられ，この上へ

左から右の斜めの細い刷弓状工具により招形され，叩キを消している。内面は L5 cur--1. 7 cmの帳

で，輪積み痕を明瞭に止め細い刷毛状工具により悴形がなされている。ススの附若が認められる。

細砂を含み，焼成は良好である。色調は褐色を示す。

122は口径16・.m・器涵 2l. 9 cmを測る甕形土器である。 「く」の字状に外反する口縁端部を，水

平近くまで曲げ，口縁端部に凹線を施す。胴部は無花果形をなし，底部は尖り状となり，底部とし

ての安定は全くない。左下がりの幅約 0.3 cmO)叩キがなされ，その上から条線を有する椀状工具に

よる整形がなされ叩キを消している。この櫛状工具の整形痕は，器壁が荒れているため，あまり朋

確ではない。内面は顕部下半に輪禎み痕がみられ，外面と同様の整形具により整形がなされている。

胴部下半より底部にかけて，ススの附着が認められる。石粒を含み，焼成は良好である c 色調は茶

褐色を示す。

123は口径14cmを測る甕形士器である e 「く」の字状に外反する口縁部を有し， D縁端部を肥厚

させ複合口縁状をなす。胴部は球形に近い形を有するが，やや下ぶくれの形態をとる。
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左下がりの幅約 2mmの叩キを施した上から，縦位に細い条線を有する櫛状工具により整形され，

叩キを消している。胴部上半近くまでは横ナデにより，これらの整形痕が消されている。内面は頸

部下半に輪積み痕がみられ横位の細い条線を有する櫛状工具により整形されている。石粒を多く含

み，焼威は良好である。色調は赤褐色を示す。

124は口径14cm・器高 15. 3 cm・底径 3.4 cmを測る甕形土器である。「く」の字状に外反する口

縁部を有し，口縁端部を，やや肥厚させながら複合U縁をつくる。胴弼最大径は上位にあり，底部

は丸味をおび，やや安定感を欠く，器面の剥離が著しく，整形痕などの詳細は不助であるが，外面

には左下がりの叩キがみられる。石粒を多く含み，焼成はやや軟剥である。

125は0径15cm・器局 22. 7 cm・底径 3.4 cmを測る甕形土器である c 外反する U縁部を上方に拡

張させ，複合口縁をつくる。肩はあまり張らず，長胴気味の胴部を有する。底部は丸味をおび，安

定性はない。口縁部から頸部にかけて横ナデかなされ，胴部は細い条線を有する樺状工具による幣

形がみられる。内面は，箆削りがみられる。器壁全体にススの附右が認められる。石粒を合み，焼

成は良好である。色調は茶褐色を示す。

126はD径13cmを測る甕形土器である。外反する O縁部の端部を上方に拡張気味にさせ使合口縁

状にし，胴部は張り気味になる。幅約 3mmの左下がりの叩キを施した後，縦位の細い条線のある櫛状

工具により整形し，叩キ目を消している。内面の胴部中位上半は，伍からたにかけて横位の深いタ

ッチで，又，中位下半は絞付の細い刷毛状工具により幣形されている。ススの附着が認められる。

石粒，細砂を含み，焼成は良好である o 色調は褐色を示す。

127は口径16,こmを測る甕形土器である。外反する O縁部を有し， 0縁端部をJ力に孤張させ，複

合口縁をつくる。頚部は稜を有し，やや下ぶくれの胴部を有する。縦付0)荒い櫛状 I具による粕形

がみられ，内面は横位の箆削りかみられる。器面全体にススの附着が認められる。石英粒，糾砂を合

み，焼成は良好である。色調は茶褐色を示すc

128は口径 13. 5 cm・器晶 18. 2 cm• 底径 2.3 cmを測る甕形土器であるe 「く」の字状；こ外反す

るD縁部を持ち， D縁端部に稜を有する。胴部は球形に近いもので，不安定な底部を有する G [」縁

部から顕部にかけて，右から左への横ナデにより整形する。顕部下半から胴部下半にかけて，右か

ら左への横位の櫛状工具により，又，胴部中位より底部にかけて，縦位の刷毛状工具により悴形が

おこなわれ，横目を消している。内OOは顕部下半に輪積み痕が残る。横位の箆削りかなされた上か

ら，細い刷毛状工具により整形する。桐部下半より底部にかけて，ススの附着が認められる。石粒

を多く含み，焼成は良好である。色調は淡茶褐色を不す。

129は口径16cm・器高 10. 5 cm・底径 3.6 cmを測る鉢形土器である。外反する口縁部を有し，端

部を上方に拡張させその端面に櫛状工具による沈線を施す。丸味を持つ胴部を有し，安定性のある

底部をつける。

右下がりの細い条線のある櫛状工具により整形され，底部近くは縦位となる。内面は細い刷毛状
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工具による整形痕がみられ，底面は凹凸がみられる。石粒を含み，焼成は良好である。色調は茶褐

色を示す。

130は底径 1.4 cmを測る小形の甕形土器の底部と推定されるものである。剥離が著しく，整形痕

などは不詳である。石粒を多く含み，焼成は軟弱である。色調は灰白色を示す。

131は口径22.:m・器高 16. 9 cm• 脚径 15. 3 cmを測る高杯形土器である。杯部は鉢形に開き，口

縁部は稜を有し，そり気味に外方へ広がる。稜の部分には沈線を施し，下には粘土紐による凸帯を

貼り付ける。脚部はやや開き気味で，筒状を呈し， 「ハ」の字状に高く開く裾部をつくる。裾端部

は狭い端面を有する。口縁部は横ナデにより整形され，凸帯から下は縦位の細い刷毛状工具により

整形された後，右から左への横位の箆磨きがされている。脚部は左から右への横位の箆磨きがおこ

なわれ，裾部においても，縦位の箆磨きがおこなわれている内面は箆磨きがおこなわれ，裾部は荒

い櫛状工具による整形がおこなわれている。

裾部の孔は 4個と推定される。内外面とも丹塗りを施している。細砂を含み，竪緻である。

132は口径19cm・器高 16. 4 cm• 脚径 13. 5 cmを測る高杯形土器である。杯部はやや丸味を持ち，

段をつけて外反する口縁部をつくる。脚部は筒形を呈し， 「ハ」の字状に高く開く裾部を持つ。

細く深いタッチの縦位の櫛状工具により整形され，その上から横位の箆磨きがなされている。脚

部は縦位の箆削りをした後，横位の箆磨きを行い，又裾部も箆磨きを施している。内面は裾部にお

いて荒い刷毛状工具による整形をおこなう。内外面とも丹塗りされている。石粒を含み，焼威は良

好である。色調は茶褐色を示す。

133は口径 22. 3 cm• 器高 13. 6 cm• 脚径 13. 7 cmを測る裔杯形土器である。坑部は稜を持たず，

外方へ強く広がる口縁を有し，脚部は開き，そのまま高く広く開く裾部へと移行する。裾端部は稜

をつくる。横位の荒い櫛状工具の整形のあと縦位の箆磨きがなされる。脚部は縦位の箆磨きをおこなう。

裾部は細い櫛状工具の整形のあと，箆磨きをおこなう。内面は箆磨きをおこなっている。石粒を含

み，焼成は良好である。色調は赤褐色を示す。

134は口径 20. 2 cm• 器高 11. 8 cm• 脚径 13. 6 cmを測る高杯形土器である。杯部は低く広がり，

稜をつくり，外方に大きく開く口縁部をつくる。脚部は短かく「ハ」の字状に低く広く開く裾部を

有する。縦位の荒い櫛状工具の整形の後，任意の方向で箆磨きをおこなう。脚部は縦位の箆削りを

おこなう。裾部は杯部に用いられたと同様の，縦位の荒い櫛状工具により整形された後，箆磨きを

おこなう。内面は横位の荒い櫛状工具により削り，その上から，削りの凹凸を消す程度の整形であ

る。石粒•細砂を含み，焼成は良好である。色調は褐色を示す。

135 は口径 19cm• 器高 12. 4 cm• 脚径14cmを測る裔杯形土器である。

外方に広がる体形の杯部を有する。脚部は，開き気味で，低く「ハ」の字状に開く裾部をつくる。

器壁は全体的に，非常に厚くつくられている。杯部は横位の箆磨きを行い，脚部も横位の箆磨きを

おこなう。内面は縦位の箆磨きをおこない，裾部は荒い櫛状工具により整形される。内外面とも丹
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塗りを施す。細砂を含み，焼成は良好である。色調は赤褐色を示す。

136は口径 17. 1 cmを測る高杯形土器である。口縁部は稜を持ち，上方に立上がる。脚部は短か

＜筒形となり，短かい裾部がつくと推定される。縦位の箆磨きをおこない，脚部は縦位の箆削り

をする。内外面とも丹塗りを施す d 細砂を含み，焼成は良好である。

137は脚径 11. 9 cmを測る高杯形土器の脚部である。脚部は外方に開き気味で，低く開く裾部を

つくる。箆磨きがなされ，内面は荒い櫛状工具による整形がみられる。細砂を含み，焼成は良好で

ある。

土器溜り ijJ_ 4 

溝中央より西壁よりに，底面から約15cm浮いて，甕• 高杯・礫などが検出された。この土器溜り

は，礫の存在が多いことが注意される。断面の観察においては，これら礫• 土器類は流入した状態

を示さなかった。やはり，他の土器溜りと同様に溝内に遺棄されたと考えられる。

138は口径15cmを測る甕形土器である。「＜」の字状に外反する口縁部を有し，口縁端部は変化

をさせず，胴部の最大径は中位にあり，やや張り気味の球形状を示す。左下がりの 1.5 mmから 2mm 

の叩キを施した上から縦位の刷毛状工具による整形がなされ，叩キ目を消している。内面の整形痕

は不詳である。ススの附着が認められる。石粒を多く含み，焼成は良好である。色調は暗茶褐色を

示す。

139は口径12cmを測る甕形土器である。口縁部はやや開き気味に立ち上がり，胴部は球形に近い

ものを持つ。口縁部は横ナデによる整形がみられる。胴部は左下がりの輻約 2mmの叩キを施した後，

縦位の細い条線のある櫛状工具により整形し，叩キ目を消している。内面は，横位の細い条線のあ

る榔状工具により整形される。器壁は底部に行くに従い，厚さを増してゆく。石粒を含み，焼成は

良好である。色調は暗茶褐色を示す。

140は口径 23. 5 cmを測る高杯形土器である。

杯部は稜を設け，外反する口縁部を有する。脚部は短かく胎くもので，低く短かい裾部を形成す

ると推定される。杯部に凸帯をつくり，脚部にはめ込む。整形痕等については，剥離が著しいため

観察出来なかった。内外面とも丹塗りが施されている。粒子の混入はあまりない。

以上が土器溜り出土土器の実態である。この他に，溝の時期比定，又機能の停止に関わりを持つ

と考えられる士器類が 141-176である。

143は土層断面No.3の第 3層から出土したものである。複合口縁を有し，端面に 5本の線による

櫛描き波状文を施文する。丹塗りがなされている。

144•145 はこの土層断面観察用に残した土手下層より出土したものである。前者は，口径14cm,

器高 11. 3 cmを測る小形の甕形土器である。単純に外反する D縁部を有し，端部は丸く仕上げられ

る。肩部近くに最大径があり，明確な底部はなく，凹み状の不安定な底部に移行する。器壁は底部

にかけて厚く仕上げられる。口縁部は左から右への横ナデがなされる。頸部下半から左下がりの約
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2. 5 mmの叩キがなされ，その上から縦位の櫛状工具により雑に整形される。内面は頸部から胴部下

半にかけて，横位の非常に荒い櫛状工具により整形削りされた後，等間隔IC縦位の，横位のそれよ

りは荒くない櫛状工具が施こされる。底部にかけては細い刷毛状工具による整形がみられる。焼成

は良好で，色調は灰茶褐色を示す。

後者は口径13cmを測る甕形土器？である。頸部をやや屈曲する程度のもので，口縁部は，わずか

に尖る D縁部をつくる。胴部は口縁部より張ることはなく，底部に移行する。左下がりの約 2.5 mm 

幅の叩キを施した後，斜めの細い櫛状工具による整形がなされる。内面は，口縁部から胴部下半に

かけて，横位の非常に荒い榔状工具による整形（削り）される。又底部にかけては，縦位の細い櫛

状工具による整形がなされる。

139 

138 

140 

第 76図 溝土器溜No.4出土土器
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隻

｀
 

壁は底部に近づくにつれて，厚さを増して

いく。焼成は良好で，色調は灰褐色を示す。

この両者の土器は，胎土・整形とも非常に

類似する。

176は底面より約28cm浮いた状態で検出さ

れたものである。

146-153と171-175は，それぞれ固

ー地点に，まとまって出土したものである。

155-169 は土器溜りNo.3を検出した第 l

次調査のトレンチの際．下層より出土したも

のである。

第 79図溝出土土器 176 
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c. 建物
建物 2

A地点と B地点の境をなす神社参道部分から検出された掘立柱建物で， 1問X3間で梁間 41 0 

cm, 桁は 205-235cmである。棟は北東ー南西方向で柱は直径15cmの丸柱と思われる。柱穴か

ら弥生式土器細片が出土した。建物 3との共存は考えられないが，前後関係は明らかでない。

建物 3

建物 2とは方向をやや異にし，柱穴の掘り方も大きく直径50-60cmである。梁間は 350-370

cm, 桁は 205-230cmとばらつきがある。棟は建物 2よりやや北にふっているが，前後関係は

明らかでない。柱穴から弥生式土器細片が出土している。

建物 4

C地点の西端に検出した掘立柱建物で， 2間X3間，梨間約 2m,桁は 2.2 m-2. 3mを測る。

棟は北西ー南東方向を示し，円形の掘り方から弥生式土器片が少量出土している。

建物5より新しいと思われる。

建物 5

C地点，建物4と切り合って検出した 2間X 4間の掘立柱建物である。梁間 1.6m-1.8m,桁

1. 9 m-2. 2 mを測り，棟は北東ー南西方向で，直径40cmの掘り方から弥生式士器片が出土してい
ヽ

る。

建物 6

C地点，建物5の東に検出した l問 X 1間の掘立柱建物である。

天神原遺跡において，全域に柱穴が検出されたが，建物として確認できたものは 6棟である。

A地点の東南付近の建物 2, 3は規模が類似し，時期も弥生時代後期で， A地点の住居址の多く

とほぼ同時期と思われる。これらの前後関係は明らかではないが，共存は考えられない。

C地点の建物4, 5も切り合っており，前後関係は明らかでないが，柱穴から出土した土器から，

弥生時代後期と考えられる。

建物6の北西隅の柱穴から多くの土器が出土している。弥生時代後期と考えられる。これらの建

物は集落において，住居址の配置から考えて，住居址とともに集落形成のうえで共通的位逍を占め

ると考えられる。すなわち， A地点において， 12戸の住居址に 2棟， c地点において， 20号， 21号

の古墳時代の住居址を除く， 11戸の住居址に 3棟であり，集落における共有施設であった可能性が

ある。

，
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D. 土蝙•土壕墓

天神原遺跡における土凛は不十分な整理の状態であり本項においては主要遺物を含むもののみをと

り上げる状況となった。従って，これらの中には土潰墓から建物の柱穴までも含まれている。さら

に，遺構記号も明らかに土壊墓と思われるものには番号を付したほかは，調査時に付したものをそ

のまま用いているためpit …としている。

時代は弥生時代～古墳時代にわたるものである。

土撰墓 1(2001) 

長軸 2m,短軸 1.62m, 深さ 1.9 0 mの楕円形で，底面は長軸 1.4Om, 短軸 64 cmの隅丸長

方形のプランを呈する。

遺構確認面から深さ約70cm問の土層は,25cm-5cm大の河原石と，故意に打ち砕いた状態の多量

の土器片が混入する。土器の出土状態は，遺構内において完形品になるものはなく，破片のままで

ある。土器が存在する上から河原石を投げ入れたように，士器が河原石により潰された状態を示し

ている。この潰された土器を接合しても．完形になるものはなく，上述した如く破片の状態が大半

を占める。 このようなことからすれば，別地点において故意に破砕された土器の一部をこの土城

に持ってきたと考えられる。『
一

●
-

河原石と土器片を含む土層は暗褐色土で，若干の炭化物を混入するものである。

暗褐色土屈の下は良質の褐色土があり，この土層中には，遺物の混入はみられず，埋め土として

持ってこられたものと考えられ，約40cm大の河原石が落込んだ状態で認められた。

これら河脱石は底面に接しておらず，約10cm程浮いた状態であった。

河原石および土器片を含んだ土層は，断面の状態を観察すると，落込んだ状態を示しており，ま

た褐色土中の河原石もやはり，

くずれた状態を示している。こ

のことから，褐色土中の河原石

を蓋として用いてあったものが，
------

ヽ

くずれたことにより，河原石お

よび土器片を含む土は，元来地

上に盛ってあった状態であった

が，そのために落込んだと考え

られる。

第82図土拡墓 I(2001)平面図
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. 
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く出土遺物＞（第84図）

1 7 7は口径24cmを測る複合口縁部を有する壷形土器である。

複合口縁部は広い凹面を有するが，器面の剥離が著しく，施文の有無は不明である。

胎土，焼成とも良好である。色調は褐色を示す。

1 7 8は口径約 21.5cmを測る複合口縁部を有する壷形土器（器台？）である。

複合口縁部に，上下端部に凹線を施こすと推定されるもので，この凹線の間の部分に櫛状工具に

よる波状文を施こしている。この波状文は，沈線の中に細い条を有する線である。

内面に丹塗りが認められる。

胎土は石粒を多く含むが，焼成は良好である。色調は褐色を示す。

1 7 9は口径15cmを測る複合D縁を有する壷形土器である。

複合D縁部に横ナデによる凹線状の凹みを施こした上から，鋸歯文を施文している。この鋸飴文

は，箆状工具の先端で施文した様に，細く深い沈線を施こし，内部には 5-7本の沈線により右か

ら左への斜線を充填させている。

1 8 0は口径12cmを測るD縁端部を肥厚させる囲口の壷形土器である。

肥厚させた口縁端部に凹線を施こし，口縁部は右から左方向への凹線を施こしている。また，肩

部には右から左へと，左から右への刺突がなされて，羽状文をつくっている。

内面の整形は指頭による整形痕がみられる。

堅級で色淵は褐色を示す。

1 8 1は口径12cmを視iJる複合口縁部を有する壷形土器である。

頭部が若干直口状になり，肩部に刺突列点文を施こしている。

内面は横位の箆削りがなされている。

細砂および石英粒を含み，軟弱である。色調は褐色を示す。

1 8 2は口径11cmを測る複合D縁の壷形土器である。

複合D縁部に凹線を施こすもので，頸部には縦位の荒い櫛状工具による整形がみられる。

堅級で色調は灰白色を示す。

1 8 3は口径15cmを測る口縁部を折り返すようにして，複合口縁をつくる壷形土器である。

複合口縁部に凹線を施こしているが，整形痕などは器面の剥離が著しく不明である。

細砂を含み焼成は良好である。色誦は褐色を示す。

1 8 4は口径14cmを測る複合口縁部を有する甕形土器である。

器形は「く」の字状に外反する頸部から肩の張らない丸味のある胴部を形成するものと推定され

る。

口縁端部をやや肥厚させた状態がみられ，複合口縁には，しっかりした凹線が施こされている。

頭部から肩部にかけて縦位の，また胴部にかけては横位の荒い櫛状工具による整形がみられ，内面
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は横位の箆削りがなされている。

ススの付着が認められる。焼成は良好で，色調は灰褐色を示す。

1 8 5は端部を上下に拡張させ，口径13cmを測る複合口縁を有する甕形土器である。

複合口端部に凹線を施こすが，その施文の上から横ナデをしている為に，凹線が消されている感

じをうける。頸部から胴部にかけて，縦位の櫛状工具による整形がみられ，内面は横位の箆削りが

行なわれている。器表面にススの付着が認められる。

石粒を含み，焼成は良好である。色調は茶褐色を示す。

1 8 6は口縁端部を下方に強く拡張させる．口径17cmの複合口縁部を有する甕形士器である。

複合口縁部には凹線を施こす。内面には横位の箆削りがみられる。

石粒，細砂を含み，焼成は良好である。色調は褐色を示す。

1 8 7は口縁端部を下方に拡張させ，口径13cmの複合口縁部を有する甕形土器である。

複合口縁部には横ナデによる凹面部をつくる。頸部から胴部にかけて，やや斜めの細く深い線を

痕す櫛状工具による整形がされている。内面は横位の箆削りがみられる。器面にススの付着がみら

れる。

砂粒を含み，焼成は良好である。色調は茶褐色を示す。

1 8 8は口縁部を逆「L」字状に強く外反させ， J::.下に拡張させる口径21cmの複合D縁部を有す

る甕形土器（壷形土器？）である。

胴部は口縁部径より張らず，ナデ形をしている。

複合口縁部には沈線状の凹線を施こし，内面は横位の箆削りを行なっている。

石粒，細砂を含み，焼成は良好である。色調は褐色を示す。

1 8 9は口縁端部を上下に拡張させ，口径18cmの複合口縁部を有する甕形土器である。

複合口縁部には凹線を施こしている。器表面には， 2mm-3mmの線の中に細い条を有する櫛状工

具で縦位に整形されており，内面は横位の箆削りがなされている。器面にススの付着がみられる。

石粒を多く含み，焼成は良好である。色涸は茶褐色を示す。

1 9 0は口縁部を上下に拡張させ，口径17cmの複合口縁部を有する甕形士器である。

複合口縁部には凹線を施こし， 「く」の字状に外反する頸部に刺突列点文を施こしている。

丹塗りがなされている。石粒を多く含む。堅緻で色調は褐色を示す。

1 9 1は口縁端部を上下に拡張させ，口径17cmの複合口縁部を有する甕形土器（壷形土器？）で

ある。

複合口縁部に沈線に近い凹線を施こし，器面は，やや斜めの細く深い刷毛状工具により整形され

ている。この整形痕の上から櫛状工具による横位の沈線が2カ所に施文している。

器形は12のものと大差のないもので，器表面の施文の有無だけが異なる。

堅緻で，色調は淡白褐色を示す。
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第 85図土拡墓 I 出土土器

1 9 2は底径 6.8 cmを測る甕形土器の底部である。上げ底気味のもので，色調は褐色を示す。

1 9 3は口径12cmを測る鉢形土器である。

杯部中央に稜線をつくり，垂直に立ち上がるものである。この杯部に脚がふするかどうかは破片

のため不明である。

内外面とも横位の細い箆による磨きがみられる。堅緻で色調は茶褐色を示す。

1 9 4は台径10cmを測る鉢形土器の台部である。 「ハ」の字状に裾部が短く広いもので，器壁は

厚く仕上げられている。器面には縦位の箆削りがなされている。

1 9 5は台形9.5 cmを測る鉢形土器の台部である。

裾部をやや延ばし気味で，端部を屈曲させている。台部と鉢部との間は，粘土を充填させている。

器壁は18と同様に厚くつくられている。

剥離が著し<'整形痕は不明である。色調は淡褐色を示す。
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C. 

會
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彎
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1 9 6は器台形土器の胴部破片である。外面は縦位の細く深いタッチの櫛状工具で整形され，内

面は，指頭によるしぽりがなされている。

石英粒を含み，焼成は良好である。色調は褐色を示す。

pit 2 0 0 8 (第86図）

A地点10号住居址内上部に検出された古墳時代の土壊墓である。土壊は長方形を呈し長辺 1.4 2 

m, 短辺 6.7 m, 深さ 0.2 5 mを測る。土城内は淡黒褐色土で埋まっているが，底面はH-10の埋

土との関係で識別は困難に近く，出土遺物等から判断して大略をつかんだ。

墳丘との関係では，詞査前における状況，調査中における観察においても一切そういった痕跡は

みられず，本遺構はそういった施設をもたない古墳時代の墓である可能性が強い。

遺物は土城西よりに須恵器高杯，線，土師器杯．堪が一括出土した。

く出土遺物＞（第87図）

無蓋高杯，器高11cm,杯部径 16. 4 cm, 脚底径 9.5 cm, 脚高 5.3 cmを測る。杯部は中央に明瞭な

二本の稜線により上下を区分し，その下端に四本よりなる櫛描波状文が巡っている。さらに，先の

稜線帯内に 2個のつまみを付し，杯部を飾っている。底部はヘラ削りによる整形である。 D縁部内

面は，端部に細い凹線を，さらに下った部位に浅く幅広い凹線を巡らしている。脚部は太くて短か

く，四方に梯形の透しを切っている。脚端部は上部に浅い凹線をめぐらし，幅広く垂直に近い立ち

上りをなす。下端は丸く仕上げている。灰色を呈し．一部風化がみられる。

諒， D径5.2 cm。器高 10. 2 cm。胴部最大径 10. 1 cmをはかる小型線である。頭部はややしぽり

気味で，まっすぐに外反して口縁端部に至る。頸部と口縁部は一本の稜線によって区分され， 11本

の櫛描波状文によって頸部を飾っている。体部の肩はやや張り気味で，胴部の張り出しは鋭く，そ

の中央に円孔を穿つ。底部は尖り気味で，全体にタマネギ形をなす。体部中央下から底部にかけて

はヘラにより丁寧に平滑に仕上げている。

土師器杯，口径 12.1cm,器高 5.5 cm。体部最大径 13. 2 cm, 体部上方を内蛮させて口縁部をつ

くり．口縁端は丸く仕上げている。胎土中に砂粒を含み，淡褐色を呈する。焼成良好。

土師器柑，遺物取り上げの時点で破損したため，石こう型取りによる実測図である。

胴部最大径 14. 8 cm, 肩部は直線的に下り，胴部から底にかけて張り気味である。このため丸底

であるが安定した底部をなしている。器壁は3mm-5mmで肩部から胴中央部がもっとも薄い。胎士中

に砂粒を含み明褐色を呈する。

これら一括土器の内特に，須恵器二点は，大阪府南部の陶邑古窯址の I期に比定される時期のも
（注 1) (注 2)

のである。類似する土器は芙作地方においては，津山市日上，高祖神社裏古墳，久世町鍋屋遺跡，
（注 3)

畝山80号古墳にみられる。これらはいずれも時間的に近い時期のものである。しかしながら， pit 2 
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0 0 8出土の須恵器は，上にあげた遺跡出土のものより若干古い要素をおびており，現地点におけ

急＼

＼ 
-
L
|
 ゜ 第 86図

lm 
L・124m 

(2008)平面図・ 断面図

1 ocm 

第 87図 (2008)出土遺物
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~ 

現時点における美作最古の時期に位置づけられるものである。
（注 4)

また，美作地方における須恵器窯址の最古のものは勝田郡勝北町用田池所在の用田池東古窯址で，

6世紀前半に比定されるものである。備前南部地方における古窯址をみてもこの時期に比定される
（注 5)

ものは発見されていない。とすれば，この期の須恵器は「須恵
（注 6)

器生産が陶邑の地に固定した」段階のものであり生産体制

の確立による初期の流入品として位置づけられる可能性が

強い。

pit 2 0 0 9 (第88図）

径 17. 6 0 mを測る円形周溝遺構である c 溝は幅60cm前

後で深さも一定せす， 6cm程で浅く巡っている。削平の為
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第88図 P2009

232 

第89図 (2009)出土遺物

その遺存状態は

よくない。

遺物は東側周

溝内の内壁より

に底面に接した

状態で出土した。

く出土遺物＞

（第89閻）

2 3 2は口縁

部を欠失した壷

形土器である。

頚部は垂直に立

ち上がり，横に

張り気味の胴部

中央に輪積みに

よる稜がみられ

る。底部は丸味

を呈するが，丁

寧な仕上けをす

ることはない。
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内面の底部近くは，凹凸が著しい。

磨滅が著しく，

整形痕などは不

明である。細砂

を含み，色調は

褐色を示す。

なお検出時に，

胴部中央に穿孔

が認められたが，

復元不可能であ

るため正確な位

置は不朋である。

穿孔は焼成前の

ものである。こ

のことから，器

形は腺とも考えられる。

土績墓 2 (2010) 

長軸 2.2 4 m, 短軸 1.7 5 m, 深さ 1.5 5 mの不整楕円形の平面形態を呈する。遺構確認面から

三 ＼
 

。 '"" 
第 90図土拡墓 2 (2010) 

書『

約 1.1 5 mの深さの部位において，両長側面に平担部を保ち長軸 1.5 4 m, 短軸 0.6 5 m, 深さ 0.

3 5 mを測る箱形土壊を有する土城暴である。

遺構検出面から深さ 55 cmまでは30c町-10cm内外の河原石または故意に打ち欠いた多数の土器片

―L=12如

I. 暗褐色土
2. 淡黄掲色土
3. 淡灰褐色土
4. 茶黄色土
5. 灰色土
6. 灰褐色土
7. 淡灰褐色土

゜
I• 

第 9I図 土拡墓2 (2010)土層断面図
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，
 

が，中央部に向って落ち込んだ状態で認められる。これら土器片は完形になるものは全くない。こ

の河原石と土器を含む土層は暗褐色土で土層中に若干の炭化物を混入する。さらに，この土層下は

淡黄褐色土で埋められているが，遺物は一切混入しない。箱形土壊上面は黄褐色地山粘土を10cmほ

どの厚さで覆ぃ，あたかも棺直上を意識した朋瞭な土層で区分される。箱形土撰内部には木棺の痕

跡は認められなかったが，四隅に小穴 4個を穿っている他，土墳中央部面より底部近くに10cm弱の

円礫が認められる。なお，土城上面の南にみられる突出した掘方は本土城とは関係しない柱穴である。

く出土遺物＞（第93~)

1 9 7は口径11cmを測る壷形土器である。

外反する口縁部を持ち，口縁端部を屈曲させる。外面は細い櫛状工具がみられ，内面は，横位の

箆削りをおこなっている。

石粒を含み，焼成は良好である。色調は灰褐色を示す。

1 9 8は口径 10. 7 cmを測る壷形土器である。

「く」の字状に外反する口縁部を有し，口縁端部を肥厚屈曲させ，上方に拡張する。胴部は肩部

の張る形態をホす。

頸部の孔は 2対で 2ケ所うがたれている。内面は横位の箆削りがおこなわれている。

石粒•細砂を含み，焼成は良好である。色調は褐色を示す。

1 9 9は口径 13. 3 cmを測る甕形土器である。

外反する口縁部を下方に拡張し，複合口縁をつくる。口縁端面は横ナデによる凹みがみられる。

石粒• 細砂を含み，焼成は良好である。色調は褐色を示す。

2 0 0は口径12cmを測る甕形土器である。

外反する口縁部をもち，口縁端部を肥厚させながら上下に拡張する複合口縁をつくる。口縁端面

は横ナデにより凹みをつくる。

頭部から胴部にかけて縦位の荒い櫛状工具による整形がなされる。内面は横位の箆削りがなされ

る。

石粒を含み，焼成は良好である。色調は茶褐色を呈す。

2 0 1は底径 6.4 cmを測る底部破片である。

内面は，荒い櫛状工具による整形がなされる。

石粒を含み，焼成は良好である。色調は茶褐色を示す。

2 0 2は底径 6.3 cmを測る底部破片である。

石粒を含み，焼成良好。色調は灰白色を示す。

2 0 3は高杯形土器の接合部の破片である。

脚部には8本単位の櫛による直線文が施文され，この間に 4ケ所において穿孔される。

細砂を含み，焼成は良好である。色調は褐色を示す。
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L = 125.3 m 

゜
2m 

第92図 土坑墓2 (2010) 平面図•断面図
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第 93図 土拡墓 2 (2010)出土土器

編

2 0 4は0径15cm,推定器高33cm,台径 25. 2 cmを測る。外反するD縁部を有し，口縁端部を下

方に拡張して複合口縁部をつくる。胴部は筒形を呈し， 「ハ」の字状に大きく開く裾部をつくり，

裾端部を屈曲させる。

複合口縁部は剥離が著しく，文様の施文の有無は不明である。胴部中央に，内部に左下がりの斜

線を充填さす箆描き鋸歯文を描き，その上下に凹線文を多条する。鋸歯文上部から凹線にかけて，

長方形の透しを 4ケ所（推定）設ける。裾部は，山形文を施文し，内部に左下がりの斜線を乱雑に

充填する。山形文の間には上下対で 7ケ所に円形の穿孔を施す。裾端部は横ナデにより凹みを，端

面には荒い刷毛状工具による凹みを有する。

器面の剥離が著しく詳細な観察は出来なかった。小砂粒を多く含み，焼成は良好である。色調は
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褐色を示す。

piヽ 20 1 8 (第94図）

A地点丘陵平担部に検出された主軸を略東西に置 長方形土城である。土凛上部の長辺 2m, 短

辺 1m-0.85 m, 底部の長辺 1.8 m, 短辺0.8 m-0.7 mを測る。即ち，長辺が東にやヽ開く形態の

ものである。現存の深さは 0.4 5 m で底部は平担であるが，両側面に幅• 深さとも10cm前後の掘り

込みがみられることから組合式木棺を開いた土凛墓であったと推察される。土墳内は中央やヽ西よ

り付近にD縁部欠損の壷が横倒した状況で出土した。壷は土壊底部に接するのでなく，少し浮いた

状況を呈している。さらに，この壷出土付近から東にかけて細長い朱の痕跡をみた。

土凜上面には河原石の集石がみられるが，これは棺上部を覆う状況を呈している。

く出土遺物＞（第95図）

2 3 4は底径 7.9 cmを測る壷形土器である。口縁部は欠失し，顆部に凹線を施す。肩部は張らず，

胴部最大径は上位にある。底部は中央に凹みを有する。胴部中央に，焼成後の径 L2 cmの穿孔がみ

られる。穿孔方向は外からである。

器面は剥離が著しく，整形痕などは不明である。内面は，胴部中位に輪積痕を消したと推定され

る指頭圧による整形がみられる。また，底部においても同様な凹凸がみられる。

胎土は石粒も多く含み，焼

成はややあまい。色調は茶褐

色を示す。 ＇ 

第 95図土拡墓3 (2018)出土土器
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天神原遺跡
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天神原遺跡

土煽墓4 (2020) 

A地点 12号住居址の東辺を切って掘り込まれ，長辺2.5 m, 幅約 1mのほぽ長方形を呈する。

深さ約60cmであったが，上層の黒褐色土には河原石と土器片が混在していた。土器片は中層，下

層からは出土していない。土墳墓と考えられる。

く出土遺物＞（第97図）

2 0 7は口径30cmを測る壷形土器である。

外反する口縁部を上方に拡張し，複合口縁をつくる。器面の荒れが著しく，整形痕などの観察は

出来なかった。

2 0 8は口径 18. 2 cmを測る甕形土器である。

「く」の字状に外反する口縁部を有し，口縁端部を上方に拡張して複合口縁をつくる。端面には，

不詳明ではあるが， 3本の凹線が施こされている。内面には，箆削りがみられる。

ススの附着が認められる。石粒を含み，焼成は良好である。色調は茶褐色を示す。

2 0 9は口径13cmを測る甕形土器である。

外反する D縁部を持ち，口縁端面は変化をさせない。焼成は堅緻である。色調は褐色を示す。

2 0 6は推定底径4cmを測る。器種は不明である。細砂を含み，焼成は堅緻である。色調は茶褐

色を示す。

pit 2 0 2 5 

A地点西斜面にかかる位置において検出された土壊で長辺 1.0 5 m, 短辺 0.5 m, 斜面上部での

深さ 0.2 mを測る。底部は中央付近が一段と深くなって安定していない。

く出土遺物＞（第98図）

2 3 1は口径20cmを測る器台形土器である。

[]縁端部を下方に拡張し，複合口縁にする。複合口縁には，細い線ではあるが明確に鋸歯文が施

文され，内部には左下がりの斜線が充填される。鋸歯文の間には，竹管により円形の剌突文を施し

ている。

石粒を含み，焼成は良好である。

なお，破片であるため口径は任意である。

土撰墓 3 0 0 1 

B地点 長さ 1.8m, 幅0.7 rnの長方形を呈し，深さ30cmの舟底形をなし，中央に長さ 1.5 rn, 

幅25cm,J)溝が存在する。上層より須恵器片が出土している。須恵器は壷形土器で， 6世紀末-7世

紀初めと考えられる。

pit 4 1 0 2 

C地点の北東部に検出された長辺約4mの細長い土壊である。詳細不明。
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天神原遺跡
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く出土遺物＞（第98図）

2 2 0は[]径18cmを測る甕形土器の口縁部である。口縁部を水平近く曲げ， 上下に拡張し，複

合口縁をうくる。端面には4本の凹線を施こす。内面は横位の箆削りがみられる。

石粒を含み，脆弱である。色識は暗茶褐色を示す。

2 2 1は口径18cmを測る甕形土器の口縁部である。外反する口縁部を有し，端部を肥厚させ，複

合口縁とする。端面には 3本の凹線を施す。

焼成は堅緻である。色調は褐色を示す。

pit 1 0 4 (第 100図）

丘陵束端近くに検出された 6個よりなる一群の袋状pit の内の 1つで，もと住居址内H-28に存

在したものが削平により住居址床面が削失したものと推察される。

く出土遺物＞（第97図）

2 1 3は口径18cmを測る壷形士器である。外反する口縁部を外方に拡張し，複合口縁とす。致部

から肩部にかけて，凹線が施されている。

剥離が著しく，整形痕などは不明である。

石粒を多く含み，焼成は良好である。色調は茶褐色を示す。

pit 4 3 0 1 

C地点の24号住居址の北側に検出した袋状をなす貯蔵穴である。南側が後世の掘り込みによって
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K 神 1恥直跡

事》

鴫～

変形しているが，径 1.6 mの多角形をなすと思われる。底面に近い部分ではやや広がりをもち径2

m前後を測る。上層の暗褐色土・ 褐色土中には大きい河原石が投げ込まれた状態で出土した。下層

の褐色土からはピットの中央部分に土器，炭化材・焼土•石が混然とした状態で出土した。底面の

中央に黄色粘土塊が貼られた状態で検出された。土器類には完形のものもあるが投げ込まれた状態

で出土している。

く出土遺物＞（第97図）

2 1 0は口径 11. 2 cm• 器高 7.4 cm• 台径 3.5 cmを測る台付鉢形土器（手捏）である。鉢部は縦

位の箆状工具により整形され，鉢部と台部の接合部は指頭圧により整形される。内面は，横位の箆

状工具による整形がみられる。

石粒を含み，焼成は良好である。色調は黄灰色をホす。

2 1 1は口径 16. 5 cm• 器高7.2 cm• 底径5.5 cmを測る鉢形土器である。

外反する口縁を有し，端部は垂直に立ち上がる。

口縁部は横ナデによる整形をし，胴部は細い刷毛状工具により整形する。内面は棋位の箆削りと，

指頭圧による整形がみられる。

石失粒を含み，焼成は良好である。色調は茶褐色を示す。

2 I 2は口径 11. 9 cm• 器高 9.9 cm・底径3.9 cmを測る甕形土器である。

外反する口縁部を有し，端部を上方に拡張する。剥離が著じるしく，整形痕などは不詳である。

内面は横位の箆削りが認められる。焼威は良好。色調は灰褐色をホす。

2 1 4は口径 25. 7 cmを測る壷形土器（特殊亜）である。

口縁部を水平近くまげ，その端部を上下に拡張し，端面に鋸歯文は，深く朋確なタッチで描き，

内部には傾線を充填さす。

器面の剥離が著しく，整形痕などの観察は出来なかった。

石粒を含み，焼成は脆弱である。色詢は灰褐色を示す。

2 1 5は口径29cmを測る器台の口縁部である。端面には，波線状の凹線が7本施されている。

細砂を含み．焼成は良好である。色調は褐色を示す。

2 1 6は台径33cmを測る器台形土器の台部である。端部を上方に拡張し，屈曲する。

裾部には，細い刷毛状工具の整形をし，雑な鋸歯文を施文する。斜格子を施した後に，これら斜

格子に用いた線より太目の沈線により区割をしている。

石粒を含み，焼成は良好である。色調は灰褐色を示す。

2 1 7は台径34. 2 cmを測る器台形士器の台部である。

端部は肥厚し，屈曲をさせる。肥厚部分には，横ナデによる凹みをつくり，端面も横ナデにより

凹みをつくる。

裾部には，深いタッチの山形文を施文し，内部に左下がりの傾線を充填させる。山形文から上は
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反神 I~( 遺跡

凹線文を多条する。山形文は 2個で 1対となり， その間に長方形の透しを施す。

2 2 3 は口径 12cm• 器高23cm• 底径 6cmを測る壷形土器である。

口縁部は垂直に立ち上がり， やや開き気味になり，端部は変化をみせてない。胴部最大径は中位

にあり，球形の均性のとれた胴部をつくり，平底の底部に移行する。

胴部下半から底部にかけて，縦位の箆削りがなされる。内面は，頸部から胴部中程にかけて右か

ら左の横位の箆削りがなされ，胴部下半は縦位のサッ痕がみられる。
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I. 暗褐色土
2. 矯色土
3. 褐色土
（炭化材・焼土を含む）
4. 黄色粘土

k 
L=119.7 m 

＝⇒ 
lm 

第 IO I図 Pit 4301平面図• 断面図
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犬神 l爪追跡

外面の胴部下半に，鋭い箆先による陰刻がなされているが，内容は不明である。

細砂を多く含み，焼成は良好である。色調は茶褐色を示す。

2 2 4は口径16cmを測る甕形土器である。

外反する口縁部を有し．端部を上方に拡張する。

剥離が著しく，整形痕などの観察は出来なかった。

石粒•細砂を含み，焼成はややあまい。色調は暗茶褐色を示す。

2 2 5は口径15cmを測る甕形土器である。

「く」の字状に外反する口縁部を有し，端部を上下に拡張する。

剥離が著しく，整形痕など観察は出来なかった。

石粒を含み，焼成はややあまい。色調は灰茶褐色を示す。

2 2 6は脚径18cmを測る高杯形土器の裾部である。稜を附け，外方へ大きく開き，上下に円形の

透しを設ける。破片の為，この透しの数は不明であるため．図化の位圏は断面のみに止めた。

丹塗りがなされる。細砂を含み，焼成は良好である。色調は暗茶褐色を不す。

2 2 7は高杯形土器の脚部の破片である。

垂直にのびる脚部を持ち，裾部上方に円形の透しをうがつ。透しは 2対l組であるため，等間隔

で凶示出来ない。

丹塗りがなされる。細砂を含み．焼成は良好である。色調は茶褐色を示す。

2 2 8は口径 14. 2 cm• 器昼 8.4 cm• 台径 6cmを測る台付鉢形土器である。

内蛮気味の深い鉢部を有するもので， 「ハ」の字状に短かく開く台部が付くものである。鉢部の

器壁は非常に簿い。

横位の荒い櫛状工具による整形のあと．縦位の箆磨きを行い，その整形痕を消す。内面は甜l離の

ため不明である。

丹塗りがなされる。石粒を含み．焼成は良好である。色調は茶褐色を示す。

2 2 9は口径16cmを測る甕形土器である。

口縁端部を水平近く曲げ，上方に拡張し複合口縁をつくる。端面には，凹線状の沈線を 2本施す。

内面は頸部下半に横位の，胴部にかけて斜めの荒い櫛状工具による整形がなされる。

細砂を含み，焼成は良好である。色調は灰白色を示す。

pit 4 4 O 1 

建物 6の南西角の柱穴より出土した遺物である。

く出土遺物＞（第97~)

205-1は口径28cmを測る器台形土器である。

口縁端部を水平に屈曲させ，上下に拡張し，複合口縁にする。端面には鋸歯文を施し，内部に格

子目文を充填する。
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犬神 I訊沿跡

外面は縦位の荒い櫛状工具により整形され，内面は横位の，外面のそれと同様のエ具による削り

がみられる。細砂を含み，焼成は堅緻である。色調は淡い褐色を示す。

2 0 5 -2は口径16cmを測る甕形土器である。

「く」の字状に外反する口縁部を有し，端部を上下に拡張し複合口縁にする。

剥離が著しく，整形痕などの観察は出来なかったが，内面は箆削りがなされているようである。

石粒を多く含み，脆弱である。色調は褐色を示す。

2 1 8は口径31cmを測る器台形土器である。

口縁端部を上方に大きく拡張し，複合口縁をつくる。複合口縁部には，鋭く，助確なタッチの鋸

歯文を施文し，内面に，左下がりと右下がりの斜線を充填する。 この鋸歯文の間には， 2璽の竹

管による押圧が，又一部において，その一廻り小さい竹管が，それで施されている。これは 3ケ所

に確認され，他は施文されていないようである。複合口縁部の上端には刻み目か，下端には沈線が

施される。

胴部以下は，破片がなく不明であるが，凹線を多条すると推定される。なお，鋸歯文は26,竹管

文は26の単位がみられる。

丹塗りされる。細砂を多く含み，焼成は良好である。色調は明るい褐色を示す。

2 1 9は器台形土器の胴部から裾部への破片である。胴部中央に長方形の透しを施け，その両側

に文様面を施けている。 1面には， 2重の竹管による押圧が2個平行して施けられ，その間を竹管

文の上下端を結ぶことなく，斜め沈線を施こい細組紐文状にしている。もう 1面には，交互に方向

を変えて沈線を施し，それぞれの斜線ごとに横位の沈線により区画をする。この文様帯の上下には，

凹線を多条する。なお，この文様帯は，破片が片面の遺存であるため，他の2面の文様構成は不朋

である。

裾部にかけては山形文が施文され，内部に左下がりと右下がりの斜線を充填させるc

これら文様に用いられている沈線は，鋭く，明確である。

丹塗りが施される。細砂を含み，焼成は良好である。色調は明るい褐色を示す。

2 1 8と21 9は胎土・焼成とも類似しており，同一個体と考えられたが，口縁部の破片と胴部

の破片の接合点はなく，さらに口縁部は胴部への移行の線が直線状に対し，胴部は外方に開く傾向

が観察され，その径の接点は胴部の文様帯でしかないことになる。このようなことから，別個体と

して扱うことにした。

pit 4 4 1 2 

建物4に関係する柱穴である。 2間 X 3間の建物の北列の内，西から 2個目の古い柱穴内より出

土した遺物である。

く出土遺物＞（第98図）

2 3 0は脚径16cmを測る高杯形土器の脚部である。広く外方へ胎＜杯部を有すると推定されるも
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天神原遺跡

ので，脚部は開き気味の長脚で， 「ハ」の字状に低く開く裾部をつくる。外面は箆みがきがなされ

る。

円形の透しは 4ケ所にうがつ。杯部と脚部との接合は，杯部を脚部にはめ込む。

丹塗りがなされる。細砂を含み，焼成は堅緻である。色調は赤褐色を示す。

その他の土城

2 0 0 2 A地点8号住居址の西に検出された不定形の浅い土城である。河原石が中央部に多く

検出されたが遺物をともなわないので時期は明らかでない。

2004 A地点遺物はなく，詳細不朋。

2 0 0 5 A地点 9号墳の周涅によって西側が消失しているが，弥生時代前期の甕形土器が横

転してつぷれた状態で出土した。

2 0 1 4 A地点中央部，土師器杯など出土した。

2 0 1 6 A地点 直径約50cm• 深さ40cmの柱穴に弥生時代前期が落ち込んだ形で出土した。こ

れらの他に性格• 時期ともに不明の土壊を多数検出したが本報告に記載できなかった。

pit 2 0 0 8の注

注 1 今井尭，渡辺健治「美作国河辺，渦祖神社裏古墳出土の古式須恵器について」 貝塚第71

号 19 5 7 

注 2 今井尭，船津昭雄「美作久世町鍋昼遺跡」 古代吉備 第5集 1 9 6 3 

注3 今井尭「津山市史」 第 1巻 原始，古代 1 9 6 7 

注4 注3に同じ

注 5 西川宏「備前の古窯」古代の日本4 中国，四国 1 9 6 5 

注6 田辺昭三「陶邑古窯址群 I」平安学園研究論集第10号 53頁 1 9 6 6 
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第 IO 3図 主な土拡平面図・断面図
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E. 古墳

9 号墳

調査前の地表観察で，古墳と考えられ，9号墳とした。調査の結果，幅2-2. 2 m• 深さ 0.s-o. 

6mの周渥が検出された。直径10mの円墳の墳丘がほとんど削平されて，盛土は30cmを残すのみで

あった。

主体部の検出につとめたがすでに消平されており，盛土からは弥生式土器• サヌカイト剥片が多

数出土した。旧地表土の黒色土が地山上面に厚さ 15cmほど残っていた。

盛土が削平されているが，周浬内に石材などが落ち込んでいないので，内部主体は木棺直葬であ

った可能性がある。しかし，共伴遺物は皆無であった。

10 号墳

A地点中央部の 9号墳の西に位置する円墳で西側を削平されているが，直径約10cmを測る。墳丘

はほとんど消失し，幅 l.5-2mの皿状の周挫が半円形に残存していた。

北側の周涅内のビット (2015)から，須恵器高杯，壷が出土した。このヒ゜ットが10号墳の周

湮に堀り込まれ，須恵器類が意識的に埋められた状態で出土しており， 10号墳にともなうと考えら

れる。

内部主体は削平されて明らかでないが，周涅内に石材等も落ち込んでいないことから，木棺直葬

であったと思われる。

鴫

・̀ 

｀ 
11 号墳

A地点の斜面側に検出された小古墳である。開墾による削平を受け，墳丘および斜面側の側壁，

天井石などは残存しない。河原石による石室構造は，小型ながら朋らかに横穴式石室の形態をもっ

ている。また，地山を1炉辺0cm掘り込んだ，掘り方も検出されている。奥壁と考えられる根石は立

てて使用され，側壁の残存する 5個の根石のうち 4個は，横口積みで使用されている。根石の 1個

だけは，立石として使用されているが，玄門を意識したものかもしれない。側壁は二段目からは，

横口積み，小口積みの両方が見られるが，それは河原石の形状に左右されるものであろう。

遺物は須恵器杯蓋 l 出土している。石室の形態• 規模からみて，終末期の古墳と考えられる。
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第 IO 5図 11号墳平面図・断面図
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天神 I原遺跡

F. 弥生時代前期の土翡

本遺跡で20数点の土器片が出土したが， A地点の 9号墳付近とC地点包含層から出土した以外に

にはない。 20 0 5出土の甕形土器は土壊内につぶれた状態で出土した。口縁部はゆる＜外反し，

端部にきざみ目を施し，やや下に三条の沈線がめぐる。

（図ー 1)

A地点20 1 6の柱穴に底部を上にして蕗ち込んだ状態で出土した。器高15cmで口縁部がゆる＜

外反し，口縁部にきざみを施している。器壁は底部に下がるにしたがって厚く，輪づみの手法から

指頭による内面調整されている。全体の約十を欠損している。

（図ー 3)はC地点の包含層から出土した。口縁部と底部を欠くが，三条の沈線が施されている。

焼成は不良で脆弱な土器である。

（凶ー 4)はA地点から出土した。口縁部は貼り付けにより逆L字形を呈する甕形土器で，シャ

ープな沈線が二条施され，焼成が良い。

圏の土器片はいづれも小片であるが，甕形土器と壷形土器である。

甕形土器は口縁部のきざみと沈線は一条～三条施されている。これらの二点だけは二条のヘラ描

き沈線の間に刺突文が施されている。

壷形土器は四点出土しているうち，三点は肩部に 2~3 条の沈線を施し，外面はヘラ磨きである。

肩はあまり張らず，最大径はあまり高くない。小片であるがヘラ描きによる木葉文がある。

これら弥生時代前期の甕形土器のうち，口縁部がにぶく外反し，端部に刻み目と口縁直下に一～

三条のヘラ描き沈線を施したものは前期中棄に比定できると思われる。また，口縁部が貼りつけに

より逆L字形をなすもの，口縁直下の沈線間に刺突文を施したもの，口縁端部に刻み目をもちなが

らも直角に外反し逆L字形をなすものなどは前期後棄に属すると思われる。

津山盆地において，一丁田遺跡（津山市山北）から前期後棄の土器片が出土している以外には全

く出土していなかった。本遺跡は台地上には位置するが，一丁田遺跡は低い段丘上に位置する。今

後の調査で低地を臨む台地上や低位の段丘上に弥生時代前期の遺跡が発見される可能性がある。

ょ

・̀ 
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第 IO 6図 弥生前期の甕形土器

G. 石 器

ナイフ形石器

5号住居址の覆土中の遺物整理をした時に，たまたまみいだされたもので，本遺跡では唯一の先

士器時代の遺物である。基部を欠損しているが，縦長の剥片を斜めに切断し，三角形に加工したも

ので，右刃の切出形石器である。打瘤痕は除去され，その打瘤痕の方を先端にしている。細部加工

は刃の反対側にあたる左縁全体と，基部に近い右側半分に施されており，その断面は直角に近い急

斜をしている。材質は黄白色で，一部茶色もみられ，チャートと思われる。長さ 33. 4 mm, 幅 19. 
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3 mm, 厚さ 6.8 mmである。 （栗 野）

石鏃はすべてサヌカイト製で小型のものが多い。出土地点はA地点の中央部が最も多<'弥生前

期の土器とその分布が重なる。住居址• 土城からの出土も埋土からのものが多く，確実に遺構に伴

なうものは少ない。

石斧は16号住居址下層から出土した玲岩製である。刃部はかなり磨滅して鈍<'裏面が剥離し，

現存長も約10cmの破片である。

石包丁は12個中11個が頁岩製，変成岩製は 1個である，遺構に伴っているものは 2号住居址3号

• 5号・ 22号・ 23号・ 24号の各住居址の床面または壁溝から出土している。これらの住居址から出

土する土器は弥生時代後期末葉と考えられ，石包丁が美作においてはこの時期まで使用されていた

と考えられる。

石包丁の穿孔方法にはドリルを回転させて両側からの穿孔する方法が多く， 孔の中央が最も小さ

くなる。 （図 110 の 1• 2• 3• 4• 5• 6• 7• 8• 9) 

同じドリルの回転による穿孔でも， 孔の断面形が円筒をなすものがある。 （図 110の5)

ところがこれらとは異なる穿孔方法で穿孔された石包丁が 2号住居址から出土した（凶 109)こ

れは細い鋭利なもので敲打して穿孔しているものである。

有孔円板（紡錘車？）は恒径 5.2 cm・厚さ 0.9cmで，中央に直径0.8cmの孔を穿っている。硬質砂

岩製である。

```
 

第 IO 8図

＇ 

,' 
‘, 

[

』

5号住居址出土石器
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天神原遺跡

第 6章 まとめにかえて

第 1節 出土遺物について

ここで取扱う土器は，溝及び住居址出土のものである。個々の土器の内容については，第5章で

説明を加えているので除き，両者の相対年代について述べる。

溝から出土した土器は，土器溜りからのものが主体を占める。溝の機能面，及び出土状態から観

察すれば，溝の廃絶の時期に遺棄されたものと考えられる。しかしながら，各土器溜りの遺棄の時

間の介在については不明である。

土器の器種は，壷形土器・ 甕形土器•涵杯形土器• 鉢形土器が存在する。壷形土器の出土は土器

溜りNo.3からの 1点のみである。これに対し，甕形土器の特徴的な手法と高杯形土器の器形の多様

さが注目される。

甕形土器について，その特徴は下記のとおりまとめられる。

ロ縁部

＊凹線あるいは沈線を施すもの，また，丸く仕上げるもの。

＊端部を拡張し複合口縁にするもの。

＊口唇部をつまみ上げるもの。

器形

＊無花果状の胴部をもち，底部は尖り底なもの。

＊最大径は胴部上半に有り，肩は張らず，平底風の不安定な底部をもつもの。

＊最大径は胴部下半に有り，下脹状になる。底部は不明である。

＊最大径は胴部上半に有り，肩部は張りぎみに，平底風の不安定な底部に移行するもの。

＊凸状の底部を有するもの。

＊最大径は胴部上半近くに有り，卵形を呈し平底風の不安定な底部に移行する。

外面調整

＊叩キの上から櫛状工具（註 1)により整形されるもの。

＊叩キの上から刷毛状工具（註2)により整形されるもの。

＊叩キ（左下り）のみによるもの。

＊櫛状工具による整形後，箆工具により整形されるもの。

内面調整

＊櫛状工具により整形されるもの。

＊箆工具により削り調整されるもの。

＊刷毛状工具及び櫛状工具により整形されるもの。

＊刷毛状工具及び箆工具により整形されるもの。

鼻

マ`
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A
 

＊刷毛状工具により整形されるもの。

などが観察され，特に叩キの上から櫛状工具による手法を有する甕形土器は，各土器溜りに共通し

て存在している。また， 144• 145 などの小形の甕形土器にも同様な特徴が 129の鉢形土器には，

叩キこそみられないが，同様の櫛状工具により調整がなされている。

内面の特徴をみれは， 125• 127 の土器は箆削りがなされているが，刷毛状工具あるいは櫛状

工具による整形は見られない。同様に 109の土器の内面において刷毛状工具の上から箆工具による

整形がなされているか，これらの土器は全体の比率からみれば，極くわずかであり，溝出士の土器

の大部分は櫛状工具による調幣が主体を占めている。

畿内では，北鳥池遺跡（註 3)で，内面箆削りを有する甕形土器の出土が知られ（註4)' 従来の

刷毛調整のそれと共存して出土している。しかしながら都出比呂志氏（註5) により述べられた，

「連続ラセンタタキ手法」は 145• 121などのように二重になるものがあり，明確にそれと断定出

来る資料はないが，122についてはその可能性がある。

又，兵庫県権現遺跡（註6)においても，叩キ目を刷毛で調整する手法をとる甕形土器が多量に

出土している。他に小さく立ち上がった口縁端部に凹線を施しているものもみられる。

広島県横見廃寺（註 7)出土の甕形土器は，口縁部をくの字状に外反し，端部を丸く仕上げるも

のが共通している。外面は平行叩キと推定されるものがみられ，内面は刷毛あるいは箆による整形

がなされている。しかしながら 7・9 (註8)の如く内面が刷毛によるもの， 8 (註9)の外面は

縦位の刷毛，内面は箆削りがみられるなど，調整の手段についての混在がみられる。

以上三遺跡にみられることは，天神屈追跡出土の甕形土器の内面における手法と外面口唇部につ

いて共通する要索がある。このようなことから，三遺跡と天神原遺跡とは時期的な共有関連がある

ものと考えられる。

高杯形土器は，土器溜りNo.3にみられるように器形の多様性が指適される。

高杯形士器の特徴は下記のとおりである。

杯部

稜をもたず上方へ広がる。

単純に外方へ広がるもの。

稜をもち，外方へ大きく開くもの。

外方へ強く反り，広がるもの。

稜をもち反り気味に外方へ広がるもの。

鉢状に開き，稜をもち外方へ広がるもの。

脚部

杯部から，ハの字状に開く裾部をつくるもの。

脚は筒状を呈し，ハの字状に裔く開く裾をつくるもの。
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脚は開き，高く広く開く裾へ移行し，裾端部は稜をもつもの。

脚は短かく， Jヽの字状に低く開く裾をつくるもの。

脚は短い筒状となるもの。脚は開き気味で，低く開く裾をつくるもの。

調整（内外面）杯部

箆磨きによるもの。

細い櫛状工具の後ち，箆磨きされるもの。

荒い櫛状工具の後ち，箆磨きされるもの。

調整（内外面）脚部

箆磨きされるもの。

縦位の箆削りの後ち，横位の箆磨きされるもの。

絞位の箆削りされるもの。

荒い櫛状工具の後ち，箆磨きされるもの。

などが観察される。杯部は，その器形こそ多様であるが，比較的一定の深さを保ち，酒津式（註10)

にみられるそれと共通する。山陽新幹線の建設に伴って調査された上東遺跡（註11)においても同

様の杯部に短脚部を有する高杯形士器が出土している。栖津あるいは新屋敷出土の脚部は，ややふ

くらみ気味で，裾部は低く広がる傾向を示している。又，上東遺跡出土の杯部は，屈曲部からの外

反は比較的短かく，器壁が厚めである。これらが地域的な差として把握できうるものかどうかは疑

問である。やはり地域的系譜の差としての形式として位置付けられるものと認識できよう。このこ

とは岡山県津山市桃山遺跡（註12J出土の高杯形土器から推定できる。

溝の機能が消滅した以降に，人為的に置かれた土器は， 142• 143• 176の3つである。 142

は口縁部％の破片， 143は口縁部（全）の破片である。 176は，ほぽ完形品である。

142•143のうち前者については，福市遺跡（註13) , 青木遺跡（註14)などにおいて見い出さ

れるもので，後者についても，複合口縁部に波状文を施文するが，山陰地方には，この時期まで残

されており，また，複合口縁の形態，さらには出土状態からして同一時期と推定して相違ないと考

えられる。又， 176については， 2者と同時期かそれ以降と推定される。

住居址出土の土器において，叩キ目が観察されたのは， 12号・ 17号址から出土した甕形土器の胴

部上半と底部の破片である。 12号址出土のものは，口縁端部に溝出土のと同様に凹線状の沈線を施

こすが，端部の立ち上がりは認められず，胴部も球形に近い形態を呈している。

22号址と 2号址のほほ中央に位置する貯蔵穴群（第 2節で述べているが，住居址と推定）の 1つから，

致部に凹線を施す長顕壷が出土している。しかし12号址からは頚部の短い壷形土器が出土し，各住

居址間における時期的な差が存在すると考えられる。

住居址の分布状態は，溝の存在する西斜面 (A地点）と東側平担部 (C地点を中心とする地域）

に，それぞれまとまって占地する。 A地点と C地点における土器について，その時期的な区分を明

綸

． 

,. 
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確に位置づけるだけの豊富な資料は出土しなかった。

C地点は22号址と 2号址のほぼ中央に位置する貯蔵穴群の 1つから出土した壷形土器， 23号址よ

り出土した鋸歯文と竹管文の施文されている高杯形土器などが比較的古い時期にくると推定される。

住居址の建換えを考慮すれば，やはりその出土状態から，頭初の時期と考えられる。

A地点は 10号址の壷形土器， 15号址の壷形土器• 高杯形土器，さらには，器種の多種化からみれ

ば， C地点より新らしくなると考えられる。このことは18号址の鉢形土器からも，より明らかであ

ろう。

美作地方においては，備前南部さらには備中西部における弥生後期以降の編年作業が着実に前進

して行くのに対し，現在弥生後期以降のそれについて，なされていないのが現状である。このよう

な視状から，天神原遺跡出土の土器について，早急にその編年的位置付けを明らかにすることは困

難である。このことを認識しつつも改ためて相対年代について検討を加えたい。

当遺跡において，住居址から出土した土器で最も古く位置付けられるのは 1 号址• 13号址出土の

ものである。これらは備前南部及び備中西部の上東式の範疇として認識されるものである。本遺跡

で主体を占める仮称天神原式（註15)は， これら土器とは形態•手法ともかなり時期的な差が有

り，その間に型式差があるものと考えられる。

現在律山市教育委届会により発掘調査がなされている。大田十二社遺跡（註16)からは，明らか

に2つの型式の存在が認められ，この 2つの型式のいずれかに位置付けられるものと考えられる津

山市桃山遺跡（註17)のいずれよりも古く位置付けられるものと考えられる。

このようなことから仮称天神原式は，従来美作地方で確認されなかった弥生時代後期末に比定さ

れる土器である。

-486-



天神原遺跨

第2節集落について

天神掠遺跡における竪穴住居址の分布状態は，西側の 12 3 mと12 2 mの等高線に示される平

担部と，東側では， 1 2 0 m-1 2 1 mの等高線上に存在する。 （これらの分布状態からして，調

査区の地点別から前者をA地点，後者をC地点とする。）

以下溝と開係する住居址について述べる。

A地点における住居址の平面形態はつぎの通りである。

8号址ーコーナーが丸味を持ち，張り気味の壁へ移行する。形の整った腟張り隅丸方形を呈する。

10号址ーコーナーに丸味を持ち，壁は直線を示す隅丸方形を呈する。

11号址ーコーナーは丸味を持ち，両壁が張る。コーナーの丸味が大きい為に胴張り隅丸方形を呈

する。

12号址ー東壁及び南壁は若千の丸味を持つコーナーから直線状の壁を示すが，西壁と北壁が張る

為に不整形な形態を示す。

14号址ー北壁から西壁にかけて胴張りの形態を示すが，他の壁は弧を描く不整形の形態を呈する。

15号址ー3辺だけ確認されたが， コーナーは丸味を持たず，壁は直線状に張る胴張り方形を呈す

る。

16号址一胴張り隅丸方形を呈する。

17号址一隅丸長方形を呈する。

19号址ー 2度に渡り拡張が行なわれ，最新の形態は胴張り隅丸方形を呈するものと推定される。

以上がA地点における平面形態である。

柱穴は 4本柱を基本とし， 11号址， 14号址， 17号址は 2本柱である。この 3軒は面栢的には他の

住居址よりも小規模のものである。 19号址は 2回の拡張が確認され， 5本一6本一 6本という主柱

穴で構成している。

建換えは， 16号址が 1回， 19号址が 2回認められる。 16号址については，廃絶期における柱の抜

き取りによる土溜りが，それぞれの柱穴の際に残されている。

中央穴は，周囲に凸帯を有するものが， 10号址， 12号址にみられる。掘り込みが三段になるもの

は， 8号址.10号址• 12号址・ 14 号址・ 15 号址• 19号址で，段を有さないものは， 16 号址• 17号址

にみられる。 14号址• 12号址は方形の掘り方をもち，さらに円形の一段深り方を有するものが，形

態的には整っている。

ペッド状遺構は， 8 号址・ 15号址• 19号址に附設されている。貯蕨穴は， 16号址の東ー西柱穴間

の中央に附設されている。

以上A地点における住居址について略記してきたが，平面形態における方形への指向，規模での

均ー化，さらには平面形態での柱穴間の対応化などについて，住居址の定形化への方向が認められ
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る。

C地点における住居址の平面形態はつぎの通りである。

2号址ー東半分が削平により壁が削失する。胴張り隅丸方形を呈するものと推定される。

3号址一胴張り隅丸方形を呈する。

4号址ー南壁を消失しているが，胴張り隅丸方形を呈するものと推定される。

5号址一胴張り隅丸方形を呈する。

21号址ー南東コーナーが強く弧を描く，胴張り隅丸方形を呈する。

22号址ー西壁から南壁にかけて，胴張り隅丸方形を呈するが，他の壁は強く張り不整形の楕円

の形態を示す。

23号址一円形を呈する。

24号址一桐張り隅丸方形を呈する。

25号址ー南辺が直線を示すが，他の辺及びコーナーは強く弧を描く，胴張り隅丸方形を呈する。

28号址ー (22号址と 2号址の中間に存在する貯蔵穴群）一他の住居址の位置関係及び北～東にか

け，等間隔に柱穴と推定されるpitが存在する。

各住居址の柱穴は 4本と基本とするが，平面形態の関係から 5本あるいは，最終拡張時には 9本

の主柱穴を有するものが存在する。 2号址.5号址は 2回， 3 号址，• 21号址.24号址がそれぞれ l

回の拡張が認められる。中央穴はA地点のそれと相違し， 4号址.5号址において，不整形ではあ

るが方形の明確な掘り込みを持つものが存在する。しかしながら， 2号址. 3 号址• 23号址.24号

址においては，非常に不整形な皿状の凹みを呈するものが認められる。貯蔵穴は， 2号址に 3個，

5号址に 6個， 24号址に 1個， 28号址に 6個うがたれている。このようなことから， C地点の各住

居址は， 2号址.3号址. 5 号址• 23号址• 24号址• 28号址の如く，胴張りの隅丸方形の平面形態

を基調とし，数囮の拡張と貯蔵穴の存在によって，その特徴が示される。

以上述べてきたように， A地点及びC地点における住居址が，平面形態・施設についての相違点

が明らかになったと考えられる。この相違する様相が， 同一時期におけるものなのか，あるいは，

全く時期を隔たるものなのか，さらには集落を営なむ過程における継続した社会でのそれなのかに

ついての判断は，最後の判断に導びかれる。

A地点及びC地点における住居址の時期差について，それを判断する資料となる土器の出土が少

なく，最終的な結論を下せるものは検出されていない。しかしながら平面形態及ぴ内部施設（例え

ば中央穴の定形化）からして， A地点の方形を基調とする住居址よりも早い時期に生活が営なまれ

たと考えられる。このことは，数度に且る拡張の過程において，溝を掘削する外的条件が発生した

為に従来からの胴張り隅丸方形の平面形態からA地点に移動する時に方形を基調とする，あらた

な住居址を構築したものと推定される。

生活の場がC地点からA地点にすべて移動したのではなく， C地点の貯蔵穴を有する住居址は，
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それらを意識的に埋め，貼床をして使用したことが明らかになりまた，これら 6軒以外にC地点

には， 21 号址• 25号址• 22号址.4号址などの住居址が存在している。これらの住居址は，形態・

内部施設から推察すれば， A地点の住居址とほほ同一内容を示している。このことから， A地点に

おいて，方形の住居址が営なまれた時期においても，ある時期においては， 6軒は他の地点の住居

址と同様に同時に生活を営なんでいたと考えられる。

これら住居址が，この地を放棄した時期を示す住居址は， 8号址及び15号址におけるペッド状追

構の存在と出土遺物である。 8号址は，胴張りに， 15号址は，方形の平面形態にそれぞれベッド状

遺構が附設されている。又，他の住居址と比較して，新しい要素を有する土器が出土していること

などからして，これらの住居址が下限を示すものとして把握したい。

以上述べてきた仕居址は，西斜面に穿たれている溝とともに，その社会的背景について若十の考

察を加えておきたい。

天神原遺跡において最初に第落を形成したのはC地点の貯蔵穴を有する住居址群である。この住

居址群は， 23号址ー24号址ー3号址ー28号址ー5号址ー2号址によって形成される。この住居址に

より形成される集団は，数回の拡張を繰り返している。特に円形に集団を構成する住居址の中央に

位置する23号址は，頭初は4本柱のものであったのが， 4回の拡張をし，最終的には， 8L 6 m'を

有する最大規模の住居址となる。他の住居址についても同様に， 1回から 2回に旦って拡張が見ら

れることからして，特定の住居址に限定された形で拡張がなされていないことがうかがえる。しか

しながら，住居址の位置及び規模において際立っている。

23号址の位謄は前述 1如く，強いi尉張りを有する平面形態により構成される集団の中央にあり，

すでに，この丘陵に生活を営なむために占地した時点から特定の役割を持っていたと考えられる。

このことを明らかにするには，との集比を構成する佃々の住居址の位置付けが問題となる。 5号址

は， 2回の拡張がなされている。拡張の順に 5A, 5 B, 5 Cと呼ぶ。最初に建てられた SA号址

は，すでに 7• 10• 12の3個の楕円状の小形の貯蔵穴を有している。次に， 5 B号址に拡張された

ときにあらためて，前の 3個とは別に， 8• 9・11の3個の隅丸長方形の大形の貯蔵茂を設けさせ

ている。最後の拡張の時には，これら 6個の貯蔵穴を埋め，さらにその上に貼床をして生活の場と

して使用しているのである。この拡張の過程をみてゆくと，拡張に伴なう面積の増大ではなく，貯

蔵穴を設ける必要のために拡張がおこなわれたことが理解できるのである。したがって， 24号址に

存在する 1個の貯蕨穴の意味とは，おのずから異なってくる。

5号址の貯蕨穴は，集団に直接関わる収穫物に対して，収穫物を構成員個々が保持するのではな

<. 5号址に示される形での共同による保有がなされたと考えられるのである。従がって23号址の

大規模な面積を有するまでの拡脹の連続は，集団を構成する居住員の増加に伴なうものとして把握

されるであろう。

3 号址• 23号址• 24号址にみられる拡張の継続は，共同体において比較的安定を保っていたことが
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知られる。 C地点において，胴張りの強い平面形態を有し，中央穴の朋確な掘り方をしていなかっ

たのが， A地点に改たに住居址を構えだすと，方形の平面形態を基調とし，中央穴も明確な掘り方

を示すようになる。このことは，防禦施設の設定による新たな共同体の規制に伴なうものと考えられ

る。住居規校の一定化の頷向も，共同体における構成集団としての位置付けをより明確化させる契

機ともなったと推定される。

A地点の住居址群は， 17号址の墜外溝が 16 号址の埋土中に存在， 16 号址• 17号址及び19号址の住

居址間の距離，さらには住居址構築の時期のずれからも，その実数は調資検出されたものよりも少

なくなる。 8号址. 9 号址 •10号址• 11号址• 12号址• 14号址・ 15号址• 19号址は， 8号址の如く

出土遺物において比較的新しいものを出土し，又， 15号址の明確な方形の平面形態にベッド状遺構

が附設されるように，時期的に若干の差を有することが知られるが，中央穴に空間を有して集落を

構成することは，外的な要因により一段と明確な姿で，個々の集団の自立をうながしたものとして

考えられる。

19号址はC地点における23号址と同様に，規模， 16号址以外に建替えがなされていないのに対し，

2回-3回の建替えがなされ，ベッド状遺構も附設されるなど際立っている。特に手焙形士器の出

土は， 23号址と異なり特定の意味を有する住居址として考えられる。その意味するところは，共同

体の再構成に伴なう祭杞の強化と構成員との階層的関係をより現象的に示す住居址といえよう。

C地点からA地点に住居址の移動を辿べたが，移動がなされた後ちにも C地点においては， 2号

址.3号址. 5 号址 ·23号址• 24号址• 28号址もやはり継続している。 5号址の 6個の貯蔵穴を埋め

た後，床面をつくる時に，他の住居址にみられるような陸外溝を明瞭ではないが設け住居址として

使用している。又， A地点の仕届址と同時期と考えられる 21 号址• 25 号址• 22号址.4号址が新た

に構築されながら継続していないものと考えられる。

天神原遺跡の集落は，吉井川と加茂川が合流して形成された沖楕地を前面に有する恵まれた生産

基盤を背景としている。しかしながら，この地は伯誉国内部，ならびに出雲国東部に貫ける交通の要

所であり，共同体間における政治的影帯をうけやすい占地条件である。このことが防禦施設をとも

なう集落を形成しなければならない必然的要囚の一つと考えられるのである。かつまた，こうした

ことがより広い範囲の集団間の共同体の再構成により共同体における個有の血縁的基盤をより強化

したことを物語っている。この強化は，共同体が拡大をしてゆく為の基礎構成となるべきものであ

り，構成集団がすなわち，強い血縁的凝集として成り立っていたことがいえる。この単位集団が生

産活動における自立した生産集団として質的変化を遂げうるのは，共同体における階級分化がなさ

れてからであろう。

天神原遺跡の集落もこのような移動期の所産であったことがいえる。この再構成がなされること

により，古墳時代への自律的変革が始まるのである。
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第 3節土壌墓について

天神原遺跡における士壊墓は，先に記したとおり弥生時代から古墳時代にわたり所在するが，こ

こでは弥生後期中葉に視点をおいて考察を加えたい。

この弥生後期中葉に比定される土壊墓はpit 2 0 0 1 , pi t 2 0 1 0, pi t 2 0 1 8である。 pl

t 2 0 0 1 , pi t 2 0 1 0は楕円形の平面形態を呈し，非常に深い土壊である。他， pit2 0 1 0 

はその下部に箱形土壊を設ける特徴をもっている。さらに，三者の共通した点は，上面に河原石を

集石している点にある。上面に士器を混入する土壊の混入状況は，完形となる土器が 1個体もない

ということは，埋葬時点において，初めて供献されたものでないことを物語っている。即ち， 2次

的な葬送行為を示すものではなかろうか。また，これらの土器は器台 lをのぞいて他は全て日常に

使用される壷，甕等である。このことは， 日常生活に用いられる土器と葬送儀礼用の土器との明確

な意識による土器形態の未分離として把握されるものである。

さて，これら土壊墓に伴う住居址は， 1 号住居址• 13号住居址の 2軒のみで他の住居址の全ては

これら土壊歴より新しい時期のものである。この 2軒の住居址は兵陵束端と西端にそれぞれ l軒づ

つ所在し，しかも，この問隔は 17 5 mという非常に離れた位慣関係にあることかつまた，検出

された住居址がいずれも斜面にかつる位置ににみられることは，もと出悛平担部に所在していたも

のが削平消失されたことを推察せしめる。

このようなことが考えられるならば，集落と墓が同一平面上に所在したといえる。

即ち，天神原遺跡におけるこの時期の土渡墓は，集落により接して所在していることは，単一の

共同体による土壊墓として把握されるものである。 （註18)

第 4節古墳について

調査地区内に 3基の古墳が知られていたが調査の結果，さらに 4基の古墳を検出し合計7基を調

査した。したがって，井の口古墳群・天満神社支群は12基以上の古墳で構成されていることが朋ら

かになった。

しかし，これらの古墳はすべて同時期ではなく，規模・共伴遺物などから， 2号・ 3号・ 4号・

9号・ 10号・ 12号墳はほぽ同時期とわれる。いずれも直径10m前後，高さも 1m以下の小規模な円

墳で， 2号・ 3号.4号墳では内部主体は木棺直葬であり，墳丘が削平され，周湮のみを残す 9号

• 10号・ 12号墳は内部王体が木棺直葬であった可能性がある。これらの築造年代については 3号墳

固浬出土の須恵器線，杯身• 江蓋は 6世紀籾めと考えて大過はないと思われる。また， 10号墳周湿

内 (2015)出土の須恵器線・高杯・壷もこれに近い時期と思われる。

天満神社支群のうち， 1号.5号・ 6号.7号墳は地表観察から横穴式石室をもたない古墳であ

ることは朋らかで，美作において横穴式石室の採用が 6世紀前半と考えれば，これらの古墳が桟穴
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式石室採用直前の群集墳と考えることができよう。

11号墳は限化した小型の横穴式石室墳で 7世紀代の須恵器杯蓋 1が出土した。大満神社支群では

8号墳とともに主系列よりはなれ，時期的にもかなりおくれるものであろう。

古墳以外の遺構については土壊墓 20 0 8・2 0 0 9• 3 0 0 1がある。 20 0 8 は須恵器腺•

高杯•土師器椀• 壷が出土している。須恵器は美作地方で最も古い型式といわれる津山市日上高祖

神社裏古墳出土のものと同時期と考えられ， 5世紀後半に比定できる。

2 0 0 9は直径Smの円形周溝遺構で溝中より土師器諒が出土している。規模が小さいこと，周

溝の幅が狭ますぎることなどから削平された古墳とは考えられない。周溝内出土の土師器腺は置か

れた状態であったことはこの遺構の祭杞的性格をうかがわせる。
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